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巻頭図版 1

写真 1 調査地全景 (上空より)



巻頭図版 2

写真 2 調査地から北東方向の景観 1上 空より
'



巻頭図版 3
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写真 3 寛政 9年の絵 図 (調査地に隣接する地域、河野通昭氏所蔵 )
今回の調査地は絵図の範囲には含まれず 枠外左下あたりの位置 県単農道調
査地は 「字柿の木田」から絵図左下にかけての位置
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巻頭図版 4

写真 4 空中写真イメーシ合成 (県単農道調査地の写真に今回の調査地写真を合成)
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発刊にあたって

平成11年度より、飯島町の農業集落排水事業のなかで、本郷東部地区に処理施設が建設されることにと

もない、県教育委員会と事業者・町教育委員会が協議した結果、発掘調査が実施されることになりました。

今回の調査に先立ち、平成10年度、県営県単農道整備事業において若森社遺跡内の隣接地ですでに発掘調

査が実施されており、とくに中世の遺物・遺構には注目されるものが出土したため、今回の調査でも関連

する成果が期待されていました。

調査の実施にあたっては、調査員 。作業員の皆様に、現地調査から整理作業までたいへんなご努力をい

ただきました。また、大勢の方々にご指導 。ご助言・ご協力を賜り、地権者や地元の皆様にも多大なご理

解 。ご協力をちょうだいしました結果、この地域の歴史を考える上で貴重な資料となる多数の遺構や遺物

が見つかり、ここに本書が成りました。関係されました各位に、心から感謝を申し上げます。

調査は、 2年間という限られた時間でおこなったため、十分なまとめができたとはいいがたい面もあり

ますがく本書の刊行によって、これからの研究がますます充実することを願うものです。

飯島町教育委員会

例

1 本書は、飯島町の農業集落排水事業本郷東部地区処理施設新築工事にともない、平成11～ 12年度に実

施 した若森社遺跡の発掘調査報告書である。

調査は、飯島町 (水道課)よ り委託を受け、飯島町教育委員会が実施 した。

本文の執筆は、日次のとおり分担しておこなった。遺構・遺物の実測図は、原則として縄文・弥生・

古代を大田 保が、中世を倉沢敏一が作成した。

4 若森社遺跡では、平成10～ 11年度、県営県単農道整備事業にともない、今回の調査地の北東側に隣り

合う地籍ですでに発掘調査を実施し、報告書を刊行した (上伊那地方事務所 。飯島町教育委員会『若森

社遺跡・南羽場遺跡 県営県単農道整備事業 0本郷地区埋蔵文化財発掘調査報告書』2000年 )。 関連が強
いので、そちらも参照いただきたい。本書では、この調査を「県単農道調査」と略称し、同報告書を『若

森社遺跡。南羽場遺跡』と呼ぶ。なお、本書の第 2章 2・ 3は、『若森社遺跡。南羽場遺跡』で触れなか

った事項のみを記述することとし、重複を避けた。

5 出土遺物については、ほとんどが小破片だったため、本文の記述は主に図に表すことのできた遺物を

中心に説明をし、ほかは表 8～ 12に示した。本文中で遺物を示した番号数字は、一部を除き図中の番号

数字と対応する。

6 本調査の出土品 。記録類は飯島町教育委員会が保管している。

口
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第 1章 調査の経過と体制

1 保護協議と調査の経過

調査の原因事業 飯島町が進める農業集落排水事業で、平成11～ 12年度、本郷東部地区の処理施設が、

周知の埋蔵文化財包蔵地である若森社遺跡の範囲内に新築されることになった。農業集落排水事業とは、

いわゆる下水道の整備事業である。

保護協議 当該地は、江戸時代以来水田として利用されてきた土地で、圃場整備が未実施のため遺構の

残存状況がよいと推測されていた。また、平成10～ 11年度、隣接地で実施した県単農道調査で中世の遺構・

遺物が多数検出され、この地域が埋蔵文化財包蔵地として重要であることがますます認知されることにな

った。それに先立つ平成 9年 8月 12日 、および平成10年 10月 8日 、事業者である飯島町 (水道課)と 長野

県教育委員会・飯島町教育委員会の 3者で上記施設建設予定地の埋蔵文化財の保護について協議し、建設

によって破壊される部分について発掘調査を実施することになった。さらに平成11年 7月 8日 、事業者と

町教育委員会の 2者で協議を重ねた。

発掘調査の経過 平成11年 9月 1日 、発掘調査を開始した。調査地に 5 m ttI艮を設定し、30cm程度の表

土 (耕作土)を 除去していった。その作業中からすでに中世陶器片が現れ、縄文土器片・黒曜石争J片 も少

量出土した。遺構確認面に近づくと遺物は数を増し、多い地点では 5m四 方から30点以上の土器 。陶器が

出土 した。

Ч

図 1 発掘調査地 (|:2′ 500)

＼
　
　
　
‐

＼

-1-



9月 9日 以降、遺構確認面で柱穴 。土坑 。竪穴状遺構を確認した。 9月 中旬から下旬にかけては雨天の

日が多く、思うように作業が進まなかった。 9月 下旬から、土坑を掘る作業に入った。10月 中旬から11月

初旬にかけて、450基 もの柱穴の検出作業をおこなった。11月 初旬、近代の瓦が敷き詰められている遺構を

検出した。11月 10日 、ラジコンヘリによる空中写真撮影を実施した。その後、測量や補足調査をおこなっ

た。11月 27日 に現地説明会を開催し、35人が見学に訪れた。11月 30日 、現地調査を終了し、以後、飯島町

文化館で整理作業に入った。

2 調 査 体 制

調査 責任者 飯島町教育委員会教育長 :片桐 俊

調査担当課等 社会教育課課長 :高坂 浩 文化係長 :堀越和己

調  査  員 丸山浩隆 (主任) 大田 保 倉沢敏一 中島淑雄

作  業  員 社団法人駒ヶ根伊南広域シルバー人材センター :新井正雄 鎌倉寿夫 宮下春男

清水好実 後藤春雄 浦野常寿

重機オペレーター :富永吉国 (帥宮下建設 )

記 録 整 理 :吉沢のり子

指導 。協力者 発掘調査指導 :原 明芳 (長野県教育委員会 )

(敬称略) 地 質 調 査 :寺平 宏 松島信幸

伊藤 修 (中川村教育委員会 )

遺物鑑定指導 :藤沢良祐 (瀬戸市埋蔵文化財センター )

遺物写真撮影 :唐木孝治

空中写真撮影 :榊みすず綜合コンサルタント

ビデオ撮影 :三石 繁

このほか、飯塚政美・片桐市明 。気賀沢進 。小池 孝 。河野通昭 。河野美智・佐々木茂武・友松 諭

林 茂樹・福島 永・桃沢茂樹 。桃沢匡行の各氏から、指導 。協力をいただいた。

ニン

L'・″
=離

瑞贈lF

図 2 周辺の遺跡 (|

-2-
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第 2章 遺跡の環境

1 遺跡の位置

若森社遺跡は、長野県上伊那郡飯島町本郷区にある。飯島町本郷区は、天竜川の右岸 (西)に位置し、

西にそびえる中央アルプスから天竜川に流れ込む与田切川と子生沢川に挟まれている。

調査地は河岸段丘の端近くに位置し、南東は急斜面で下る段丘崖、南西は沢、北西は湿地帯に囲まれて

いる。地番は飯島町本郷551番地、標高は約546mである。

図 3 遺跡の位置 (|:50′ 000)
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2 地形・地質と土層の特徴

今回の調査地を含む周辺の地形・地質については、県単農道調査による報告書『若森社遺跡 。南羽場遺

跡』で触れているので参照いただきたい。ここでは、今回の調査地の特徴のみを記す。

地 形 調査地は、約 4～ 3万年前に天竜川・与田切川が浸食した河岸段丘の突端近くに位置する。こ
の段丘面は、上部 (北西側)の段丘面より約20m低 く、下部の面 (南東側に広がる天竜川の河原)よ りも

約30m高い。調査地のすぐ南東が急勾配で下る段丘崖で、この崖下の面を天竜川が流れている。

調査地の南西脇を通る道路沿いに、沢が流れている。この沢は、上部の段丘面から流れてきてこの段丘

面を横断し、天竜川の面へ急斜面を流れ落ちる。自然の沢と思われる。明治から昭和初めごろ、調査地か

らこの沢をはさんだ反対側に製糸工場があったので、この沢は地元では「製糸の沢」と呼んでいる。また、

昭和30年代まで、ここから下る急流を利用して発電がおこなわれていた。

調査地の位置する段丘面は微妙に高低差があり、わずかながら段丘突端に近いほうが高く、段丘付け根

のほうが低い。調査地北側の段丘付け根に近い一帯は、古くから湿地帯だった。宝暦10年 (1760)に 記された

とみられる絵図 (写真64)に は「沼田」と記され、現在も水田が営まれている。ここの水田は、基盤整備前まで

排水に困るような水田だったという。段丘崖付け根の道路に沿って連なる沼田部分の地名は「古瀬」、その

南東に「中溝」と呼ばれる水路があり、さらに南東が調査地を含む区域で、「市村」の地名で呼ばれている。

地 質 調査地の地山面 (耕作土を除去した土面)は、南東側と北西側で色調が異なっている (写真
1)。 その境界となる部分には、礫層が地山面まで盛り上がっている。『若森社遺跡 。南羽場遺跡』に記さ

れているとおり、この段丘の南東端に近い地域では、礫層の上に堆積する砂層は天竜川の砂と同一で、多

様な岩石の風化岩 。長石 。石英・ざくろ石などが混じっている。それに対し、北西側は天竜川による堆積

もあるが花商岩の風化岩片が多いことから与田切川の砂も流入していると考えられる。境に露出している

礫層は、この段丘端を浸食しながら流れていた時期の天竜川が押し出した礫が堤防状に盛り上がった自然

堤防で、その後与田切川から流れ込んだ土砂はこの自然堤防を越えることなく堆積したものとみられる。

色相の違いは、姶良Tnテ フラの有無が原因と思われる。南東側には約2.5万年前ごろに降下した姶良Tn

テフラが薄く載っているため黄灰褐色であるのに対し、自然堤防よりも北西側は、それ以降与田切川から

流入した土砂が姶良Tnテフラを押し流してしまったため明灰褐色であるものとみられる。

土層の特徴 調査地は調査開始前まで水田で、土層の一番上は黒褐色の水田耕作土が覆っていた。耕作
土下の土層は調査地内でも違いがあり、おおまかには天竜川の向きと直角方向に変化していた。土層の違

いを、天竜川に近い南東側から順にみていくと、つぎのようである。

①硬い黄灰褐色土が10cm前後堆積し、その層またはその下の明灰褐色土層に拳大～頭大程度の天竜川系

耕作土

黄灰褐色土

明灰褐色粘土

灰緑色粘土

砂

礫

②

耕作土

明灰褐色土

灰緑色粘土

砂

礫

④

図 4 土層柱状図
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の石が多く混じる地域……A-0、 B-0、 B-1の南東側半分、C-1の南東側半分

②黄灰褐色土層、明灰褐色粘土層、灰緑色粘土層と続き、灰緑色粘土層の下部は粒子の細かい砂が混じ

るようになり、砂層、礫層となる地域……A-1か らA-2、 B-1の北西側からB-2、 C-1の

北西側からC-2

③薄い黄灰褐色土層中に拳大の石が、その下層の灰褐色土層中には拳大～頭大の石が多く入り、以下は

礫層となる地域 (前述の自然堤防部分)¨…・A-3からA-4の東側、B-3か らB-4、 C-3か

らC-4

④基本的に明灰褐色土層、灰緑色粘土層、砂層、礫層の層序をなす地域……A-4の北西からA-7、

B-5か らB-7、 C-5か らC-7

ただし、④のB-6か らC-6、 B-7か らC-7に は、

れは調査地の北側にあった沼地や南西側を流れる沢に関

係して、小規模な水溜りあるいは水の流入があったこと

を意味するとみられる。④の地域では、水田の代掻きの

際注意しないと耕運機が落ち込んでいくことがあったと

いうことからも沼地との関係が考えられる。

このような土層の違いにより、②では柱穴などの輪郭

が鮮明だったが、③からは遺構が検出しにくいなど、検

出状況にも差が生じた。

なお、中世までの生活面は、江戸時代以来の耕作によ

って撹乱を受けており、遺構を検出した面は当時の生活

面よりいくぶん低いレベルと考えられる。ただ、隣接す

る県単農道調査地では昭和55年 (1980)に圃場整備がお

こなわれたのに対し、今回の調査地は未実施である。

上面に黒褐色土が帯状に 2本入っていた。こ

表 1 遺構・遺物の残存状況

県
単
農
道
調
査
地

遺
構
近世以来の耕作・圃場整備によって破

壊されなかった遺構が残存

遺
　
物

竪穴・土坑・柱穴などの中から出土し

た遺物以外は、近世以来の耕作に加

え、圃場整備の際大型重機によっても

との場所から大きく移動 した可能性

がある

今
回
の
調
査
地

遺
　
構

近世以来の耕作によって破壊されな

かった遺構が残存 (圃場整備は未実

施 )

遺
　
物

竪穴・土坑・柱穴などの中から出土し

た遺物以外は、近世以来の耕作によっ

てもとの場所から移動 した可能性が

ある

3 調査地周辺の歴史

調査地周辺の歴史については、中世を中心に『若森社遺跡・南羽場遺跡』に記したので同書を参照して

いただきたい。ここでは、同書ではわずかに触れただけの縄文時代の遺物について、周辺の遺跡からの表

面採集遺物を中心に(1)で紹介し、(2)では同書で明らかとなった若森社遺跡の性格について県単農道調査地

を中心に触れておく。

(1)周辺 の縄文 時代 遺物

若森社遺跡の位置する段丘面には、周知の埋蔵文化財包蔵地として、南から「前田遺跡」「清水遺跡」「若

森社遺跡」「八幡遺跡」がある。これらは、ほぼ縄文～中世の遺跡とみられるが、遅くとも江戸時代には広

く水田化され、遺物が水田下に埋蔵されることになった。

各遺跡では、以下のような経緯で遺物の採集がおこなわれた。前田遺跡では、昭和40年代、一部の水田

を果樹園に転換した際に遺物が表面採集された。清水遺跡では、昭和55年の圃場整備で大量の遺物が表面

採集され、相の沢近くでは住居跡も認められた。若森社遺跡については、その北部の「古瀬」地籍は明治

時代以降桑園から果樹園 (梨)と なって他地域より早くから遺物が確認されていたが、ほかの地籍では主

に圃場整備がおこなわれた昭和55年に表面採集された。八幡遺跡では、昭和63年の圃場整備にともない分

布調査がおこなわれた。こうして各遺跡からは主に表 2の遺物が見つかっている。
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表 2 周辺遺跡の縄文時代遺物

遺跡名 地  籍
縄 文 土 器 。 土 製 品

石   器
中  期 後  期 晩  期

一削 田

加曽利 E式土器片
釣手土器の釣手部分

顔面把手

環石

石錘

打製石斧

清 水

平出 3A式土器片
勝坂式土器片

中期初頭土器片

加曽利 E式土器片
釣手土器の釣手部分 2点

中期土偶

小形土器

浅鉢口縁部

土器片口縁部

氷式土器片 打製石斧

磨製石斧

石匙

石棒

石錘 (大型)

石器 (母岩 )

黒曜石片

チャー ト片

若 森 社

市  村
中期中葉土器片

台付土器

土器片口縁部 打製石斧

磨製石斧 4点

黒曜石片

古  瀬

時期不明小破片 打製石斧

石錘

横刃形石器

黒曜石片

東 端 打製石斧

八 幡 時期不明小破片 打製石斧

9)県 単農道調査の成果概要
県単農道調査では黒曜石製尖頭器が出土し、すでに 1万年前には人の営みがあったことが確認できた。

縄文時代の遺物は、破片ではあるが中期後葉から後期の土器が多数出土した。石器も先述の尖頭器のほか

スクレイパー・石鏃・石錐状石器各 1点や黒曜石剥片 4点、打製石斧 7点が見つかった。この時代のもの

と断定できる遺構はないが、縄文中期から後期にかけて人々の生活は厚みを増していたことが想像される。

続く弥生時代にも人の暮らしがあったことは、下半部のみ検出された埋甕などからうかがうことができ

る。出土した土器には、弥生中期初頭から末期のものがある。

古代の遺物は調査地の南東付近の土坑から須恵器 (8～ 9世紀)・灰釉陶器 (9～ 10世紀)が各 1点、遺

構外から須恵器・土師器 (と もに 8～ 9世紀)が各 1′点出土した。数は少ないがこの時代にも生活が営ま

れたあかしといえる。

このときの調査で最も注目されたのは中世の遺構・遺物である。10.5m× 5。 9mの竪穴をともなう14.2

m× 7.8m以上の規模の掘立柱建物跡が見つかり、竪穴内からは13～ 14世紀を中心とする中国製の青磁。白

磁や古瀬戸陶器・山茶碗 (東濃産)。 片口鉢 (中津川産)・ 甕 (中津川・常滑産)な どの破片が出土した。

器形としては日常生活で使うとみられる碗・鉢・甕などが多いが、中には四耳壷・梅瓶・水注などもある。

また、南東部は墓域の可能性が指摘された。調査地を含む周辺一帯は、12世紀から営みが始まって13～ 14

世紀に有力者がいた場所とみなされた。

その有力者は、中世、飯島周辺に大きな力を及ぼした飯島氏と考えられ、さらに「飯島氏は12世紀に片

切氏から分かれて興った」との従来の説が正しければ、この場所がその最初の館である可能性があり、実

態解明が課題として挙げられた。南羽場 。松葉 。竹ノ内 0城などの館推定地や飯島城もあわせ、飯島氏の

在地支配が終わるまでの時代の流れの中でその機能を明らかにしていく必要なども提起されている。
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第 3章 縄文・弥生・古代

(1)縄文時代の遺構

埋甕状遺構 (図 7、 写真 607)今 回の調査で縄文時代の遺構 として注目されたのは、いわゆる埋甕

状に、深鉢形土器が埋められていた遺構である。 C-7区 西南から単独で発見された。深鉢形土器は上部

が耕作によって削り取られ、胴部から底部を検出した。通例では、埋甕土器は住居跡内の出入口付近から

発見され、埋甕に蓋石を載せ、蓋石の上面が床面と平らになるように埋められている。今回埋甕状遺構が

出土した地点が住居跡内とすれば、床面はすでに破壊されているものと判断される。しかし、住居跡とす

れば周囲にあるべき柱穴は検出できなかった。

一方、埋甕の底部直下には上部を意図的に欠いた砂岩 (24cm× 16cm× 12.5cm)がやや斜めに立った状態

で埋まっていた。まず穴の中に一部を打ち欠いてくぼみをつけた石を入れ、甕をそのくぽみに据えて埋め

たものと考えられ、住居跡内に埋納する埋甕とは趣が異なっている。

柱穴・土坑など 埋甕状遺構以外の縄文時代の遺構については、縄文土器の破片が出土している柱穴や

土坑は少なくないが、ほとんどが小破片で文様や断面が磨滅したものばかりであるため、それらをこの時

代の遺構とは決めるには躊躇せざるをえない。土器片は柱穴 。土坑内ばかりでなく、BoC-5・ 6区あ

たりを中心に調査地全域から出土しているが、遺構と判断できるものはなかった。

(2)弥生時代・古代の遺構

弥生時代～古代については、遺物の検出はあったものの遺構は確認できなかった。

(1)縄文 時代 の遺物

土 器 (図 22023、 写真48・ 49・ 57058)縄文土器は調査地の全域から出土し、数は約500点になるが

ほとんどが細片だった。全体に文様や割れ面が摩滅しているのは、水田耕作の影響と思われる。

1は C-8区出土、縄文早期中ごろの押型文土器で、楕円文を施している。雲母の混在する胎土で、赤

く焼成されている。

2は A-3区 出土、細い半裁竹管文を施した薄手小型土器の破片で、時期は中期初頭である。

その他は縄文中期後葉から中期最終期の土器が多い。口縁部は、平縁のものがほとんどで、それ以外で

は小さな山形をなす11や図には示さなかったが把手状の写真58-28が ある。 3・ 7・ 8・ 9は外反する器

形で、口唇部に平行する 1条の浅い幅広の沈線をつけ、その下部に縄文を帯状に施文している。日唇部下

に爪形文を加飾する12の例もある。25・ 27・ 29・ 61は くびれた頚部・胴上部の破片で、ここが口縁部と胴

下部の文様帯を分ける文様分岐帯であることを示している。今回出土したこの時期の土器文様は、一部に

は隆起文もみられる (44)が、多様な幅の縦の沈線を刻んで縄文を施した施文区と、磨消し区を設けてい

るタイプが多い。このことは、出土土器の多くが胴部以下の破片であるためで、上部には変化に富んだ文

様帯がみられたのかもしれない。

20。 64は 、遺構の項でみた埋甕状遺構の深鉢形土器で、C-7区から出土した。上部を欠き、胴部以下

泣退

泣退
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が割れた状態だった。底部直径は7.3cm、 接合できた胴上部までの高さは17.5cm、 胴上部付近の直径は20.7

cmである。厚さは胴部 4 mm、 胴下部から底部にかけて 4～ 7 mmである。文様は刷毛状工具で上下に器面を

整形したのち、胴部を中心に先端が丸い棒状の工具で単線ないし2重線の縦長楕円文を施文し、楕円内に

細かい縄文を施文している。胴部から底部の胎土は粉末の長石が多く、少量の黒色砂が混じる。17・ 19の

胴上部破片の胎土はいっそう緻密で、器内面に赤みを帯びた粘土を塗って横位に整形し、器壁を薄くつく

っている。胴のやや上部から上の外面、および底部の外面には煤が付着している。胴の下部には煤がつい

ていない。精選されよく練られて締まった胎土、ていねいな仕上げ、内部の赤みを帯びた粘土などから、

この埋甕土器は釣手深鉢土器としてつくられ、のちに埋甕に転用されたものではないだろうか。文様構成

から、縄文時代中期後葉でも終末期の土器である。

土製品 (図 23、 写真49) 断片だが釣手土器の一部が、 1・ 2の 2例出土した。 3は、土偶の一部では

ないだろうか。 4・ 5は、土器破片を利用した土製円板である。

石 器 (図 24・ 25、 写真50051) 506は 黒曜石製石鏃で、 5は透明度の高い石材で薄く仕上げたも
の、 6は三角鏃である。 7・ 8は黒曜石剥片を利用し、先端を加工した石器である。

1・ 2・ 3は小型磨製石器だが、 3固体とも刃部が折れており、全体像は不明である。

9は礫石錘で、半分に割れている。礫石錘は表採で 2点出土した。

打製石斧は、10・ 16・ 17・ 21024の黄色砂岩製でやや軟質のもの、22・ 23の白色砂岩製でやや硬質のも

の、13・ 14・ 15・ 20のガラス質を多く含む石でつくられたものの 3種類がある。11は軟質砂岩製の大型石

匙である。

4は微細な平行線が多方向に残る礫石で、硬い物体を研磨した磨石だろう。

25・ 26は敲き石と思われ、25は、先端が尖り反対側が大く丸い形態で石質は重い。26は砂岩製で両端と

もにカル 。ヽ

9)弥 生時代の遺物
弥生土器 (図230写真56) 弥生時代の土器と断定できるものは 1点の破片(6)の みで、波状櫛目文を施

す後期中島式土器である。

(3)古代 の遺物 (図 23・ 写真 30・ 31056)※ この項のみ写真番号で遺物を示し、図番号はカッコ内に示す。

灰釉陶器 写真30-15(図 なし)は壷の胴部、写真31-17(図 15)は長頚瓶の口頚部破片で、どちらも

猿投窯初期 (黒笹期 )、 9世紀のものである。ロクロ整形は細かくていねいで硬く焼成され、灰釉は光沢が

ある。

須恵器 写真39-11(図 17)は、高台のある小形容器の底部破片である。写真34-22(図 なし)は、厚

さ 7 mm、 ロクロロが全体にみえ、釉の調子から陶器に近いつくりである。 9世紀ごろのものではないだろ

うか。

土師器 写真56-1(図 14)。 写真56-4(図 13)は 高台付甕の底部から脚部破片で、前者は底部の内部

が黒色に塗られ、外面には刷手整形が残る。写真56-8は 内黒土器杯の胴部破片、写真56-9は壺形土器

の頚部破片、写真56-7は強く外反する口縁部破片である。 7と 9は 5～ 6世紀、 1・ 4・ 8は 9世紀ご

ろの土師器だろう。

その他の土器 写真34-15(図 16)は明るい赤褐色の上師質土器だが、内面に緑色釉が施されている。

底部径が 3 cmの不形容器ではないだろうか。写真42-9(図 なし)は厚さ 2～ 3 mm、 口径15cm前後になる

口縁部である。白く焼成された陶器で詳細は不明だが、古代のものと思われる。
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めとま

縄文時代 今回の調査における縄文時代の遺物には、埋甕のような状態で胴部以下が検出された深鉢形
土器と、500点に及ぶ土器の小破片、および石器27点があった。時代を追ってみていくと、まず縄文時代早

期の押型文土器の出土は、前年隣接地で出土した草創期の石器に続く時代の遺物として注目できる。また、

中期初頭の土器は隣接地でも出たが、今回も出土した。数では圧倒的に多いのが中期後葉でも末期に位置

付けられる土器で、縄文時代の早い時期からの人の営みが、このころ一つのピークを迎えたとみられる。

後期とはっきりわかる遺物は出土しなかった。

つぎに、特徴的な遺構・遺物について述べる。

今回深鉢形土器を出土した埋甕状遺構は、あまり出土例のないものと思われる。埋甕は住居内出入口付

近から発見される例が多いが、今回の遺構は住居跡内のものとは考えにくい。検出地点は調査地の北西区

域で、ここは調査期間中も雨が降ると軟弱になるような地盤だった。この西の一帯は古くから湿地帯で、

検出地点付近は土層を観察した際にも沼地に関係した水溜りや水の流入が考えられた場所である。こうし

たことと考え合わせると、この深鉢形土器は降雨時には浸水が予想されるような水辺にあった可能性が高

く、水を利用する何らかの遺構ではないだろうか。具体的な用途は不明だが、考えるヒントとしては、栗

林遺跡 (長野県中野市)や赤山陣屋跡遺跡 (埼玉県川口市)で木組みの水槽や編物などが発見され、 ドン

グリ類を水にさらしてあく抜きするためのものと考えられていることがあるだろう。両遺跡で出土した場

所は小さな沢に続く湿地帯で、当遺跡の出土地点と類似する。土器が石の上に据えてあったことについて

は、安定させるためあるいは沈下を防ぐための工夫かとも思われるが、石の埋められている角度が縦向き

に近い (垂直から約25度東に倒れる)こ とは十分に説明できない。土器には外面に煤が付着しているとこ

ろから、火を受けるような用途に使われたものが、のちに水辺で使う道具に転用されたと考えられる。出

土はしていないが、本などを材料にした樋・杭などの存在を想像したくなる遺構である。

今回の調査でもうひとつ注目しておきたいのは、釣手深鉢土器の釣手部分が出土したことである。釣手

土器には、大別して釣手浅鉢土器と釣手深鉢土器の 2種があり、釣手浅鉢土器は諏訪 0松本・伊那の各地

表 3 飯島町内出土の釣手土器

遺 跡 名 遺 構 出土した釣手土器 (数 ) 共 伴 遺 物 備  考

山 溝 土坑群 深鉢の釣手部分 (多数 ) 土偶・硬玉大珠・土製円板

5号住居址 深鉢の釣手部分破片 土製円板・耳栓

岩 間 上 山 ほぼ完形の浅鉢(1) 鳥居龍蔵調査

高 尾 第 一 41号住居址 浅鉢(1)

石 曽 根 堂 前

町 谷 柱穴付近 深鉢の釣手部分破片 (多数) 土製円板・異形土製品 。蜂の巣石

十 王 堂 坂 の 上 BP66土坑 ほぼ完形の深鉢(1)

一則 田 深鉢の釣手部分

清 水 深鉢の釣手部分

尾 越

4号住居址 有孔鍔付土器 (破片)・ 器台

深鉢の釣手部分破片 (多数 )
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市 町 村 遺 跡 名 遺 構 出 土 部 分

中 村 上 の 原 遺 跡
3号住居址 釣手部分

5号住居址 釣手部分

駒ヶ根市

辻 沢 南遺 跡
40号住居址 釣手付深鉢土器一部

土坑337 深鉢部分

原垣 外 遺 跡
土坑77 釣手付深鉢土器一部

土坑 171 釣手付深鉢土器一部

的場門前遺跡
土坑 19 釣手深鉢土器全形

21号住居址 釣手部分 2点

宮 田 村 中 越 遺 跡 遺構外 (廃棄された状態) 釣手部分 と深鉢全形 2`点

表 4 近隣市町村出上の釣手深鉢土器

域や山梨県などに出土例が多く分布も広いが、釣手深鉢土器は松本 。伊那に出土例があるものの数は浅鉢

ほど多くない。しかし、飯島町の場合、表 3の とおり釣手浅鉢土器の出土例は 2遺跡の 2点だが、深鉢は

当遺跡を含めると8遺跡から多数が出土している。また、飯島町の南隣の中川村では上の原遺跡で 2例、

北隣の駒ヶ根市では辻沢南遺跡で 2例、原垣外遺跡で 2例、的場門前遺跡では完形品に近い 1例 と釣手部

分の 2例、宮田村の中越遺跡でも2例が出土している (表 4)よ うに、この地域に密度が濃いことが指摘

できる。当遺跡の周囲を見ると、北隣に位置する清水遺跡や、さらにその北隣の前田遺跡からも釣手部分

が出土しており、この段丘面の縄文中期後葉の共通点ともいえそうである。飯島町域で出土した釣手深鉢

土器は、共伴遺物からみて、生活用具というより祭祀など精神生活上の容器と考えられることから、この

地域に独自の精神生活、風習、祭祀の方法があったのか、興味がもたれるところである。外面に煤が付着

したものもあり、煮沸に使用されるものもあったとみられる。

前述した埋甕状遺構から出土した深鉢形土器について、元の形は釣手深鉢土器だった可能性を考えてい

る。硬く焼成され製作もていねいであること、また、釣手深鉢土器の釣手部分が出土したことがそう考え

る理由である。外面に煤がついていることから元は煮炊きに使われた容器で、その後水辺の生活用具に転

用されたと考えたい。

弥生時代 弥生時代については、後期の土器 1点が出上した。

古 代 古代の遺物は、いずれも小破片で、灰釉陶器 2点、須恵器 2点、土師器 5点、出土例の少ない

小破片 2点の合計11点が出土した。中でも黒笹期の灰釉陶器の出土は伊那地方では少なく注目される。そ

の後大量生産された折戸期の灰釉陶器でも、墓址ではない生活址から出土する製品は碗・皿類が主流で、

壺 。長頚瓶は少ない。 2点 ではあるが今回出土した黒笹期の壺・長頚瓶は、 9世紀、ここにいた人の地位

の高さを示す遺物とみなされる。
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第 4章 中

(1)掘立柱建物 1(図 8、 写真 809)
概 要 遺構はA-0。 A-1・ B-00B-1区 にかけて存在し、地形的には河岸段丘の突端に位置

する。竪穴をともなう建物跡である。掘立柱建物 2の北東側に近接する。柱穴は竪穴内とその周辺に50基

ほどある。建物の主軸方向 (長い軸=桁方向)は、西から約35°北へふったほぼ北西一南東方向をさす。竪

穴内では、掘り下げ時に上層から焼土や炭の広がり、焼けたものを含む大小の礫、柱穴跡を検出した。さ

らにその下層からは、大きなロームプロックにより構成される硬化面やそれを掘り込む柱穴跡、一番下の

地山面からは土坑や柱穴跡を検出した。したがって、この遺構は 2時期もしくは 3時期にわたって使用さ

れたと考えられる。

柱 穴 建物は 3間 ×3間の総柱建物で、一番下の生活面で桁行6.5m、 梁行3.8mを測る。柱穴は竪穴

を取り囲んでおり、竪穴住居跡といっていい。柱穴間隔はほぼ1.6～ 2.Omだが、竪穴の南北両壁の外側を

構成する柱穴列と、それぞれの内側の柱穴列との間隔は1.2mである。竪穴内のコーナー部近くには、4つ

の柱穴がある。それぞれ平面形が隅丸方形か楕円形であり、規模は56～ 40cm角 を測る。床面から38cmの深

さがあり、礫層まで掘り込んでいた。竪穴外の柱穴は、平面が方形を呈するものが多い。深さは55～ 23cm

を測る。また柱穴195や203の ように、上層に32～ 16cm角 の石を設置した柱穴もある。遺物は、柱穴180か ら

縄文土器片が出土している。

その上層の大きなロームプロックにより構成される硬化面からもいくつかの竪穴内柱穴と竪穴を取り囲

む柱穴を検出した。掘立柱建物跡に復元はできないが、柱穴間隔はほぼ1.3mである。柱穴の平面形は方形

で、一辺が20cm前後である。深さは19～ 48cmを測る。遺物は出土していない。

竪 穴 竪穴は、平面形が東西4.56m、 南北3.44mの隅丸長方形である。竪穴内には、先述したとおり、

①焼土や炭の広がり、焼けたものを含む大小の礫、柱穴跡を検出した上層、②柱穴跡を検出した大きなロ

ームプロックにより構成される硬化面、③土坑や柱穴跡を検出した地山面と、3つの生活面が確認できる。

遺構の掘り込み確認面から一番下の地山面までの深さは最大56cmを測る。

竪穴の壁は、南壁と西壁については垂直に立ち上がる。北壁はやや内湾しながら立ち上がり、東側はゆ

るい 2段の階段状に立ち上がる。地山面から一段上がった平坦面は、大きなロームプロックにより構成さ

れる硬化面と同じレベルのため、ある時期に竪穴の床面として使用していたと考えられる。

遺物は、ほとんど上記①の面あるいはそれより上層から出土した。内容は、縄文土器片 7`点、黒曜石製

の争J片石器、古瀬戸灰釉平碗 (15世紀中～後)5点、古瀬戸橋鉢 (15世紀後半)、 古瀬戸天目茶碗 (14世紀

後半～15世紀)、 常滑産の甕 (12世紀 ?)、 中津川産の甕 (13世紀後半)、 鉄滓である。土器・陶器はすべて

小片である。また、地山面直上からは縄文土器片が出土している。

竪穴の北コーナー部に付設して、径80～ 72cmで平面円形の土坑を検出した。土坑は竪穴の底面より深く、

底部は平坦である。南側半分は竪穴底面と変わらない暗黄灰褐色土で周りを固めていたが、中側はやわら

かかった。したがって、円形の土坑を掘った後、竪穴のコーナー部に床として土を固めたことが考えられ

る。また、竪穴中央部にも82× 70cmで平面不整楕円形の上坑を検出している。断面形は浅い皿状である。

どちらも遺物は出土していない。

一退
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υ)掘 立柱建物 2(図 9・ 10、 写真 10 e ll)
概 要 遺構は、B-1・ B-2・ C-1・ C-2区 にかけて位置する。浅 くくぼんだ遺構を取 り囲ん

でいる大きな建物跡である。掘立柱建物 1の南西側に近接する。柱穴は浅 くくぼんだ遺構内とその周辺に

60基ほどある。建物の主軸方向は、西から約 37°北へふったほぼ北西一南東方向をさす。南側 と東側が調査

範囲外のため調査 していないが、建物は 5間以上×3間以上の、一部に礎石が使用された建物である。桁

行 9。 3m以上、梁行5.8m以上の規模である。

柱 穴 浅 くくぼんだ遺構外の柱穴は、ある程度の深さをもってガッチリ通っており、北辺では礎石が

使用されていて柱穴間隔はほぼ1.8～ 2.lmである。浅 くくぼんだ遺構内の柱穴は、確認できるものの通っ

ていないところもあり、柱穴間隔もまちまちである。柱穴の平面は 1辺 48～ 24cmの 方形あるいは隅丸方形

が多い。深さは、浅 くくぼんだ遺構外の柱穴で35～ 70cmを 測 り、浅 くくぼんだ遺構内の柱穴で20～ 34cmを

測る。

浅 くくぼんだ遺構 浅 くくぼんだ遺構は、掘立柱建物 2の 中にある。遺構内には土坑 15・ 17な どが重複

するが、新旧関係は不明である。東西7.32m、 南北5。 56mを 測 り、平面が不整楕円形である。深さは最大

12cmで ある。

遺構確認面において、32～ 4 cm角 の石が確認できた。石は配置がバラバラで据えられていないため、礎

石 とは考えられない。中には焼けた石 も少々ある。

遺 物 遺物は、建物柱穴226か ら鉄滓、230か ら中津川産の片口鉢 (13世紀後半 )、 236か ら古瀬戸灰釉

平碗 と古瀬戸鉄釉縁釉小皿 (15世紀中～後半 )、 248・ 2510320か ら縄文土器片、273・ 282か ら古瀬戸灰釉

平碗 (15世紀後半 )、 295・ 317・ 326か ら内耳鍋、323か ら縄文土器片、339か ら木片が出土している。浅 く

くぼんだ遺構からは縄文土器片 7点、チャー ト製の磨石 ?、 古瀬戸灰釉直縁大皿 (15世紀半ば)、 尾張産の

山茶碗 (12世紀後半 )、 中津川産の甕 3点 (13世紀後半 )、 常滑産の甕 2点 (12世紀後半 )、 内耳鍋 15点、鉄

釘が出土している。浅くくぼんだ遺構 と重複する土坑17か ら縄文土器、古瀬戸灰釉平椀 (15世紀後半 )、 内

耳鍋が出土している。

(3)掘立柱建物 3(図 11)
A-4・ A-5・ B-4・ B-5区にかけて検出した。垣状遺構の北西側、掘立柱建物 4の南東側に位

置する。建物は20基ほどの柱穴で構成される。主軸方向は、北から約38°東へふったほぼ北東―南西方向を

さす。北東側が調査範囲外のため調査していないが、建物は 2間以上×2問以上の総柱建物で、桁行5.7m

以上、梁行 5mを測る。柱穴間隔は、北東―南西方向で2.lm、 北西一南東方向で2.4～ 2.5mである。柱穴

の平面形は40～ 20cm角の方形あるいは隅丸方形が多いが、円形も多少ある。深さは21～ 45cmを測る。遺物

は、柱穴 1か ら木片、柱穴17・ 26か ら縄文土器片が出土している。

“

)掘立柱建物 4(図 12)
A-6・ A-7・ B-6・ B-7区 にかけて検出した。掘立柱建物 3の北西側に位置し、風倒木痕 1を

切る。風倒木痕 3・ 4に重複して柱穴があると考えられるが、風倒木痕に切られる。建物は24基ほどの柱

穴で構成される。主軸方向は、北から約 48°東へふったほぼ北東一南西方向をさす。北東側が調査範囲外の

ため調査 していないが、建物は 3問以上×3間の総柱建物で、桁行 6。 8m以上、梁行6.3mを 測る。柱穴問

隔は、建物の一番外側がやや短 く1.5～ 1.8m、 建物の中央部が2.3～ 2.9mである。柱穴の平面形は40～ 16

cm角 の隅丸方形が多いが、円形もある。深さは20～ 58cmを 測る。遺物は、柱穴478か ら縄文土器片が出土し

ている。
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(5)土   坑
土坑は23基検出した。中でもA-00B-0区 ・A-1区 で検出された土坑 1～ 9は、土坑内が焼けて

いる場合があったり、周辺から六道銭と考えられる銭貨が出土しているため、墓坑である可能性がある。

とくに土坑 6・ 7・ 8は、県単農道調査を実施した際に若森社遺跡調査地 (今回の調査地に隣接する地域)

や 1つ上の段丘面に位置する南羽場遺跡から検出された円形土坑と規模や土層堆積が類似している。円形

土坑の性格は不明だが、前回の調査でも墓域の可能性がある地域から検出された。しかし土坑内から遺物

の出土はなく、墓坑を裏付ける痕跡はなかった。

土坑 |(図 13)A-0区 北側に位置する。土坑底部南側には柱穴432が重複するが、新旧関係は不明で

ある。平面形は72× 54cmの隅丸長方形である。土坑の深さは最大 7 cmで、断面形は浅い皿状である。遺物

は、下層から黒曜石争J片が出土している。

土坑 2(図 14) A-0区 中～東側に位置し、土坑 3や土坑 4に近接する。土坑東側は調査範囲外のた

め調査していないが、平面形は径約120cmの不整円形を呈すると考えられる。土坑底部は凸凹があるため、

3つほどの土坑が重複している可能性があるが、新旧関係は不明である。土坑の深い部分は礫層まで掘り

込んでいる。土坑の深さは最大23cmで、断面形は不整形である。遺物は出土していない。

土坑 3(図 14、 写真12) A-0区 中央部に位置する。土坑 2や土坑 4に近接し、いくつかの柱穴と重

複している。平面形は径124× 124cmの不整形である。土坑の深さは最大12cmで、断面形は浅い皿状である。

底部には東西80cm、 南北24cmの焼土面が広がっている。厚さは 1～ 2 cmで硬く焼け絞まっている。土坑北

側には掘り込み面に東西36cm、 南北24cm、 厚さ1～ 2 cmの焼土塊がある。焼土塊は硬く絞まっていた。遺

物は、縄文土器細片と被熱した黒灰色の石片が出土している。

土坑 4(図 14、 写真12013) A-0区 中央部に位置する。土坑 5を切 り、土坑 2や土坑 3に近接する。

土坑東側は調査範囲外のため調査していないが、平面形は一辺132cmほ どの隅丸方形を呈すると考えられ

る。深さは最大12cmほ どである。土坑 4と 土坑 5の間には黄色土の盛り上がった壁を築く。土坑中ほどに

は48～ 32cm角 で厚さ16cmほ どの扁平な石を立てた状態で設置する。石と土坑 5と の境までの間は焼けて明

橙褐色を呈す。遺物は、黒曜石彙J片が出土している。

土坑 5(図 14、 写真13) A-0区 中央部に位置し、土坑 4と 柱穴に切られる。土坑東側は調査範囲外

のため調査していないが、平面形は一辺104cmほ どの隅丸方形を呈すると考えられる。深さは最大12cmであ

る。土坑 4と の境周辺が暗赤褐色に焼けて、土坑 4の壁状の盛り上がりの下にもぐりこむ。遺物は、古瀬

戸後Ⅳ期の天目茶碗 (15世紀中～後半)と 、製品ではないかもしれないが、石片が出土している。

土坑 6(図 14、 写真14) 県単農道調査による報告書『若森社遺跡 。南羽場遺跡』でいう円形土坑であ

る。A-0～ B-0区 に位置し、柱穴430に 切られる。平面形は径約76cmの 円形である。深さは最大22cm

で、礫層まで掘り込んでいる。底部は平坦であり、断面形は長方形である。土坑内はしまりのない黒褐色

土が堆積し、0.5～ 3 cm大のロームプロックやローム粒を多く含む。また、炭もごくわずか含む。土坑内か

らの遺物の出土はないが、60cmほ ど南の遺構確認面直上から5枚錆着した銭貨が出土している。

土坑 7(図 14) 土坑 6と 同様、円形土坑である。B-0区西側に位置する。平面形は約76× 68cmの 円

形である。深さは最大31cmで、礫層まで掘り込んでいる。底部は平坦で、断面形は長方形である。土坑内

はしまりのない黒褐色土が堆積し、0.5～ 3 cm大のロームプロックやローム粒を多く含むなど土坑 6と 同様

である。土坑北側の上層には30× 19cmで厚さ 5 cmの焼土塊がある。遺物は出土していない。

土坑 8(図 14、 写真16) 土坑 6・ 7と 同様、円形土坑である。A-1区 東端に位置し、土坑 9に切ら

れる。平面形は約68× 56cmの楕円形である。深さは最大43cmである。底部は平坦で、断面形は長方形であ

る。土坑内は黒褐色土が堆積し、 1～ 5 cm大のロームプロックを多く含む。遺物は出土していない。

土坑 9(図 14、 写真15016)A-1区 東端に位置し、土坑 8、 柱穴172・ 1730174を 切る。平面形は118×
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94cmの 隅丸長方形である。土坑上層には、径20～ 7 cmの河原石を土坑いっぱいに配石する。石はほぼ同じ

高さに配されており、被熱を受けた石が 3分の 1ほ どある。また、配石北東側に東西27cm、 南北10cm、 厚

さ 6 cmの焼土塊がある。配石下は炭や焼土粒を含む土が浅 く堆積 し、その下層は焼け絞まった感 じはしな

いが、焼面が広がっている。その下層から土坑や柱穴が検出できた。土坑の深さは最大13cmで、断面形は

浅い皿状である。遺物は出土していない。

土坑 10(図 14) A-1区 西端に位置する。東側で細い溝状の遺構が切っていると考えられるが、遺構

下部 しか残存していないため、全体像は不明である。平面形は60× 56cmの不整円形である。深さは、溝状

の遺構のところで10cm、 浅いところで 5 cmである。遺物は出土していない。

土坑 H(図 15、 写真 17) B-1区 北側に位置し、土坑14に切られる。平面形は76× 72cmの不整円形で

ある。深さは最大 7 cmで、断面形は浅い皿状である。遺物は出土していない。

土坑 12(図 15、 写真 18) A二 2区西側に位置し、柱穴1400146に 切られる。また、土坑 13に近接する。

平面形は160× 136cmの不整円形である。深さは最大14cmで、断面形は浅い皿状である。遺物は出土してい

ない。

土坑 13(図 15、 写真 18) A-2区 西側に位置し、土坑 12に近接する。平面形は64× 60cmの不整円形で

ある。深さは最大 9 cmで、断面形は浅い皿状である。遺物は、青銅製の飾 り金具が出土している。

土坑 14(図 15、 写真 17) B-2区 東側に位置し、土坑 11を切 り、くぼみ状遺構、土坑15に近接する。

平面形は244× 100cmの 長方形である。深さは最大18cmで、断面形は浅い皿状である。遺物は、縄文土器片

が出土している。

土坑 15(図 15、 写真 17) B-2区 東惧1に位置し、 くぽみ状遺構に切られると考えられる。また、土坑

14に近接する。平面形は東西220cm、 南北132cmの不整方形である。深さは最大33cmで、断面は不整形であ

る。土坑東側では、84cm× 36cmの範囲で地山の土が赤っぼ く酸化 している。遺物は出土していない。

土坑 16(図 15) B-2区 西側に位置する。平面形は120× 80cmの不整円形である。深さは最大19cmで、

断面形は浅い皿状である。土坑覆土である黒褐色土が、遺構確認面よりやや盛 り上がっていた。遺物は出

土していない。

土坑 17(図 15、 写真 19) C-2区 北側に位置し、柱穴346・ 348な どに切られる。また、 くぽみ状遺構

に切られると考えられる。平面形は東西164cm、 南北100cmの不整方形である。深さは最大38cmで、断面は

不整形である。土坑上層には、 8～ 20cm角 の角礫が多く散らばる。重複するくぼみ状遺構にも配石が見ら

れるため、 くぼみ状遺構に関連する配石と考えられる。土坑下層は他層との境界がはっきりせず、土坑南

側にもぐりこむため、風倒木痕である可能性がある。遺物は、縄文土器片、古瀬戸灰釉平椀 (15世紀後

半 )、 内耳鍋が出土している。土坑を切る柱穴346か ら焼けて砕けた石が出土している。

土坑 18(図 15、 写真 18) A-2区 北端に位置する。いくつかの土坑やピットが重複すると考えられる

が、残存部分が少ないため、新旧関係などは不明である。土坑北側は調査範囲外のため調査 していないが、

平面形は南北124cm、 東西100cm以上の不整楕円形を呈すると考えられる。深さは最大12cmで、断面は不整

形である。遺物は、土坑西側から縄文土器細片が出土している。

土坑 19(図 16、 写真20) A-3区 南端で、土坑20の北側に位置する。柱穴114・ 115。 116に 切られる。

柱穴の深い部分や土坑底部の一部は礫層まで掘 り込んでいる。平面形は96× 92cmの 方形である。深さは最

大26cmで、断面形は不整方形である。土坑中央部には、38～ 24cm角 の石が立った状態で頭を出している。

遺物は、土坑南端から縄文土器細片、小型の鉄滓、焼けた礫が出土している。

土坑20(図 16、 写真20) B-3区 東端で、土坑 19の南側、土坑21の北側に位置する。平面形は72× 72

cmの不整方形である。深さは最大 7 cmで、断面形は浅い皿状である。土坑底部の一部は礫層まで掘 り込ん

でいる。遺物は出土していない。
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土坑21(図 16、 写真20)B-3区 南東側で、土坑20の南側に位置する。柱穴379、 径72～ 60cmの小さな

土坑に切られる。平面形は140× 120cmの 隅丸方形である。深さは最大 9 cmで、断面形は浅い皿状である。

遺物は、縄文土器片 2点、竜泉窯系青磁椀 (13世紀後半～14世紀初頭 )、 中津川産の片口鉢 (13世紀後

半 )、 灰釉縁釉小皿 (15世紀中ごろ)が出土している。また、重複する小さな土坑は、礫層まで掘 り込んで

いた。

土坑22(図 16) C-3区 中央部で、土坑17の東側に位置する。境界がはっきりせず、モヤモヤした遺

構である。西側は、垣状遺構がほぼ北東一南西方向にのびる。北側に土坑が存在するが、非常に浅い。ま

た、柱穴374に 切られる。平面形は112× 68cmの隅丸長方形である。深さは最大1lcmで、断面形は皿状であ

る。遺物は出土していない。

土坑23(図 16、 写真21) B-6区 西側に位置する。近接する風倒木痕 4・ 5を 切ると考えられる。ま

た、柱穴に切られる。平面形は156× 136cmの隅丸方形である。深さは最大13cmで、断面形は浅い皿状であ

る。遺物は出土していない。

(0 垣状遺構 (図 19、 写真20023)

遺構は、A-3、 B-3、 C-3の各区にまたがる。ほぼまっすぐにのびており、溝のように浅くくぼ

んだ遺構である。方向は、北から約46°東へふったほぼ北東一南西方向をさす。遺構はいくつかの柱穴や、

明治時代の瓦捨て遺構に切られる。垣状遺構の幅は188～ 44cmを測る。深さは19～ 7 cmを 測る。北東側を中

心に礫層まで掘り込んでいて、拳代ほどの石が多く頭を出している。だからといって北東側が特別深いわ

けではなく、大古の天竜川の作用により礫層が盛り上がっているため、すぐに礫層に達するのである。断

面は浅い皿状だが、遺構底部は凸凹が多い。とくに南西端は、拳大ほどの浅い小穴が密集して検出された。

浅い溝状の遺構の中に小穴群があるため垣状遺構としたが、その特徴がみられるのはC-3区の一部であ

る。それより北東側は礫がゴロゴロしていて、同じ機能を果たしていたかどうか考えにくい。

遺物は、縄文土器片 8`点、白磁の壺か瓶 (14世紀以前)、 信鉢 3`点 (15世紀後半)、 古瀬戸灰釉盤類 (15

世紀中～後半)、 東濃型山茶碗 (13世紀前半)、 中津川産の片口鉢 (13世紀後半)、 中津川産の甕 2点 (13世

紀後半)、 鉄釘と用途不明の鉄製品が 1点ずつ出土している。

け)風 倒 木 痕
9基検出した。風などの要因によって倒れた木の跡である。黒褐色土や暗茶褐色土が地山土の黄灰褐色

土や黄白色土と逆転していて、地山土のまわりに黒褐色土や暗茶褐色土が確認できる。柱穴やピットに切

られ、内部から微小な縄文土器や陶器が出土しているものが多いため、縄文時代以降のものが多いと考え

られる。

風倒木痕 |(図 17、 写真22) A-6区 に位置し、風倒木痕 2と近接する。掘立柱建物跡 4を構成する

柱穴51・ 70。 479な どに切られる。北東側が調査範囲外のため調査 していないが、平面形は344cm以 上×324

cmの楕円形である。深さは最大59cmほ どである。遺物は、縄文土器片が出土している。

風倒木痕 2(図 17) A-5区 に位置し、風倒木痕 1と 近接する。平面形は212× 160cmの楕円形である。

深さは最大70cmほ どである。遺物は、上層から縄文土器片が出土している。

風倒木痕 3(図 17、 写真26)主 にB-5か らB-6区 にかけて存在し、風倒木痕4と 近接する。掘立柱

建物跡 4に切られると考えられる。平面形は228× 204cmの 楕円形である。深さは最大61cmを測 り、断面形

は椀形である。遺物は、上層から中津川産の片口鉢 (13世紀後半 )、 鉄釘と用途不明の鉄製品が 1点ずつが

出土している。中世以降の風倒木痕と考えられる。

風倒木痕4(図 17)B-5区に位置し、風倒木痕 3と近接する。柱穴45に切られる。平面形は120× 115
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cmの不整円形である。深さは最大35cmである。遺物は、縄文土器片と鉄滓が出土している。中世以降の風

倒木痕 と考えられる。

風倒木痕 5(図 16、 写真21) B-6区 に位置し、風倒木痕 6と近接する。掘立柱建物跡 4を構成する

柱穴81・ 87な どに切られ、土坑23に切られると考えられる。平面形は332× 144cmほ どの長い楕円形である。

深さは最大37cmほ どである。遺物は出土していない。

風倒木痕 6(図 16、 写真21) B-6・ B-70C-6・ C-7区にかけて存在し、風倒木痕 5と 近接

する。柱穴60・ 82な どに切られ、土坑23に切られると考えられる。平面形は336× 244cmほ どの楕円形であ

る。底部まで確認していないため、深さは不明である。遺物は出土していない。

風倒木痕 7(図 18) C-7か らC-8区にかけて存在し、風倒木痕 8と 近接する。中央部で、黒褐色
土と地山土である黄灰褐色土の境に、この風倒木痕を切って縄文時代中期後葉の深鉢形土器が設置される。

平面形は346× 200cmほ どの楕円形である。深さは最大50cmほ どである。

風倒木痕 8(図 18) C-7区に位置し、風倒木痕 7と 近接する。平面形は230× 196cmほ どの不整円形

である。深さは最大39cmほ どである。遺物は黒曜石製の剥片石器が出土している。

風倒木痕 9(図 18、 写真27) C-4区 に位置する。大古の天竜川の作用で地表まで石が盛り上がった

部分を切り、柱穴47・ 48な どに切られる。平面形は380× 268cmほ どの楕円形である。深さは最大40cmほ ど

である。遺物は、上層から縄文土器が 4′点出上している。

その他 土坑17は、土坑下層において覆土が南側にもぐりこみ、他の層との境界がはっきりしないため、

風倒木痕を切って柱穴や土坑を設けた可能性がある。

中世の遺物は、陶磁器や金属製品を中心に約526点が出土した。陶磁器は主に12世紀～15世紀までの時代

幅がある。陶器の説明については、基本的に器形別に分類したが、説明の便宜をはかって大きくまとめた

箇所もある。

(1)貿易陶磁器 (図 26、 写真29033037・ 38040041)

破片で84点が出土した。そのうち青磁製品が39点、自磁製品が43点である。ほかに青白磁水注、染付皿

がある。年代や型式の分類は、大宰府の貿易陶磁器編年を参考に記述した。

同安窯系青磁  3は 同安窯系の青磁皿である。日径は約8.6cmを 測 り、色調は淡灰褐色を呈する。C-5

区から出土した。 4～ 5と 9は 同安窯系の青磁碗である。 4は B-8区 から出土した。底径約4.8cmを 測

り、色調は淡緑黄褐色を呈する。底部は無釉で、高台内に粘土をかき取った跡がある。外面、内面ともに

櫛描文を施す。 5は B-5区 から出土した。底径約 9。 3cmを 測 り、色調は淡緑黄褐色を呈する。底部は無釉

で、内面に櫛描文を施す。 9は C-7区 から出土した。底径約 6。 7cmを 測 り、色調は淡緑黄褐色を呈する。

底部は無釉で、内面に櫛描文を施す。 3～ 5と 9は 12世紀後半から13世紀前半の製品である。同安窯系の

青磁皿や碗はほかに 9点出土している。

竜泉窯系青磁  1、 2、 7、 8、 10、 11は竜泉窯系の青磁碗である。 1は C-6区から出土した。口径は

約12.9cmを 測 り、色調は緑黄褐色を呈する。外面には縞蓮弁文を施す。 2は B-4区 から出土した。日径

は約13.6cmを 測 り、色調は淡緑黄褐色を呈する。外面には蓮弁文を施す。 7は B-4区 から出土した。底

径約4.8cmを 測 り、色調は緑褐色を呈する。底部は無釉である。 8は C-7区 から出土した。底径約6.4cm

を測 り、色調は淡青灰褐色を呈する。外面に片彫 りで縞蓮弁文を施す。 6は青磁碗である。櫛描 と片彫 り

で劃花文を施す。底部外面には線描きの沈線が一周する。 1、 2、 7、 8は B-1群 に分類され、13世紀

泣退
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後半から14世紀初頭の製品である。10は C-1区 から出土した。口径は約14.8cmを 測 り、色調は緑黄褐色

を呈する。外面口縁部には雷文帯を施す。11は A-7区 から出土した。日径は約15.5cmを 測 り、色調は緑

黄褐色を呈する。外面には線描きの細かい蓮弁文を施す。 10、 11は 15世紀前半の製品である。

白 磁 12～ 14、 16～ 20は 自磁碗である。形態的には 4類に分類される。12世紀後半から13世紀前半の

製品である。 12は C-6区 から出土した。日径約14.Ocmを 測る。 13は B-4か ら出土した。口径約19.4cm

を測る。14は B-7区 から出土した。口径約 15。 9cmを 測る。16は B-5区 から出土した。底径約6.Ocmを 測

る。高台部は無釉である。17は C-6区 から出土した。口径約 15。 6cmを 測る。18は C-7区 から出土した。

口径約16.7cmを 測る。19は C-5区 から出土した。底径約 5。 8cmを 測る。無釉の底部外面には工具による整

形痕や押圧痕が残る。20は C-3区 から出土した。底径約4.8cmを 測る。

15は 白磁碗である。形態的には 4類以外に含まれ、12世紀後半から13世紀前半の製品である。 C-6区

の礫溜まり中より出土した。口径約 9。 8cmを 測る。

21、 23、 26は 白磁製品だが、器形や年代は不明である。21は 白磁皿と思われる。 C-5区 から出土した。

口径約 10。 8cmを 測る。23は 白磁壺か瓶の類である。柱穴410上層から出土した。26は 自磁碗 と思われる。B一

1区から出土した。底径約4.6cmを 測る。23、 26は 14世紀以前の年代が考えられる。24、 25は 白磁口禿皿で

ある。13世紀後半から14世紀初頭の製品である。24は C-6区 から出土した。口径約15.2cmを 測る。25は

C-3区 から出土した。底径約8.6cmを 測る。

その他の貿易陶磁器 22は 中国産の染付皿である。 C-4区 から出土した。底径約12.2cmを 測る。胎土

が粗いためか染付の文様 も粗いが、見込内と高台上部に文様を施す。15世紀前半の製品である。

9)施 釉 陶 器
ここでは瀬戸・美濃産の施釉陶器をまとめた。破片で85点が出土した。そのうち21点が大窯期の製品で、

そのほかは古瀬戸製品である。古瀬戸製品の年代は、ほぼ古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期、15世紀代にまとまる。

古瀬戸製品 (図 26・ 27、 写真29～36038039・ 42046)27～ 29は古瀬戸後期の天目茶碗である。27は

A-0区 から出土した。口径約9.Ocmを 測る。後Ⅳ期古段階の製品である。28は C-2区 から出土した。口

径約14.lcmを 測る。黒色の釉を全体に施し、口縁部にのみ茶褐色の釉がかかる。後Ⅳ期、15世紀中～後半

の製品である。29は土坑 5上層から出土した。口径約11.6cmを 測る。黒色の釉を全体に施 し、口縁部にの

み茶褐色の釉がかかる。後Ⅲ期、15世紀前半の製品である。

30は灰釉小壷か小瓶である。 B-2区 から出土した。内面に緑褐色の灰釉を施 し、外面には緑白褐色の

灰釉を施す。古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期の製品である。

31は鉄釉仏供具である。B-1区 から出土した。底径4.8cmを 測る。底部には糸切 り痕が残る。釉の色調

は茶褐色である。古瀬戸後Ⅳ期古段階の製品である。

32、 33は灰釉盤類である。古瀬戸後Ⅳ期の製品である。32は C-4区 から出土した。底径約 5。 4cmを 測

る。底部には糸切 り痕が残 り、見込部はナデ整形を施す。見込には灰釉が円形にたれる。33は A-1区 か

ら出土した。底径約10.Ocmを 測る。底部にはヘラ切 り痕が残 り、見込部はナデ整形、外面はケズリによる

整形を施す。底部 3ヶ所に高さ0.5cmほ どの足がつ く。

34は鉄釉袴腰形香炉である。B-1区 から出土した。口径約12.Ocmを 測る。上半部に黒褐色の釉を施し、

口縁部にのみ茶褐色の釉がかかる。古瀬戸後Ⅳ期新段階の製品である。

35、 36は灰釉卸皿である。35は C-1区 から出土した。口径約■ .Ocmを測る。口縁部に緑色の釉がかか

り、内側に卸目がある。古瀬戸後Ⅳ期 と考えられる製品である。36は D-3区 から出土した。底径約7.6cm

を測る。底部には糸切 り痕が残る。古瀬戸後期の製品である。

37～ 44は灰釉平碗である。37、 38は古瀬戸後Ⅳ期古段階、39～ 44は新段階の製品である。37は掘立柱建
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物 1の竪穴内から出土した。日径約17.5cmを 測る。淡灰緑褐色の釉が残存部分全体に施される。38は 37と

同様に掘立柱建物 1の竪穴内から出土した。日径約13.Ocmを 測る。内面は全面、外面は口縁部にのみ施釉

する。39は掘立柱建物 1の竪穴内や周辺の遺構外から出土した破片を接合 した資料である。口径約 16.6cm、

底径約4.8cm、 器高6.Ocmを 測る。内面は全面に施釉するがはがれて薄 くなっている。外面は口縁部にのみ

施釉する。40は柱穴417か ら出土した。日径約14.8cmを 測る。41は B-1区から出土した。口径約16.6cmを

測る。42は C-2区 の配石下から出土した。日径約14.Ocmを 測る。釉が厚 く、貫入がある。43は C-1区

から出土した。底径5.4cmを 測る。高台は左回転糸切 りの後、削り出す。44は柱穴236や B-1区 から出土

した破片を接合 した資料である。日径約16.8cmを 測る。

45、 46は錆釉内耳鍋である。古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期の製品である。45は C-2区 から出土した。底径約12.6

cmを 測る。外面側面と底面にヘラ削りを施す。46は C-3区 から出土した。

47、 48は灰釉縁釉小皿である。古瀬戸後Ш～Ⅳ期の製品である。47は C-1区 から出土した。底径約4.2

cmを 測る。底部には糸切 り痕が残る。見込部には胎土目と鉄釉がわずかに付着する。底部の一部には灰釉

が付着する。48は A-1区 から出土した。底径約4.6cmを 測る。底部に糸切 り痕が残 り、底部の外側には灰

釉が付着する。

49～ 50は鉄釉縁釉小皿である。49は A-0区 から出土した。日径約11.2cmを 測る。口縁部に施されたも

のと同じ茶褐色の釉が見込部の一部にたれる。古瀬戸後Ⅳ期古段階の製品である。50は柱穴236か ら出土し

た。底径約4.2cmを 測る。底部には右回転の糸切 り痕がのこる。底部や底部近 くの外面には鉄釉が付着す

る。古瀬戸後Ⅳ期の製品である。

51は灰釉腰折皿である。A-3区 とB-7区 礫上から出土した破片が接合した資料である。底径約4.5cm

を測る。底部は無釉で高台は削り出す。見込部には緑褐色の釉を施 し、貫入がある。古瀬戸後Ⅳ期新段階

の製品である。

52は灰釉卸日付大皿である。 B-3区 から出土した。口径約31.8cmを 測る。全面に淡緑黄褐色の釉が施

されるが、外面は所々剥離する。古瀬戸後Ⅳ期古段階の製品である。

ほかにB-4区 礫溜まり上や C-7区 礫上から灰釉四耳壺 (古瀬戸前～中期、13世紀前半～14世紀中ご

ろ)、 C-6区 から灰釉梅瓶 と考えられる破片 (古瀬戸中期、14世紀前半 )、 B-1区 から鉄釉小壺か小瓶

(古瀬戸後期)な どが出土している。

大窯期の製品 (図 27、 写真30031・ 33036～ 39・ 42) 57、 62は灰釉端反皿か丸皿である。 ともに大窯

1期か 2期、15世紀末～16世紀後半の製品である。57は A-6区 礫上から出土した。底径約5.6cmを 測る。

淡緑褐色の釉が全体を多い、全面に貫入がある。62は B-5区 から出土した。底径約9.4cmを 測る。淡緑褐

色の釉を全体に施す。

58、 59は灰釉丸皿である。大窯 3期、16世紀後半～末の製品である。58は B-7区礫上から出土した。口

径約 10.Ocm、 底径約6.4cm、 器高2.Ocmを 測る。底部を除き、全面に緑褐色の釉を施す。59は 58と 同様、B一

7区礫上から出土した。口径約 10。 2cm、 底径約6.Ocm、 器高約1.9cmを 測る。全面に緑褐色の釉を施す。

60は灰釉内禿皿である。 B-5区 から出土した。底径約5.Ocmを 測る。図示した部分はすべて無釉であ

る。大窯 3期後葉の製品である。

61は大型の灰釉端反皿と考えられる。遺構外出土遺物だが、出土地点は不明である。日径約22.8cmを 測

る。年代は、大窯期もしくは近世に下るものと思われる。

63は鉄釉稜皿と考えられる。 C-6区 から出土した。日径約16.4cmを 測る。釉の色調は茶褐色である。

外面には口縁 と平行して黒色の釉着痕がある。大窯 2期、16世紀前～後半の製品と考えられる。

64は灰釉ハサ ミ皿と考えられる。C-2区 から出土した。底径約5.Ocmを 測る。図示 した部分はすべて無

釉である。底部には糸切 り痕、見込部には回転によるナデ整形痕がある。大窯 1期、15世紀末～16世紀前
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半の製品と考えられる。

65～ 67は 天目茶碗である。65は A-4区かヽ出土した。口径約12.2cmを 測る。黒色の釉を全体に施し、

口縁部にのみ茶褐色の釉がかかる。大窯 4期前葉、16世紀後半～末の製品である。66は A-6区 から出土

した。底径約4.Ocmを測る。外面は錆釉が覆う。大窯 1期の製品である。67は 遺構外出土遺物だが、出土地

点は不明である。底径約4.Ocmを測る。外面は錆釉が覆い、内面は黒褐色でつやのない釉に褐色の釉が霜降

り状に施される。大窯 2期の製品である。

近世の陶磁器 B-4区 から志野鉄絵皿 (第 1小期、17世紀前半)、 耕作土中から黄瀬戸鉢 (出土地点不

明、第 1小期、17世紀後半)が出土している。ほかにも近世の陶磁器は多く出土している。

(3)橘 鉢 (図 27、 写真29033・ 35)
破片で13点が出土した。すべて古瀬戸後Ⅳ期 (15世紀中～後半)か ら大窯 1期 (15世紀末～16世紀前半)

の製品である。

53、 54、 56は古瀬戸後Ⅳ期新段階の製品である。53は C-5区から出土した。日径約26.6cmを 測る。全

体的に角の部分が非常に磨り減っている。54は掘立柱建物 1の竪穴内から出土した。日径約36.lcmを 測る。

56は C-2区から出土した。底径約9.8cmを測る。底部には糸切り痕が残る。外面の底部近くには工具によ

る押圧痕がある。55は大窯 1期の製品である。遺構外出土遺物だが、出土地点は不明である。日径約28.8

cmを測る。

“

)甕 ・広口壺 (図 28、 写真32033・ 36044～ 46)
破片で98点が出土した。そのうち49点が常滑産の甕または広口壺で、44点が中津川産の甕である。

常滑産 68～ 70は常滑産の甕である。12世紀第 3四半期の製品である。68は B-6区から出土した。日

径約19.8cmを 測る。69は B-6区礫層中から出土した。細かい破片のため、日径は不明である。70は C一

6区 とB-7区から出土した破片が接合した資料である。

71は常滑産の広口壺である。B-1区 とC-1区配石上層から出土した破片が接合した資料である。肩

部上側には耳が付き、下側にはタタキ痕がある。12世紀後半の製品である。

中津川産 72、 73は 中津川産の甕である。13世紀後半の製品である。72は遺構外出土遺物だが、出土地

点は不明である。底径約 19。 2cmを 測る。内側には自然釉がかかる。外面の底部近くには、装飾と思われる

ヘラ状工具による連続刻み痕がある。73は B-7区礫上から出土した。底径約23.6cmを 測る。

(5)片 口鉢・こね鉢 (図 29、 写真29032033036043046)

破片で50点が出土した。そのうち尾張産のこね鉢は12点 を数え、すべて12世紀末の製品である。ほかは

中津川産の片口鉢で、すべて13世紀後半の製品である。

尾張産 84～ 87は尾張産のこね鉢である。おおむね色調は灰褐色で、硬質である。84は耕作土から出土

した。口径約25.4cmを 測 り、片口が付 く。85は遺構外出土遺物だが、出土地′点は不明である。口径約23.2

cmを 測る。86は C-4区 とB-5区 から出土した破片が接合した資料である。87は C-4区 から出土した。

底径約13.6cmを 測る。

中津川産 88～ 98は 中津川産の片口鉢である。尾張産のこね鉢に比べておおむね軟質で色調は白っぱい。

88は C-7区 から出土した。日径約35.lcmを 測る。89は C-7区 から出土した。日径約26.2cmを 測る。90

は遺構外出土遺物だが、出土地点は不明である。91は B-3区 から出土した。口径約20.5cmを 測る。92は

A-5区 耕作土から出土した。93は B-4区 から出土した。口径約17.5cmを 測る。94、 95、 97は遺構外出

土遺物だが、出土地点は不明である。96は B-4区 から出土した。98は B-3区 から出土した。底径約13.5
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cmを測る。

輸)山 茶碗 ・小皿 (図 28、 写真 29・ 30033036042043045)
破片で36点が出土した。小皿の出土は4点で、ほとんどが山茶碗である。

東濃型 74～ 79は東濃型の山茶碗である。13世紀初頭の製品である。74は B-7区 礫上から出土した。

口径約13.3cmを 測る。色調は淡灰褐色を呈する。75は B-5区 から出土した。日径約12.lcmを 測る。色調

は淡白黄褐色を呈する。76は A-7区 から出土した。日径約12.9cmを 測る。色調は自灰褐色を呈する。77

はA-3区 溝状遺構から出土した。日径約14.9cmを 測る。色調は淡灰褐色を呈する。78は B-4区 から出

土した。底径約 5。 2cmを 測る。色調は淡灰褐色を呈する。内側は、見込部を除いて淡緑褐色の釉がかかる。

79は柱穴445上層から出土した。底径約7.8cmを 測る。色調は淡灰褐色を呈する。内側は見込部を除いて淡

緑褐色の釉がまばらにかかる。

東濃型子持ち山茶碗 80は東濃型の子持ち山茶碗である。C-4区 から出土した。底径約6.5cm、 3.Ocm

(小)を 測る。色調は、赤みが強い淡灰褐色を呈する。外面の底部近 くには淡黄褐色の釉がかかる。12世

紀中ごろの製品である。81は 東濃型の小皿である。C-5区 から出土した。底径約3.3cmを 測る。底部には

糸切 り痕が残 り、見込部はナデ整形を施す。底部中心部は、胎土中の礫が取れたためか、えぐれる。色調

は淡灰褐色で、やや白っぽい。12世紀後半～13世紀前半の製品である。

尾張型 ほかに尾張型と考えられる山茶碗が 1点出土している。12世紀後半の製品で、東濃型の製品と

年代差はない (た だ、柱穴122か らは15世紀中ごろの東濃型山茶碗が 1点出土している)。

(7)そ の他の陶器 (図 28、 写真34・ 35)

破片で 4点が出土した。

82は 瓦器である。A-6区 から出土した。色調は淡橙褐色を呈する。口縁外面に大小の正方形を 4重に

重ねた文様を連続押印する。15世紀の製品である。83は産地不明の鉢である。C-6区 から出土した 3つ

の破片が接合 した資料である。底径約10.8cmを 測る。色調は灰褐色を呈する。同様の遺物は、耕作土から

も何点か出土している。年代は不明である。

18)内耳鍋 (図 28、 写真53～ 55)

破片で65点が出上した。ほとんどが2～ 5 cm角 の小破片で図示できる遺物は少ない。

99は C-2区 から出土した。底径約 20。 2cmを 測る。色調は底部が赤褐色、内面と外面が暗黄褐色を呈す

る。年代は不明である。

(9)金属製品・鉄滓 (図 30、 写真47・ 59～ 62)

金属製品が約50点、鉄滓が34点出土した。年代は不明だが、周辺から出土した陶磁器の年代から、中世

の遺物が多いと考えられる。しかし、近世から近現代の遺物も含まれる可能性がある。

青銅製分銅 100は青鋼製分銅である。B-1区から出土した。高さ4.6cm、 最大幅2.7cm、 重さ約96gを

測る。八角形の塔形を呈し、頂上に直径約0。 3cmの穴をうがつ。

鉄 鏃 102～ 104は鉄鏃である。102は B-3区から出土した。全長6.lcm、 最大幅約1.3cmを測る。鏃身

部と箆被部境の断面は六角形を呈する。103は C-1区から出土した。全長6.lcm、 最大幅約1.lcmを測る。

鏃身には鏑があると考えられる。104は B-7区から出土した。全長5.4cmを 測る。鏃身部と箆被部境の断

面は六角形を呈すると考えられる。

火打金 105は火打金である。B-1区から出土した。全体を錆が覆うが、長軸約6.7cm、 短軸約3.2cm、
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厚さ0。 4cmを 測る。

用途不明鉄製品 106～ 109、 111、 112、 114～ 119は用途不明の鉄製品である。106は B-2区から出土し

た。一辺 3～ 4 cmの鉄片だが、やや湾曲している。107は B-5区から出土した。鉄釘とも考えられるが、

出土したほかの鉄釘よりも大きいため、鉄釘ではないと判断した。108は A-1区遺構確認面直上から出土

した。109は B-1区から出土した。径1.5～ 1.8cmの球形を呈する。鉄砲の弾とも考えられるが、詳しい用

途は不明である。111は C二 5区から出土した。全長3.9cmを測る。くぼみがある図上部の断面は六角形を

呈する。図下部の断面も六角形を呈する可能性がある。■2は C-1区から出土した。先端がとがりながら

屈曲し、平らな鉄製品である。113は B-6区から出土した。全長約10.Ocmを 測る。屈曲しているが、鉄釘

と考えられる。114～ 119は用途は不明の平らな鉄製品である。ほぼ幅が1.0～ 1.5cmで、厚さが0.3～ 0.6cm

の範囲におさまる。114は C-3区から出土した。先端がとがる。115は C-1区から出土した。116は C―

4区から出土した。117は A-6区から出土した。図の横断面はやや湾曲し、
・
図の縦断面はゆるいS字状に

湾曲する。湾曲してくぼんだ側に楕円形のくぽみがある。118は B-2区から出土した。119は C-1区か

ら出土した。欠損しているが、先端は細くなりながら屈曲する。

クサビ 1loは鉄製のクサビである。B-1区から出土したものの、近現代の遺物の可能性がある。

鉄 釘 15点ほど出土している。最大幅は0.5～ 1.Ocmを測るものが多い。

青銅製飾り金具 ほかに土坑11か ら青銅製の飾り金具が出土している。

00 銭 貨 (図 30、 写真28047)
101は B-0区の遺構確認面直上から出土した。 5枚錆着しており、一面は「至道元宝」(北宋銭)、

一面は「祥符元宝」(北宋銭)である。六道銭の可能性があるが、銭貨出土地付近の土坑が墓坑である

う決定的な痕跡はない。

llll 祗 石 (図 24、 写真52)
4点ほど出土した。使い込まれて擦 り減っている砥石が多い。26は B-5区 から出土した。破損してい

るものの縦 5。 lcm以上、横3.Ocm、 厚さ最大0.9cmを 測る。一番広い面の裏面にのみ擦痕がない。27は C-3

区の柱穴385か ら出土した。破損しているものの縦9.6cm以 上、横2.7cm、 厚さ最大2.2cmを 測る。ボロボロ

と崩れる素材の石で、荒砥 と考えられる。28は A-0区の柱穴439か ら出土した。破損しているものの縦6.5

cm以上、横2.6cm、 厚さ最大2.lcmを 測る。一番狭い面のみ使用していない。

ほかに出土したのは、破片と思われる小さな祗石である。

今回の若森社遺跡の調査において、中世の遺構は、掘立柱建物 4基 (内、竪穴を伴 う掘立柱建物は 2

基 )、 土坑が10基ほど、垣状遺構を検出した。中世の遺物は、陶磁器、土器、金属製品、鉄滓、石製品など

が約526点 出土している。そのほかに時代は不明であるが、土坑10基ほど、風倒木痕を10基ほど検出した。

そのうち風倒木痕 3と 4は、 くぼみの中から中世の遺物が出土していて、中世以降に倒れた木痕であると

考えられる。縄文時代以前と考えられるのが風倒木痕 7、 縄文時代以降と考えられるのが風倒木痕 1・ 2・

8。 9である。

中世の遺構について、竪穴を伴う掘立柱建物 1は 2～ 3時期の変遷があるが、遺物はほとんど竪穴上層

から出土している。古瀬戸灰釉平碗の出土が多いことが特筆できる。掘立柱建物 2は浅くくぼんだ遺構を

伴い、東西9.3m以上、南北5.8m以上の大きな建物である。浅くくぼんだ遺構の外側の柱穴がガッチリし

、
つ

　

い

も

　

と

めとま
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ているのに対し、浅くくぼんだ遺構内の柱穴は、通っておらず柱穴間隔もまちまちである。また浅くくぼ

んだ遺構の上層では多くの石を確認できた。その層や周辺柱穴からは遺物が45′点出土している。遺物は甕、

内耳鍋が多いも建物は内側が広くなっているため、倉庫的な性格を想定しているが、倉庫的な建物にはた

して内耳鍋が多いのか、内耳鍋の用途を含めて今後の課題としたい。垣状遺構は北東一南西方向にのびる。

南西端は小穴が密集していて木の根と考えても良さそうだが、北東側は礫層が盛り上がっていてすべてが

垣として機能していたかは考えにくい。上記した3基の遺構の年代は、掘立柱建物 2か ら12世紀後半の山

茶碗が出土しているが、ほぼ13世紀代と15世紀代に分かれる。このうち13世紀代の遺物は甕や片口鉢であ

り、15世紀代の遺物は古瀬戸後期の陶器である。遺構が 2時期に分かれる可能性もあるが、掘立柱建物 1

の出土遺物のほとんどが同じ層から出土しているため、遺構の変遷をあまり重視せずに考え、年代の新し

いほうをとって15世紀代と考えられる。したがってこれら3基の遺構は互いに関連していたことが想定で

き、掘立柱建物 1・ 2と それを区画するような垣状遺構を復原できる。河岸段丘突端部で、遺跡南東側の

この地域は、現在も東側に宅地があり、水はけも良く段丘下段を見下ろせることができることから、居住

に適した場所である。

掘立柱建物 304は垣状遺構の北西側、礫が盛り上がった自然堤防の内側に並んでいる。遺物は出土し
ていないが、グリッドの 4の ラインから北西にかけて12～ 13世紀の遺物が遺構外から出土している。また

建物は遺跡の調査範囲を越えてさらに北東へのびると考えられ、当遺跡の20mほ ど北東に位置する県単農

道調査範囲で検出した中世建物との関連が重要になる。県単農道調査での中世建物は13～ 14世紀を中心と

する遺構で、年代的にも重なるからである。今回は 2つの調査の十分な比較検討ができなかったため、今

後の課題としたい。土坑では、土坑 60708に みられるような円形土坑に注目したい。当遺構は県単農
道調査においても検出しているが、性格は以前不明のままである。しかし当遺跡内の円形土坑は掘立柱建

物 1の周辺にあり、土坑 6のそばから六道銭の可能性のある銭貨が出土していることは、重要な検出例を

またひとつ増やしたといえよう。

遺物は耕作土下や遺構外から青磁、自磁製品、古瀬戸の製品、甕が多く出土している。遺構内からは古

瀬戸灰釉平碗、甕、内耳鍋の出土が多い。青磁、白磁製品、甕、片口鉢、山茶碗の年代が13世紀代なのに

対し、古瀬戸の製品の年代が15世紀を中心とすることは、器の使われ方や流通関係の変化を表していると

考えられる。また特筆しなければならないのは、金属製品の多様さである。ほとんどが遺構外出土である

が、青銅製分銅、青銅製飾り金具、鉄鏃 3種、火打金などがある。この中で商業に使う分銅と武器が出土

したことは、当時の領主の性格を象徴しているようで興味深い。鉄滓も出土しており、軽いものから鉄を

含んで重いものまで種類も異なっているため、鉄製品の製作を行っていたことが考えられるが、工房や炉

跡は確認できなかった。

飯島氏の館の存在を指摘されてきた当遺跡を調査したが、前回の県単農道調査とあわせて考えても居館

を想起させるような明確な遺構は検出できなかった。前回分の調査またはもっと広い地域を含めて居館の

境界はどこか、あるいはないのか、さらに検討するのは今後の課題である。しかし建物を区画する垣状遺

構は絵画資料に描かれた武士の館の垣を想像させるし、遺物の種類や密度をみても在地領主の存在が想定

できる。これら在地領主に関連する13世紀から15世紀後半までの遺構や遺物を確認できた意義は大きい。
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第 5章 近代の瓦捨て遺構

1 遺構・遺物の概要 (図 21、 写真24025・ 63)

遺構はD-3区 からC-5区にかけて位置する。耕作土下の褐色土をはぐと厚さ30～ 40cmの河原砂の層

があり、その下に炭に混じって瓦がぎっしりと埋められていた。判明する範囲で3m幅で12m以上におよ

ぶが、調査範囲の境であるため全体は明らかではない。

瓦は多くが割れたものである。中には割れていない瓦もあるが、本来濃灰色に焼けるべきものが薄い灰

色に焼けている。周辺の古い家や蔵に今も載っている瓦がおそらくその完成品で、近代に焼かれたものと

みられる。砂の層からは、近代の磁器片が検出されている。このような状況から、この遺構は製品になら

なかった瓦を意図的に埋めた跡とみられる。

2 本郷の瓦製造

地元には、明治時代、この付近の土を使って瓦が焼かれたとの話が伝わっている。当時は家々の屋根が

茅葺き。板葺きから瓦葺きに変化していく時期で、瓦の製造は当時の先端産業の一つといえた。瓦屋根へ

の転換は、この地域では養蚕・製糸による農家の現金収入増と関係が深いと思われる。しかし、小規模で

一時的だった地域の産業や職人をめぐるこの時代の歴史の具体相はすでに多くが忘れられつつある。今回

この遺構の検出を契機に、本郷区在住の佐々木茂武氏 (昭和 7年生まれ)・ 桃沢茂樹氏 (大正12年生ま

れ)、 および七久保区高遠原の瓦職人=片桐市明氏 (大正15年生まれ)に若干の聞き取りを試みたので以下

に紹介する。

本郷区での聞き取り 本郷での瓦製造といえば、明治時代に河野家 (屋号 :松永)がおこなったものだ。

そのころ河野家は発掘調査地西の段丘崖際にあった。現在の地名は本郷第 3耕地、字は屋古下である。

瓦にする土を採ったのは河野家の目の前の水田 (発掘調査地からみると南西一帯に広がる水田)で、字

名でいえば松葉を中心にその周囲である。水田の下に「瓦土」「青土」と呼んだ粘土があり、これで瓦を焼

いたと聞いた。

瓦を焼いた場所は、はじめは現在の上前家 (屋号 :松葉)付近で、その後自宅裏の段丘崖中段で焼くよ

うになった。子供のころ、割れた瓦が積まれた小山に登って遊んだ。この跡は昭和50年代に急傾斜地崩落

防止工事のために消えてしまった。

高遠原の瓦職人の話 瓦の技術はすべて三州 (愛知県)か ら来た。三州の職人を呼ばなければ瓦はでき

なかった。経営は地元の人だとしても、職人は三州から来たはずだ。

あれだけ焼けていれば瓦の技術は結構だ。ただ、全部すかすように釜積みしないと白黒のブチの瓦にな

る。これを「ハ トポッポ」と言った。みっともなくて売れない。「鬼」はすばらしい。「鬼師」という三州

からまわってくる渡り職人がいて、高遠原にもlヶ 月くらい留まって渡っていった。この職人 (鬼師)は、

石膏ができ、それで型をとるようになってからだめになった。

今、南箕輪村田畑の瓦職人で、先祖が飯島で瓦を焼いていたという人がいる。学石という姓だが、この

家の人がここで瓦を焼いたとも思われる。

瓦を見た感じでは、作られた年代は明治30年過ぎではないかと思う。「 トモエ」「破風」「マル」は手作り

で機械ではない。機械でないので明治中ごろだ。
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瓦にする粘土には、はなどろが腐った土 (漂積粘土)と、花同岩が腐った土 (残留粘土)がある (表

5)。 本郷の粘土は漂積粘土で、天竜川で運ばれたものだ。

12月 から3月 までは瓦が凍って焼けないので、土掘りを専門にする。遺跡は、四角く直線に土採りをし、

その跡へ焼け損ないを捨てた跡だと思う。土採りは、次のはね土を入れるために直線にはっきり境をして

進んでいったのだろう。冬に土採りをし、田植えまでには田にして田の持ち主に返したのだと思う。

掘った土は2年以上腐らせないとだめで、 2年 目ごとの土を使って瓦に焼いた。この工程は今は1週間

で済むようになった。

昔農家の屋根材はすべてカヤだった。後になって栗板が使われるようになった。はじめは「板屋」とい

う屋号がつくほどまれだった。みんな栗板になると栗の木がなくなってきて、瓦になった。栗板の屋根は

3年ごとに屋根替えをしなければいけないが、瓦は長持ちし30年に1回 ぐらい並べかえればよいので、金

がかかっても瓦が好まれるようになった。

表 5 瓦の粘土

片桐市明氏による 『かわら日本史』(雄山閣、1972年)218ページによる

近在での所在地 説 明 区 分 説 明

高遠原西の山中 花商岩が腐った土 残留粘土 (一次粘土) 風化 したまま元の土地にある

東伊那

大田切 編一潮一
はなどろが腐った土 漂積粘土 (二次粘土)

川水で流れ移って沈殿

瓦の粘土は二次粘土が多かった
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第 6章 遺跡周辺の概観一まとめにかえて

県単農道調査、そして今回の調査と、隣接地での連続して実施した調査が一通り終了する。今回の調査

の結果判明した事項は各章末のまとめのとおりだが、本章では、考察の対象を今回の調査地内に限定せず、

共通する事項が多い両調査地の成果から、若森社遺跡として登録されている調査地周辺の歴史を概観する。

まず 1で縄文時代から中世までの歩みを概観し、 2で中世の成果に関してやや掘り下げてみたい:

1 縄文～中世

最も古い遺物としては県単農道調査で縄文時代草創期の石器が出土し、つづく早期の土器も県単農道調

査および今回の調査で見つかった。この周辺地域では約 1万年前から人の営みがあったといえる。中期後

葉になると遺物が爆発的に増える。しかし、江戸時代以来の水田耕作によって中世以前の生活面は破壊さ

れており、生活面レベルでの遺構を検出することはできなかった。唯一断定できた遺構は、その下部のみ

が残存していた中期後葉末の埋甕状遺構である。これは水辺にあった遺構とみられ、当時の人がこの段丘

面の北西側に広がっていた湿地や南西側の沢と関わって暮らしていたことをうかがわせ、今後その用途の

解明が期待される。また、今回、釣手深鉢土器の釣手部分が破片で出土したが、これは周辺の遺跡でも確

認されており、祭祀あるいは精神生活に使用される土器としてこの地域に一般的だった可能性がある。

弥生時代については、今回の調査からそう断定できるものは後期の土器破片 1点のみだが、県単農道調

査で検出された弥生末期の埋甕遺構は住居の存在を示すものと考えられる。

今回 5～ 6世紀とみられる土師器破片 2点が出土している。これ以外の古代の遺物は、ほぼ 9世紀前後

の時期にまとまり、すべて破片で、今回の灰釉陶器 2点、土師器 3点のほか、県単農道調査地の土師器 1

点、須恵器 2点、灰釉陶器 1点がある。このうち灰釉陶器 3点は、いずれも日常生活に使われるものでは

ない壺 。長頚瓶で、当時の一般人では持てなかった什器といえる。

中世の成果では主な遺構として建物跡を挙げると、県単農道調査と今回の調査をあわせて 5軒検出した。

県単農道調査では 1軒で、平らでない底面の竪穴をともなう大型の建物で年代は13～ 14世紀、今回調査の

4軒には、深い竪穴をともなう建物、平らでない底面のくぼみをともなう大型建物、隣り合う位置にある

竪穴のない建物 2軒があった。ほかにも時期不明の柱穴はおびただしく見つかっており、実際はもっと多

くの建物が存在した可能性が高い。今回は、居住区を区画するとみられる垣の跡も検出した。遺物は陶磁

器を主として多数出土した。県単農道調査の大型建物跡の竪穴から主に13～ 14世紀の陶磁器が出土し、今

回の調査では調査地北西側を中心にほぼ全面から12～ 13世紀の陶磁器が、調査地南東側の竪穴建物跡およ

びくぼみをともなう建物跡を中心に15世紀の陶磁器が多く出土した。両調査地とも割合は多くないが16世

紀の遺物も混じっており、中世を通して人の営みがあったことをうかがわせている。

2 中世の景観

発掘調査の成果から、この地域の中世について確実にいえることは何だろう。

近在で12世紀の陶磁器をこれほど出土した遺跡はこれまでになく、15世紀までの陶磁器についても豊富

である。このことから、調査地周辺は、当時有力者が関わった地域であることはまちがいない。中世、こ

の地にいた有力者となると、文献資料などから知られる飯島氏の一族以外に思い当たる節はない。直接的

な証拠を見つけているわけではないが、このことはほぼ確実といっていいだろう。
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中世の遺構については、そのひとつひとつについて現在のところそれが何なのかということを特定する

までにはいたっていない。遺構の分布は調査範囲外におよぶことは確実なので、その範囲を予想しながら

この地域全体がどのような場だったかを考えることが重要になる。調査の成果を地域の歴史にどう結び付

けるのか見通しをつけておくことは調査担当者の勤めのひとつと考えるが、簡単に結びつかないとすれば

どんな点に問題があるのかという点を示しておくことも意味があるだろう。紙幅の無駄との指摘は甘んじ

てお受けすることとするが、以下では、現在何がわからないのか、どんな可能性があるのかを、示してお

くことにしたい。

(1)前提 とすべ き古代

2度の調査では、 9世紀ごろの灰釉陶器の壺 。長頚瓶の破片が合わせて3点出土した。このことから、

この場所は12世紀になって初めて有力者が住んだわけではないことを指摘できる。しかし、 9世紀と12世

紀では300年の隔たりがある。この間は空白だったのか、それとも資料はないが脈々と代を重ねたのか。

現在のところ飯島氏の起こりについては、『尊卑文脈』を根拠として、飯島氏は12世紀末に片切氏から分

かれて興ったというのが定説になっている。しかし、そのころの本郷、またはその前代の本郷がどうあっ

たのかという共通理解は得られていない。飯島氏は、だれもいないところへやってきて土着したのか。そ

れとも、そこにいた人を威圧して入りこんだのか。はたまた、そこにいた人が成長したものなのか。

9世紀の有力者の営みがその後断絶したと考えると、飯島氏の本拠地とされる飯島町本郷地籍で12世紀

の遺物をこれだけ出土している地点はほかにないのだから、『尊卑文脈』に基づいて、片切氏から分かれて

飯島 (現飯島町本郷)に定着した飯島氏が最初に館を構えたのをこの場所とみることもできる。逆に、300

年間には空白がないと考えると、そこにいた人を威圧したのか、それともそこにいた人が飯島氏となった

のか、ということになるだろう。後者については、『尊卑文脈』の系図を血筋として信用しなければ、たと

えば従前からこの地にいて力を蓄えてきた者がそのころ片切氏と接触して結びつくようになったとするこ

ともできるし、系図自体を後世のつしつま合わせと疑うこともできる。

なお、本郷地籍には、土師器や須恵器など古代の遺物を出土している遺跡は少なくなく、住居跡も3遺

跡から5軒が確認されている。遺物や住居跡の年代は8～ 10世紀が多く、11世紀は少ない。この傾向は、

本郷だけでなく、飯島町域の古代の遺跡全般にいえる〔『飯島町誌』上巻 (1990)〕 。11世紀ごろ飯島町域か

らは人が消えてしまったのだろうか。たまたま見つかっていないのか、みる目が誤っているのか、それと

も土器はないが人はいるのか。若森社遺跡の空自の300年間が本当に空白だったのかは、この地域全体の中

でも考えるべきだろう。

(2)18世紀後半の絵図

江戸時代の絵図で、この付近について描いたものが 2点ある (写真 3・ 64)。 また、本郷全体 を詳細に記

した明治 9年の地引絵図がある(こ れをもとに図 5を作成した)。 ここでは、中世のこの地域を考える上で

参考にできそうな情報を、近世の 2点の絵図からとりだし、検討を加えてみたい。なお、絵図はどれも河

野通昭氏所蔵だが、目録などは整備されていない。

宝暦 10年の絵図 (写真64) 宝暦10年 (1760)の ものとみられる1点は、質地証文 (宝暦10年「一札之

事」)の付図として作成されたようである。絵図にみえる「ヤシキ」の主である河野家 (屋号 :若森)の所

持地などをほぼ正方形の枠内に描き、その四至がだれの耕地かを記している。絵図では、正確には北西に

あたる方角を「西」、北東にあたる方角を「北」としている (地元では現在もそのように方角を呼び習わし

ている)。 絵図にある「柿田」は県単農道調査地からみつかった暗渠排水から北東側の水田、「ヤシキ」は

河野家の宅地、「草場」「竹藪」「林」は段丘崖にあたる。

-26-



絵図でいう西側枠外には「権二郎殿沼田」と記されている。そこは昔から沼地だったといわれる地域で

ある。「ナワテ」とあるところは、現在シメジ栽培場の脇を通って宅地に延びる道路である。縄手 (畷)は

道のことである。絵図だと南にあたる枠外に「佐内殿二譲候田ニツ」とある。したがって、もとはこちら

側の田2枚 も河野家が所持していたことがわかる。「字市村之内〆三拾三俵壱斗六升」は、記された田畑の

取れ高と思われる数字の合計と一致するので、この範囲は当時「字市村之内」と認識されていた地域とわ

かる。

寛政 9年の絵図 (写真 3)江 戸時代のもう 1点の絵図は、寛政 9年 (1790)「質地絵図面帳」と題され

た縦帳に描かれている。宝暦10年の絵図が境界を直線で引いているのと比べると、こちらのほうが実態に

近いイメージといってよい。沼田との境および境付近の 4枚の田を水路が巡っている。道は、宝暦10年の

絵図にある「ナワテ」が太い「馬道」として描かれ、これより狭い「馬道」が、段丘面の縁にあたる部分

と、「柿の本田」と沼田の向こうを結ぶように (直角に曲がって)記されている。宝暦10年の絵図によると

この範囲は市村という字名で呼ばれているが、その内には「字禅門田」「字柿の木田」というさらに小さな

字名がある。宝暦10年の絵図にも「センモン田」「柿田」は記されているが、ことに「禅門田」については

沼田側の4枚の田を指していることが確かめられる。また、「我等阿弥陀堂屋敷井畑境限り」と記された一

角があり、宝暦10年の絵図と対比すると、阿弥陀堂の敷地は宝暦10年絵図で空欄になっている部分とわか

る。この阿弥陀堂は「我等」つまり河野家が管理していることが明らかである。

この地域の圃場整備前の航空写真 (写真 5)をみると、絵図に描かれた水田の区画は、昭和55年の回場

整備まで、さほど変わらずに引き継がれたとみられる。

ここでとくに注目したいのは「禅門田」の字名と「阿弥陀堂」である。

禅門田という地名 ゼンモンダの由来は何だろう。考えやすいのが「禅門」の「田」である。『日本国語

大辞典』(小学館)に よると、禅門には「①禅宗の法門。また禅宗。②禅定 (ぜんじょう)の間に入ったも

のの意で、仏門にはいった男子を言う。在家 (ざいけ)の ままで、髪をそり、僧の姿となった居士 (こ

じ)。 入道。③乞食 (こ じき)を いう語。」の意味がある。「禅門田」を、②の禅門とかかわりのある田と考

えると、その人物を中世の飯島氏一族に求めることができそうである。『西岸寺規式』(西岸寺所蔵、『信濃

史料』『飯島町誌』中巻に採録)の「文書目録」をみると、飯島氏一族には「～入道」と呼ばれる者が多い

からである。したがって、飯島氏の直営田だった可能性が考えられる。

なお、『西岸寺規式』は西岸寺 6世住持の大徹至鈍によって制定された寺規で、応安 6年 (1373)に西岸

寺が室町幕府から「諸山」に加えられてほどなく制定されたとみられる。末尾に添えられた「文書目録」

は、そのころ寺が所持していた文書をリストアップしたもので、文書のほとんどは浩券・寄進状 。譲状な

どが占めている。「文書目録」には7世住持の藍田堅瑛の書き加えがあり、文書を入手した年代は14世紀後

期ごろまでとみられる。

阿弥陀堂 「阿弥陀堂」で思い起こされるのは、『若森社遺跡。南羽場遺跡』に記した「阿弥陀塔」であ

る。阿弥陀塔は昭和44年まで、 2基の五輪塔とともに県単農道調査地の南東隅近くに立っていた。その場

所は、絵図からわかる阿弥陀堂の位置と一致するので、阿弥陀塔と五輪塔は阿弥陀堂の敷地内に立ってい

たとみられる。阿弥陀塔はその銘から元禄15年 (1702)に建立されたものとわかり、五輪塔は室町時代の

ものと推測されている。阿弥陀塔の真下には骨蔵器である陶磁器などが埋納され、周囲の土中には手のひ

らに載る程度の大きさの経文石が多数散在していたという。しかし、阿弥陀堂の規模や建立年代は不明で、

河野家にも「昔、阿弥陀堂があって、尼が住んでいた」との話が伝わるだけである。明治 9年の絵図では

この土地が「墓地」と記されており、すでに堂は存在しなかったと思われる。

阿弥陀塔を建立した人物として可能性が高いのは、河野家系図に記される5代目当主の善左衛間である。

系図には、善左衛門は現在の下伊那郡豊丘村の内にある河野村の河野家 (屋号 :地勝寺)か ら養子に来た
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と記されており、この家が「河野」姓を名乗るのはこの人が養子に来て以来ではないかと推測される。こ

の推測が正しいとしたら、塔には「施主 河野氏」と刻まれていることから、施主は善左衛門以降の代と

考えられる。善左衛門は正徳 6年 (1716)に 87歳で死んでいるので、元禄15年時点では73歳である。

問題はこの地が中世からの墓域あるいは信仰の地だったかどうかである。つまり、阿弥陀塔は後世の建

立としても、五輪塔や阿弥陀堂が以前から同じ場所にあったかどうかである。ここで結論を出すことはで

きないが、今後解いていくべき謎の一つといえる。阿弥陀塔の下から出土した陶磁器の年代は、12世紀後

～13世紀初 (常滑産甕)、 13世紀前 (骨蔵器である古瀬戸灰釉四耳壷 2個体)、 14世紀前 (古瀬戸鉄釉梅

瓶)、 15世紀 (古瀬戸灰釉小壺)、 18世紀後 (染付陶器)と 多様で、注目されるのは中世を通じて祭祀が営

まれた可能性があることだろう。しかし、陶磁器は阿弥陀塔の直下に納められていたことから、それらは

1度掘り出され、元禄15年にあらためて埋納され供養されたものと判断できる。したがって、その場所を

中世以来の墓域と即断することはできない。埋納物には18世紀後期の陶器があるので、元禄15年の塔建立

より後の年代に移転された可能性もないとはいえない。とはいえ、 1度掘り出されても、それは供養塔を

新たに建てることが目的で、再び同じ場所に埋められたことも十分考えられる。元禄15年に墓を移して新

たに阿弥陀堂と阿弥陀塔を建てたと考えるか、室町時代から五輪塔のあった場所に元禄15年に阿弥陀堂と

阿弥陀塔を建てたと考えるか、堂は五輪塔とともにすでに存在し、元禄15年にはその場所に阿弥陀塔を増

設して供養しなおしたとみるかである。なお、ここを中世以来の墓域とするならば、五輪塔の年代以前は

どうだったかも課題となる。

(3)道 0天竜川・社寺・市

若森社脇の道と天竜川 現在の河野家宅地の東隣には、用水路を挟んで、かつての若森社の跡がある。

この若森社の北東側は、段丘崖の斜面があたかも山城の縦堀のようになっており、その底を道が通ってい

る。これはおそらく城館跡にともなう縦堀というより、道としてきわめて重要だったと考える。

この地点から道を下ると天竜川の河原に出る。この天竜川右岸の河原は「島」とか「島河原」と呼ばれ

ており、『西岸寺規式』にみえる「島平」はここのことと思われる。『西岸寺規式』からは、島平に「深山

田」「渠口二段田」「塩免一斗六升蒔」「池田」「冷田」と呼ばれた田や「屋敷」があったことがわかる。つ

まり、天竜川の氾濫原ではあるが通常は流路とならない場所に屋敷があり、水田が営まれていた。

道のさらに先は、天竜川を渡って飯沼 (現中川村飯沼)へ至る。『西岸寺規式』の文書目録からは、西岸

寺が飯沼の有力者=飯沼氏とも関係をもち、寄進を受けたり買い入れて飯沼の土地を所持していたことが

わかる。そのためにはこの付近に渡しがあったはずで、この道筋は飯沼と本郷を結ぶ重要なルー トだった

可能性がある。天竜川左岸地域との交通の場を押さえることは、中世の在地支配者にとって重要な意味を

持っていただろう。

河野通昭氏所蔵文書によると、江戸時代後期には、寛政元年 (1789)ま で字「道禁」辺りに飯沼からの

渡船の船着場があったが、洪水によって着船が困難となったため、それ以降字「平松」に変わった。この

変更には、飯沼から本郷ヘー札が入れられ、その願書を受けて本郷が認めるという手続きをとっている。

この付近の天竜川には、江戸時代に西岸寺の朱印地となった中州があり、字道禁は中州の北で川が月けれ始

める右岸、字平松は島河原の南で川が再び合流するあたりとみられる (図 5、 写真66)。

これをヒントに中世の渡しを考えてみたい。 1艘の船で渡したとすると、その候補地は中州の南北どち

らか、つまり江戸時代と同じ2か所となる。長い期間には流路の状況によって渡船場の変更が繰り返され

た可能性は否定できないが、それにしても道禁付近の天竜川の流れは「泡ヶ滝」と呼ばれ、大きな石が川

面に顔を出すようなところであまり条件のよいところとは思われない。道禁の河原へ出るには、若森社脇

の道ではなく、もっと北で段丘崖を下りると思われる。道禁に比べると平松は渡しやすいところで、こち
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らへは若森社脇の道が通じる。渡しは川岸の両者が協同で運営したわけではなく、より優位にある者が支

配したとすると、飯島氏が条件のよいほうを押さえていたことが考えられる。

なお、江戸時代後期には、平松の渡しから登ってくる道は、川岸からすぐに二手にわかれる (写真65)。

北に向かうのが今述べている道で、もう一方は西側に向かい古町 。上村方面に登っている。西に向かう道

沿いにも、松葉の館や南羽場の館など中世の飯島氏一族の居館候補地が存在する。

ところで、この時代には天竜川の上流・下流を結ぶ船運はなかっただろうか。あったとすれば、飯島氏

がそうした流通に力を及ぼしていたことが考えられる。『西岸寺規式』からは、ここから約 6 km下流の中川

村中村に「舟津」があったことがわかるが、それは渡しなのか、船運の港なのか。

河原は「あの世とこの世を結ぶ場所」といわれる。河原からこの道を通って急斜面を登りきったところ

に鎮座する若森社は、このことと関係ないだろうか。若森社を川に関係した社と考えると、天竜川をはさ

んで若森社と対峙する飯沼大宮神社にも興味が持たれる。飯沼大宮神社の成立年代は不詳だが、中世にさ

かのぼる可能性は否定できないようである 〔伊藤修氏による〕。文化 5年 (1808)の絵図 (本郷区有文書、

写真66)を みるとその場所には「八幡」 (八幡社)と 白髭 (白髭社)が並んでいる。社を意図的に渡しの両

側に配置したとするならば、当時の人に、川を単に地理的な境界とみる現代人とは異なる感覚が備わって

いたことを指摘できる。あるいは、飯島氏が支配する平松の渡しに対応する社が飯沼の八幡で、逆に飯沼

から道禁への渡しに対応するのが本郷の八幡社 (若森社から北東へ350mの 同じ段丘面に鎮座)と の構図も

想像できなくはない。

神社や寺院 この道には、天竜川と反対方向にも特徴をみつけることができる。それは、道の先々に神

社や寺院の跡があることである(図 5)。 ただ、若森社と八幡社は中世に存在したと考えられるが、それ以

外については中世にまでさかのぼるという確たる根拠はない。地蔵寺 (京都妙心寺末寺、本尊は地蔵菩薩)

は天和 4年 (1684)、 利生庵 (西岸寺末寺、本尊は薬師如来)は元禄10年 (1697)、 大福院 (修験道)は安

永 6年 (1777)以前の成立といわれている。利生庵と大福院についてはここでの検討材料を持たないが、

地蔵寺についてやや気になる点を示してみたい。それは、この寺が西岸寺の住持を開山とされているにも

かかわらず、その本山が西岸寺ではなく妙心寺である点である。西岸寺は中世には五山派の寺院だったが、

17世紀後期ごろ妙心寺派に変わったとみられている。西岸寺の住持が開山となって17世紀後半に成立した

といわれる寺院は多いが、当然ながらみな西岸寺の末寺となっている。このことは、かつての地蔵寺が、

飯島氏の氏寺であった西岸寺と対等の関係にあったことを想像させる。

若森社遺跡と同様に飯島氏一族の拠点と考えられる南羽場周辺では、中心地域の北側に社宮司社と善入

寺がある。若森社遺跡では、北東方向に位置する若森社が鬼門除けだった可能性がある。

ちなみに江戸時代、本郷では八幡社・美射山社 。若森社 。社宮司社の 4社が、村持ちの社地として石高

算定対象外となっていた。 4社は明治29年 (1896)ま でに美射山社の位置に合社されて本郷神社と称する

ようになった。若森社は美射山社の「御旅所」といわれており、合社の際に残された記録の中には「美射

山社の祭礼の際には神官が若森社に詣でてその明神を客として美射山社に迎え、仮屋に安置して祭典をと

りおこなっていた」という慣例があったことが記述されているといい 〔飯島町教育委員会『飯島町神社誌』

(1981)〕 、両社の関係について考えさせられる。なお、合社の際の記録には、社宮司社について、「諏訪社

の御頭役が触れ当てられた際、附与された御符は社宮司社へ納めていた」ということも記されているとい

う 〔前同書〕。

東市場と飯島弥二郎 ところで、調査地付近は、字名としては「市村」のうちに入る。F飯島町誌』で

は、この地名について、「市場があった」という説と「一番の村」という説があるとしている。市との関連

について、今回の調査でB-1区から出土した青銅製分銅は興味が持たれる品である。この場所の市とし

ての可能性を探ってみたい。
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『西岸寺規式』の「文書目録」に「東市場」の語がみえる。その 1文は「一通、飯島弥二郎入道女子尼

法玉之浩券、東市場在家」で、飯島弥二郎入道の女子の尼法玉が、東市場の在家を西岸寺に売り渡したと

きの証文 1通 を西岸寺が持っている、ということである。この東市場について、『飯島町誌』では美射山社

の問前の字「古市場」と考え、『長野県史』では字「古宿」あたりと考えている。しかし、売り渡された在

家の所在する場所を文字通り束の市場とみなすと、字「市村」はその候補地として注目されてよいと思わ

れる。市村は本郷全体でみて東の端に近い位置である。西岸寺からみた方角でも、ちょうど真東にあたる。

尼法玉は飯島弥二郎の女子で、在家は弥二郎から相続したものと考えられる。弥二郎はこのときすでに

故人となっていたのではないか。弥二郎は飯島氏一族でどのような位置にいる人物か。飯島家の系図 〔飯

島紘『飯島氏および飯島家』 (1988)、 『飯島町誌』中巻 (1996)な ど〕によると、「為重 (飯島弥二郎)」 と

いう人がいる。系図上は、初代とされる為綱の長男をたどった 6世代目にあたる。 4代日の男子 4人のう

ち総領家を継いだのが 2男だったので、弥二郎の父の代=5世代日から庶流ということになる。為重の活

動した年代について、1180年代にはじめて飯島氏を名乗ったとされる為綱や、1221年の承久の乱に出陣し

た 2代 目為光から、 1世代20～ 30年程度とみて単純に試算すると13世紀後半～14世紀中葉ごろのうちでは

ないかと思われる。系図によると、弥二郎の後は途絶えている。

東市場をここと考え、在家がもとは弥二郎に属したとすると、弥二郎がその近く、つまり調査地周辺に

住んだ可能性が出てくる。「禅門田」が禅門=入道の田に由来する地名と捉えた場合も矛盾はない (飯島氏

一族の多くは入道となっていることから、あくまで矛盾しないという程度である)。 弥二郎は系図上長男の

流れなので、この地を為綱に始まる飯島氏初期の総領家-5代目からは総領家ではないが一が代々居住し

たところとみることはできないだろうか。 5代 日以降総領となる家が、たとえば南羽場などの土地に移っ

たとする見方である。かりに、中世前期には父系直系の血の系譜で代々継承したわけではなく、弥二郎ま

で「長男の流れ」のように記されている系図が後世のつじつま合わせだったとしても、つじつまを合わせ

ようとしたときに「あそこに住んでいた人がもとの総領家の流れ」と意識されたとすれば、この説が補強

されることになる。

こう考えると、13世紀、系図では 2世代目から4世代目までの飯島氏庶流については、『承久記』に名前

が登場するほどの岩間氏以外の記載はないが、そのような記載されなかった庶流が、飯島氏の支配圏内だ

った現在の飯島 。田切地区などを代々分割相続していくうちに岩間・田切・石曽根などに広く拠点を展開

したのではないかとの想像にかられる。系図上、飯島を名乗る一つまり飯島 (現在の本郷)に住んだ一庶

流が枝分かれするのが 5世代目や 6世代目で、さきのように幅をもたせた試算で13世紀中葉から14世紀中

葉ごろに、本郷地区内部での分割相続が進んだとみることはできないだろうか。

県単農道調査の若森社遺跡から出土した遺物が13世紀前半～14世紀前半にピークを示していること、今

回の調査地から出土した遺物には14世紀の遺物が少なく、ことに14世紀後半と確認できるものが 1点 もな

いこと、そして県単農道調査の南羽場遺跡での出土遺物が13世紀になって出現することも、のべてきた説

に符合するかにみえる。しかし、うまくいかないのは「文書目録」の次の 1文「一通、飯島弥二郎入道屋

敷之東田五段、後室尼法勝之油券」である。調査地辺りに弥二郎の屋敷を求めると、その東に田がなけれ

ばならないが、東は段丘崖である。若森社の北に字「北田」があるが、ここの水田は明治 9年の地引絵図

で 1反 7畝ほどで、 5反の田は想定できない。段丘崖下の島河原の水田を指したとすれば広さは問題ない

が、比高30mの崖を下ったところにある田を「屋敷之東田」と呼ぶかは怪しく、その屋敷を調査地付近に

設定することは難しい。あくまで調査地の近くにこだわるならば、字市村の内ではなく字古瀬、つまり調

査地北西側の段丘崖付け根に屋敷を想定し、沼田や禅門田を「屋敷之東田」と考えなければならない。弥

二郎と同居していない後室尼法勝の屋敷を弥二郎の屋敷と誤認したするとその屋敷が調査地付近になくて

もよいが、この解釈は苦しい。したがって、残念ながらここまで述べてきた説も再検討を余儀なくされる。
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しかし、なお字名や周囲の環境から、市場所在説を否定し去ることもできない。中川村中村の「六日市

場」は、前述した舟津の近くと考えられており、市村の場合もこれと類似する可能性がある。市が無縁の

地に立つという観点からは若森社との関係が想起されたり、河原とはいえないが近くであることは市の立

つ場としての特性に近いものかもしれない。ごく近くに館があるとすると、飯島氏が直営して手数料を取

り、その見返りとして商人たちの安全が確保された市とみることができる。ただ、その所在地を今回のB一

1区あたりの調査地内に求めるとすると、その面積をどの程度とみるかにもよるが、常時開かれたわけで

はない市の跡としてはいささか遺物の量が多すぎるようにも思われる。あるいは市の跡が15世紀になって

墓域となったと考えればよいだろうか。

餡)近世への展望
寛文 3年の飯島又右衛門 【文書 1】 (河野通昭氏所蔵)は、寛文 3年 (1663)に 、飯田藩の郡奉行 (小

川・角田)と 代官 (吉田)か ら、本郷村肝煎の六郎兵衛と同村の八兵衛・吉兵衛に対して出された田地付

与状である。「本郷村の高160俵余りの所は、山林ともに飯島又右衛門の名田だったが、落ち度があるので

取り上げ、永代付与するものである。二人が自ら年貢役儀などを滞りなく勤めよ。今より以後、これを妨

げるものはあってはならない。」との内容である。

飯島又右衛門の「落ち度」については 【文書 2】 (河野通昭氏所蔵、嘉永元年に筆写された文書)に 、「又

右衛門は数年分の年貢・諸役を納めていない。未納分は200俵余りあり、それについて (又右衛門から)3

年で納めたいと訴えてきたところ、慈悲を加え 5年で完納するよう仰せ付けた。しかし、その後一粒も納

めず、田地も荒しているので、寛文 3年には隣郷の者に作らせた。そのうえ義にそむくような申し分があ

るので田地を召し上げる。」と説明されている。そして、召し上げた山林付きの田地を六郎兵衛・八兵衛・

吉兵衛の 3人に付与することにしたわけだが、それは「又右衛門が未納していた200俵余り、田切村の半四

郎・八左衛門への借金30両余を3人で完済した」ためだった。

又右衛門と飯島氏本家 この飯島又右衛門とはどのような人物だろう。文政 5年 (1822)に 書かれた『飯島

家訓』(飯島紘氏所蔵)〔前掲『飯島氏および飯島家』『飯島町誌』中巻〕に、次のくだりがある。「27代梶与右衛

門為永同時代に本郷村に飯島又右衛門と言う者あり。これ両旦那 (『西岸寺規式』で「三檀那」といわれた

為光 。為高・為盛のうち、本家筋でない為高・為盛のことか)の子孫にや。当家先祖の廟所は西岸寺境内

にあり、又右衛門父祖より前、廟所いずかたにありけるにや知らず。万治年中、脇坂御領地の節梶与右衛

門甥与兵衛と公訴のことありて飯島又右衛門落胆したることあり。その後家断絶して子孫なし。」「。̈その

ころ本郷飯島又右衛門と言う者、為永親類にありけるにや、与兵衛を取り持ち、脇坂公御領地のころ万治

4年 (1661)丑 2月 、与兵衛より出訴におよび、御年寄脇坂仁右衛門殿、両奉行角田吉右衛門殿 。小川佐

左衛門殿、大日付大藤六左衛門殿・福沢五左衛門殿御裁許にて、与兵衛事は同年 3月 9日 に山を越し、御

領より御追放になる。」

文政 5年にこれを記した筆者は、又右衛門は本家筋ではないが親類にあたるかもしれないと推測してい

る。親類の縁を頼って本家甥の与兵衛に飯田藩へ出訴してもらった。この出訴の内容は、【資料 2】 にある

「未進年貢200俵余を3年で納める」ことの訴願かもしれない。なお、飯島氏本家は17代為延が関ヶ原。大

坂夏の陣に出陣した後飯島郷へ帰ってくるが、なぜか本郷ではなく、北隣の石曽根村赤坂に定住するよう

になっている。文禄 2年 (1593)に飯田城主京極高知の政策で本郷から町屋を移動させて新設された飯島

宿にほど近い場所である。その後、18代為忠は小笠原家に仕え、19代為永 (与右衛門)は母方の水戸家家

臣の梶氏に養われたため梶を名乗り、伊井家に仕え、晩年赤坂へ帰村した。又右衛門の事件が起こったの

は、為永の帰村からほどないころだろう。

16世紀末～ 17世紀の本郷 天正10年 (1582)、 飯島氏15代為次は武田氏に従って高遠城で織田氏と戦い討
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ち死にする。このあと本郷にはどのような変化があっただろう。このときの織田軍は、高遠攻めに先立っ

て飯島城に陣を張っており、この地域に大きな影響を及ぼしたことが想像できる。その際、飯島氏の一族

には甲斐方面へ移住した者が多かったのではないだろうか。山梨県・埼玉県などに出自を伊那の飯島郷と

伝える飯島姓の家が多くある 〔前掲『飯島氏および飯島家』〕。16代為仲は徳川家康から本領を安堵された

と伝えられるが、その軍役を勤めるために本拠地を留守にすることが多かっただろう。また、文禄 2年

(1593)に は隣村=石曽根村の内に新たに飯島宿を設けるため、飯島城下の古町に隣接する上村の町屋が

移転させられている。その後17代は関ヶ原へ出陣後本拠地には帰っていない。こうして、本郷の村は新た

な時代を迎えている。

本拠地には飯島を姓とする又右衛門の家系が残っていたことも確かだが、17世紀中葉にはその経営が破

綻する。又右衛門の所持地160俵余とは、本郷全体ではどの程度の割合を占めるのだろう。本郷村の寛文12

年 (1672)の村高は約813石である。 1俵 を4斗 とすると160俵は64石で、村全体の 8%ほ どである。前代

の支配者の跡を継いだといえるほどの数字ではないが、 1人の村人としては低くない占有率だろう。一方

興味深いのは又右衛門の未進年貢を肩代わりした 3人である。200俵余=80石余の年貢と、近村への借金30

両余を、短期間で用意できた人たちである。
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0)でのべたとおり、元禄15年 (1702)に 阿弥陀塔を建立した人は河野善左衛門の可能性があるが、この

人が養子入りした家は上記の未進年貢を肩代わりした一人=吉兵衛の家系とみられる。飯島氏出奔後、16

世紀末から17世紀の本郷は新しい時代を迎え、ある部分では前代からのしがらみを引きずりながら新興勢

力が村を再生しはじめる。そのリーダーたちの家政が安定軌道に乗ってくるのが、飯島又右衛門の一件が

片付いていく17世紀末ごろと考えると、元禄15年の供養祭の意味がみえてくる。善左衛間は、荒廃した村

を立て直したあと、この地に1民る飯島氏一族の霊を慰め、新たにその地で自らの家が永続することを祈っ

て名号塔を建て、礫石経を埋納し、供養祭をとりおこなったのではないか。

飯島又右衛門の所持地がどこだったのかは、山林とみられるlヶ所についてわかるのみで、耕地につい

ては今のところ手がかりがない。その山林とは、与田切川が天竜川に合流する地点付近の「居丸山」であ

る。嘉永元年 (1848)に居丸山をめぐって争論が起こった際、「脇坂公より拝領の…」と、このときの田地

付与を根拠としていることからそうわかる。

(5)調査地の中世のすがた

建物群や遺物の範囲 ここで中世に立ち戻ってみよう。
『若森社遺跡 。南羽場遺跡』では、大型建物跡が発見され、そこから多量の陶磁器が出土したことから、

従来ささやかれていた飯島氏最初の居館所在地説を傍証する成果とみなし、調査地は居館内の一部ではな

いかと考えた。また、調査地を含む周囲の一定の区画内に、飯島氏の住む主屋のほか副屋・蔵・厩 。厨な

どが備わることを想定した。いまその範囲について考えると、南東側は段丘崖、南西側は今回調査地のす

ぐ南西を流れる沢、北西側は湿地を境とみて、それらに囲まれた区域を想定できるが、北東側の境は明確

にならない。

若干の地形の変化や道などを境とみて、いくつかの候補を設定することは必ずしも無意味ではないと考

えるが、表面採集や過去の分布調査でみつかっている中世陶磁器は八幡遺跡の範囲にまで分布 しており、

館の境としての線を確定することは現段階では困難である。館の中心施設についても、県単農道調査地の

大型建物を館の主屋と決定するだけの根拠がそろっているかと問われれば、規模などは問題ないとしても、

竪穴の形状には疑間が残 り、立地条件では沼地に近 く水はけの悪いその場所がふさわしいとは考えにくい。

居住性を重視するならば、むしろ現在の河野家宅地辺 りのほうが考えやすい。ただ、主屋の位置を 2度の

調査地辺 りから河野家宅地辺 りまでの範囲内に求めることは、遺物の密度や、若森社を鬼門方向とした場

合の位置関係からみてあながち的外れではないだろう。

ひとまず主屋探しはやめにして、南は沢で区切られる地形の端近くにまで建物群が及び、北は八幡遺跡

にまで陶磁器の分布が及んでいることに注目したい。飯島氏の主屋を中心とする館はどこかにあったとし

ても、それをとりまく広い範囲に家人や従属者の住居が混み合い、あるいは散在したと考えられる。段丘

上にある程度の広がりを持った村のような景観が想定できる。

そもそもこの地に存在した飯島氏の館は、堀や土塁などできっちり区画されたわけではないのではない

か。関東地方では、武士の館が堀や土塁に囲まれたいわゆる方形館となるのは14世紀以後との説が提唱さ

れている 〔橋口定志「中世東国の居館とその周辺―南関東におけるいくつかの発掘事例から一」 (『 日本史

研究』330号、1990)〕。調査地付近でも、垣などによる区画はあったとしても、がっちりと防御施設で周囲

をかためた方形館のイメニジよりも開放的な空間とみて、飯島氏の館を中心に、従属する階層の人びとの

生活圏を広く含んだ地域と捉えるほうが矛盾は少ないように思われる。飯島氏が防御施設を備えた拠点づ

くりを志向し始めるのは、この地での営みが低調になる直前の15世紀後半ごろと考え、新たな拠点を飯島

城と考えるのが妥当ではないだろうか。

周囲の景観 調査地付近の北西側は、18世紀半ばには「沼田」といわれている。これを中世にまでさか
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のぼるとみることは不自然ではないだろう。この段丘面の水田はここだけではなく、段丘付け根に沿って

南は相の沢近くから北は八幡社辺りまで、細長く連なっていたことが推測され、飯島氏に従属する人たち

の労働の場だったことが想像される。

耕地は当然水田だけでなく畠もあったと想像できるし、承久の乱に出陣した飯島氏にとっては馬にかか

わる場も考えないといけない。周囲に住む従属者には、鍛冶をはじめとする技術者もいただろう。

この段丘面に飯島氏を中心とする村の形が成立していたとするならば、若森社や地域の北に位置する八

幡社のほか、場所を断定できないが寺や堂が計画的に配されていたとみてよいのではないだろうか。13世

紀中葉の成立とされる西岸寺は 2つ上の段丘面に位置してやや遠く、一つ上の段丘面の善入寺は、社宮司

社とともに南羽場の館とセットとする見方ができ、この段丘面にも寺や堂を想定する場があってよいよう

に思われる。近世には確かに存在する地蔵寺あたりがそのような信仰や祭りの場の候補に挙げられる。

まとめ 以上述べてきたうち、中世のこの地域のすがたとして可能性が高いのはつぎのことである。
 ヽ｀

①調査地周辺には、飯島氏の一族が居住した。

②館の四至は必ずしも堅牢な防御施設で囲まれていたわけではなかった。

③館の北東側には若森社があり、地域の北端には八幡社があった。

④若森社の北脇には、天竜川左岸地域に通じる道が通っていた。

今後慎重に検討を続けなければならないが、上記に対応して可能性のある事項を挙げておきたい。

①調査地周辺に居住した飯島氏一族は、初期の総領家の可能性がある。

②館の周辺には飯島氏の有力家人や従属する人たちが大勢住み、館に面した直営田をはじめ段丘付け根

沿いの細長い範囲の水田に働き、また諸職に働いていた可能性がある。

③若森社は館の鬼門除けだった可能性がある。段丘面には若森社や八幡社のほかにも寺などが配された

可能性がある。

④飯島氏は、天竜川左岸地域とのルートを重要視するとともに、そうした道を通した交易の拠点として

館のほど近 くで市を運営した可能性がある。

言葉を換えて、再度この段丘面の中世のすがたを描いてみよう。ここにいた飯島氏の一族はこの段丘面

に広く力を及ぼし、有力家人を周辺に住まわせ、社寺を要所に配置し、館に面した水田を直営田としてい

た。天竜川を通じて流通する物資や川を渡ってくる人や物の動きを監視できる位置に館を構え、「渡し」を

とりしきり、「市」を管理した可能性もある。飯島氏や、その配下の有力者に従属する人びとは農業をはじ

めとする諸職に働いていた。

天竜川右岸を南北に結ぶ道など考慮しなかった点もあるが、のべてきたようなことからは、ここに住ん

だ飯島氏には、遠隔地の戦場に向かった武士でありながら、経済を中心とした合理的な地域支配を志向し

ていた領主としての面が強くイメージされる。

絞れる限りの脳味噌を振り絞って、現段階で考えられる可能性を示してみたものだが、今後の課題は尽

きない。報告者としては、調査の結果生した疑間を素直に出し惜しみせず報告することも今後の研究のた

めには捨石にはなるだろうと自らを慰めることにしたい。読者諸賢のご叱正 。ご教示を切に願うものであ

る。
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表 6 柱穴一覧

位置 上部平面形 下部平面形
上部 (cln) 深さ

(cln)

底部 (cln) 内容物 関連掘立

柱建物NQ
摘 要

長軸 短 軸 長軸 短軸 焼 土 炭

1 B-4 不整形 不整形 × X 木片出土

2 A-4 不整円形 不整楕円形 ○ ○ 下層に石 2個
3 A-4 菱形 方形 ○ ○ 丸底 縄文土器片出土
4 A-4 円形 円形 ×

5 B-4 隅丸長方形 隅丸長方形 7 × ×

A-4 方形 方形 ○ ○

7 B-4 円形 隅丸方形 X ○ 中層から縄文土器片出土
A-4 不整方形 不整方形 × ×

A-4 隅丸方形 隅丸方形 × × 底は地山の石

A-4 長方形 隅丸方形 ○ ○

A-4 円形 円形 ○ ○

A-4 隅丸方形 隅丸方形 ○ 下層中央部に炭化物
A-4 円形 円形 ○ ○

A-5 楕円形 楕円形 ○ 上層から縄文土器片出土 底部に平石
A-5 方形 方形 ○ ○

B-4 円形 円形 ×

A-4 不整形
(3基重複)

円形 ○ ○ 縄文土器片出土

隅丸方形

円形

B-4 円形 円形 X × 柱穴ではない

A-4 不整円形 楕円形 × ○ 西側上層に石

A-4 方形 方形 × 3

A-5 不整円形 不整円形 ○ ○ 輪郭・底ともに不明確 南西側に土器片
A-4 楕円形 楕円形 ○ 礫を境に19と 近接 上層から土師器出土
B-5 不整円形 隅丸方形 ○ ○

B-5 長方形 長方形 ○ ○ 縄文土器片出土

A-5 隅丸長方形
(2基重複)

隅丸方形 ○ ○ 3 北壁中層から縄文土器片出土

A-5 隅丸方形 ○ ○ 中層以下に炭化物多い

A-5 隅丸方形 隅九方形 × ○ 南西側に土器片 底部に石

B-4 不整楕円形
(2基重複)

隅丸方形 ○ ○

隅丸方形

B-4 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-5 楕円形 円形 ○ ○ 3

A-5 円形 円形 × ○ 3

A-5 隅丸方形 円形 × ○ 底部に石

B-5 ○ ○

B-4 不整方形 方形 ×

A-5 方形 方 形 ○ ○ 上面に焼土

A-5 楕円形 円形 × ○

A-5 隅丸方形 隅丸方形 × ×

B-5 方形 方 形 ○ ○

B-5 長方形 長方形 × ○

B-5 楕円形 隅丸長方形 ○ ○ 丸底 上部に遺物
B-5 三角形 三角形 上部中央に石 浅い
B-5 長方形 隅丸長方形 × ○ 底部に石

A-5 楕円形 楕円形 × X 縄文土器片出土

B-5 不整形 不整形 × ○

B-5 楕円形 隅丸長方形 × ×

B-6 楕円形 楕円形 × ×

C-5 不整形
(2基重複)

隅丸方形 ○ ○ 中津川甕破片出土

隅丸方形

C-4 不整形 不整形 × ○ 底部凸凹 縄文土器片出土
B-5 隅丸方形 隅丸方形 X ○

A-6 円形 楕円形 ○ ○ 焼土・炭は上部に多い

A-6 円形 隅丸方形 ○ ○ 焼土・炭は上部に多い

B-6 長方形 長方形 × ×

B-6 楕円形 楕円形 7 × ×

B-6 不整円形 不整円形 ○ ○

C-5 方形 方形 × ○

B-6 隅丸方形 隅丸方形 X ×

B-6 不整方形 隅丸長方形 X × 底中央部のみさらに細くとがった穴になる

B-6 不整方形 不整方形 ○ ○ 方形 2基重複 ?

B-6 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-6 隅丸方形 隅丸方形 X ○

C-5 楕円形 楕円形 X ○

C-6 円形 楕円形 × ○

B-5 不整楕円形 楕円形 × ×

C-6 不整方形 不整楕円形 × ○ 底部凸山

B-5 不整円形 不整円形 X × 底部凸凹

-36-



位 置 上部平面形 下部平面形
上部 (cm) 深さ

(cln)

底音6(cln) 内容物 関連掘立

柱建物NQ
摘 要

長軸 短 軸 長 軸 短軸 焼 土 炭

A-6 方形 方 形 × ○

A-6 ×

B-6 不整円形 不整円形 ○ ○

B-6 不整円形 不整形 ○ ○ 底部凸凹 縄文土器片出土
A-6 隅丸方形 隅丸方形 × ×

A-6 円形 隅丸方形 × 中心部12× 1lcmの隅丸方形に黒色土

A-7 隅丸方形 円形 × ×

A-7 不整円形 不整円形 × × 丸底

A-7 不整円形 不整楕円形 × ○ 丸底

B-6 方形 隅丸方形 ○ ○

B-6 不整方形 長方形 ×

C-6 方形 占
い

× × 底部は細 くとがる

C-6 方形 方 形 × × 底中央部のみさらに細くとがった穴になる

A-6 方形 不整円形 × X

A-6 隅丸方形 長方形 × ×

A-7 不整形 不整形

B-6 不整円形 不整円形 × × 底中央部のみさらに細くとがった穴になる

B-6 長方形 長方形 ×

A-7 不整形 円形 × × 輪郭不明

A-7 隅丸長方形 不整円形 X ×

A-6 不整形 不整形 ×

B-6 方形 隅丸方形 ○ ○

B-6 円形 円形 ×

B-6 長方形 長方形 × ×

B-7 方形 円形 × X 輪郭不明

B-7 長方形 楕円形 × × 縄文土器片出土

B-7 不整形 不整形 ○ ○ 縄文土器片出土

A-7 円形 不整楕円形 × ×

B-7 隅丸方形 円形 ×

A-7 不整形 円形 × × 輪郭不明

B-7 × 輪郭不明

B-7 不整形 不整形 × × 輪郭不明

B-7 方形 方形 × 丸底 輪郭不明
A-6 隅丸方形 隅丸方形 X X

A-6 隅丸方形 隅丸方形 ×

B-7 不整円形 円形 × × 輪郭不明

B-7 円形 隅丸方形 ○ ○

B-7 楕円形 長方形 × × 内耳鍋破片 3点出土

A-7 不整方形 長方形 × × 輪郭不明

A-7 隅丸方形 隅丸方形 ×

A-7 円形 隅丸方形 × X 縄文土器片出土

A-2 不整長方形 長方形 × × 縄文土器細片出土

A-2 円形 楕円形 × ×

A-3 不整円形 不整円形 × × 底部に石 鉄釘出土
A-3 不整形 不整形

A=2 方形 方形 × ○ 底部に石

A-3 隅丸方形 円形 × ×

A-3 楕円形 楕円形 × ○ 石を境にH6と 接する

A-3 隅丸方形 隅丸方形 × × 石を境に115と 接する

B-3 楕円形 楕円形 × X

A-2 楕円形 楕円形 × ×

A-2 不整形
(2基重複)

隅丸方形 ○ ○ 炭化物あり

隅九方形

B-3 不整長方形 不整長方形 × × 2基重複 ? 下層から鉄製品・縄文土器片出土
A-2 不整形 不整形 ○ ○ 山茶碗破片出土

A-2 円形 隅丸方形 ○ ○ 底部に20× 14cmの平石 片口鉢破片出土
A-2 円形 円形 ○ ○ 上部に炭・焼土、その周りに小石あり 底部に石
B-3 楕円形 楕円形 × × 2基重複 ?

A-2 円 形 円 形 ○ ○

A-3 不整円形 不整円形 ×

B-3 円形 円形 ×

A-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 縄文土器片 。片口鉢破片出土

A-2 円形 円形 × X

A-2 不整形 (2
基以上重複)

楕円形 ○ ○

円形 ○ ○ 底部に石

A-2 長方形 方形 × X

A-2 不整形 不整形 この付近は礫多く凸凹の地形

A-2 楕円形 隅丸方形 ○ ○

A-2 円形 隅丸方形 × ○ 上層に炭

A-2 長方形
(2基重複)

方形 × ×

楕円形

A-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○
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位 置 上部平面形 下部平面形
上部 (cln) 深さ

(cln)

底部 (cln) 内容物 関連掘立

柱建物NQ
摘 要

長軸 短 軸 長軸 短軸 焼土 炭

A-2 円形 円形 × × 縄文土器細片出土

A-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

A-2 方形 隅丸方形 × ×

A-1 楕円形 円形 ○ × 底部に石

A-2 隅丸方形 隅丸方形 X ○ 底部に石

A-2 隅丸長方形 隅丸長方形 × ×

A-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

A-2 不整形 不整形 ○ ○

A-2 円形 隅丸方形 ○ ○ 炭化物あり

A-2
不整形
(3基重複)

隅丸方形 × ○ 柱状に黄褐色土が入る

A-2 隅丸方形 ○ ○ 柱状に黄褐色土が入る 下層に炭
A-2 隅丸方形 × ○

A-2 方形 方形 × ×

A-2 楕円形 楕円形 × ×

B-2 隅丸方形 不整円形 ○ ○

B-1 菱形 円形

A-1 隅丸方形 不整方形 ○ ×

A-2 隅丸長方形 隅丸方形 × ×

A-1 隅丸方形 隅丸方形

A-1 隅丸方形 隅丸方形

A-1 不整形 不整形 縄文土器片出土

A-1 長方形 長方形 × ×

A-1 方形 円形 × ×

A-1 方形 方形 × ×

A-1 円形 円形 ○ ○ 上層から中津川産片口鉢胴下部・胴部各 1点出
土 下層に炭

A-1 方形 不整方形

A-1 隅丸方形 隅丸方形

A-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 1

A-1 不整円形 不整円形 ○ ○ 1

A-1 円形 円形 ○ ○ 上層から鉄

A-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 1

A-1 楕円形 円形 ○ ○ 中層に酸化物 土器片出土

B-2 長方形
(2基近接)

方形 ○ ○

楕円形

A-1 不整形 不整円形 ○ ○

A-1 不整方形 不整方形 ○ ○ 土坑内にあり、土坑上面には配石

A-1 長方形 長方形 ○ ○ 土坑内にあり、土坑上面には配石

A-1 長方形 長方形 ○ ○ 土坑内にあり、土坑上面には配石

B-2 方形 方形 × X

A-1 円形 円形

A-1 方 形 方形 ○ X 1

A-1 方形 隅丸方形 ○ 底部に小角礫 2

B-1 不整方形 隅丸方形 × ×

A-1 隅丸方形 方形 ○ 1 縄文土器細片出土

A-1 隅丸方形 隅丸方形 1

A-1 長方形 方形 ○ ○ 1 西南上面に石

A-1 方形 方形 1

A-0 隅丸方形 隅丸方形

A-0 隅丸方形 隅丸方形 1

A-0 隅丸長方形 隅丸方形 X ○ 1 上層に炭

B-2 楕円形 長方形 ×

A-1 不整方形 不整方形 ○ 1

A-1 方形 方形 × × 1 縄文土器片出土

A-1 楕円形 楕円形 1 縄文土器片出土

B-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○ 1

A-0 不整方形 不整方形 × ○ 下層に炭

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ × 1 中層から縄文土器片出土

A-1 長方形 隅丸方形 ○ ○ 1

A,0 隅丸長方形 隅丸方形 1 深さ 7 clnに 30× 30× 14の平石あり

B-0 不整円形 不整円形 ○ ○

B-0 不整方形 不整方形 ○ ○

B-0 不整円形 不整円形 ○ ○

B-0 隅丸方形 方形 ○ ○

B-0 方形
方 形 ○ ○ 中層・下層に石各 1

B-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

A-0 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 下層に焼土 。炭

B-1 方形 方形 1 底部に14× 14× 10clllの石とガヽ焼石

A-0 長方形 長方形 ○

A-0 方形 隅丸方形

B-1 隅丸方形 隅九方形 × ×
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位 置 上部平面形 下部平面形
上部 (cln) 深さ

(cln)

底部 (cln) 内容物 関連掘立

柱建物NQ
摘 要

長軸 短軸 長軸 短軸 焼 土 炭

A-1 方形 隅丸方形 × × 1

A-0 隅丸方形 隅丸方形 × ○ 下層から内耳鍋破片 4点出土 縄文土器片出土
208 A-0 隅丸方形 隅丸方形

B-2 不整形 不整方形 ○

B-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-2 隅丸方形 方形 ○ ○

B-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 上層の壁に20× 15× 10cmの石

B-0 隅丸方形 不整方形 ○ ○

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ 1

B-1 方形 方形 ○ 1

216 B-1 隅丸方形 方形 ○ 1 下層から土器片出土

A-1 長方形 長方形 ○ ○ 1

A-1 楕円形 楕円形 ○ ○ 1 深さ12clnの ところに平面を上にして石あり、さ
らに下層に合計 4段 10～ 25cmの石が重なる

B-0 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

A-1 方形 方形 1

B-0 楕円形 隅丸方形

A-0 不整形
(2基重複)

隅丸方形 1

1

B-1 不整方形 不整形 × ○

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-1 楕円形 楕円形 × ○ プロック状炭

A-0 不整形 不整形 ○ ○

A-0 長方形 方形 × 上層から縄文土器片出土

B-2 不整形
(2基重複)

隅丸方形 × ○ 次欄の柱穴を切る 鉄滓出土
隅丸方形 × ○ 上面に大石 242と 前欄の柱穴に切られる

B-1 楕円形 隅丸長方形 ○ ○ 中層に22× 16cm平石 平石上に炭
B-1 円形 円形 ○ ○ 底部に石

B-1 隅丸方形 方 形 ○ ○

B-1 方形 方形 ○ ○ 片口鉢出土

B-1 隅丸方形 隅丸長方形 ○ ○ 鉄片出土

B-1 隅丸長方形 隅丸長方形 ○ ○ 鉄片出土

232 B-1 不整形 楕円形 × ○

B-1 楕円形 円形 ○ ○

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

235 B-1 方 形 方形 ○ ○ L形鉄 製 品 出土
B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 上層東側に長径20clnほ どの石 中層にも小石あ

り 底部から古瀬戸灰釉平碗口縁部・古瀬戸鉄
釉縁釉小皿底部出土

237 B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-1 不整形 隅丸方形 × ×

B-1 楕円形 楕円形 × ×

B-1 方形 方形 ○ ○ 底中央に径 8 cmの円形ビットあり

B-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 226を切る
B-1 円形 円形

B-1 不整方形 方形

B-1 方形 方形 ○ ○

A-0 長方形 長方形 × 底部に本質腐敗塊、柱建材 ?

248 B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 縄文土器細片出土

B-1 円形 隅丸方形 ○ ○

B-1 隅丸方形 楕円形 ○ ○ 上面に20個の石、内割石 9個

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 縄文土器細片出土

252 B-1 隅丸方形 隅丸方形

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 下層に炭 。焼土、縄文土器片

A-0 長方形 長方形 ○ ○ 土器 2`点出土

A-0 円形 隅丸方形 ○ ○ 鉄製品破片出土

A-0 方形 方形 ○ ×

A-0 長方形 長方形 ○ ○

A-0 不整方形 不整方形 ○ ○

B-1 不整円形 楕円形 ○ ×

B-1 不整円形 楕円形 ○ ○

B-1 長方形 長方形 ○ ○ 中層に丸石 下層に炭・焼土
B-2 隅九方形 隅丸長方形 × ×

C-1 楕円形 楕円形 ○ ○ 底に丸石

C-1 隅丸方形 不整形 ○ ○

266 B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

C-1 円形 不整形 ○ ○ 底部凸凹

B-1 長方形 長方形 ○ ○ 上層に割石多い 鉄片出土
C-1 円形 円形 × ×

B-1 方形 方形 ○ ○ 瀬戸産揺鉢胴部出土

-39-



位置 上部平面形 下部平面形
上部 (cln) 深さ

(cln)

底部 (cln) 内容物 関連掘立

柱建物NQ
摘 要

長軸 短 軸 長軸 短軸 焼 土 炭

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

272 B-1 方形 方 形 ○ ○

B-1 不整方形 不整方形 ○ ○ 古瀬戸灰釉平碗口縁部出土

B-1 不整形 不整形

C-1 楕円形 楕円形 ○ ○

275 C-1 方形 方形 × ○

276 B-1 方形 方形 ○ ○

B-1 楕円形 楕円形 ○ ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○ 中層にプロック状炭 下層から土器片・石
C-1 隅丸方形 方形 ○ ○ 古瀬戸灰釉平碗胴下部出土

C-1 楕円形 楕円形 ○ ○ 底近くに川原石

C-1 円形 円形 ○ ○

282 C-1 楕円形 楕円形 ○ ○ 古瀬戸灰釉平碗胴下部出土

C-1 不整方形 隅丸方形 ○ ○ 底部に炭化物

C-1 楕円形 円 形 × ○ 上層に炭化物多い

C-1 円形 円形 ○ ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○

C-1 楕円形 隅丸方形 × ○

290 C-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○

C-1 楕円形 隅丸方形 × ×

C-1 × ○

C-1 方形 方形 × ×

C-1 隅丸方形 楕円形 × ×

C-1 不整楕円形 円形 × ○ 表面に炭 。小焼割石 内耳鍋破片出土
C-1 円形 円形 × ×

C-1 長方形 長方形 × X

298 C-1 方形 方形 ○

299 C-1 不整方形 不整方形 X ○

C-1 不整形 不整形 ○

C-1 方形 方形 × ○

C-1 方形 方形 ○

C-1 不整方形 不整方形 × ○

C-1 不整方形 不整方形 ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

C-1 楕円形 楕円形 × ○

C-1 不整形 不整形 ○ 中津川産甕破片出土

C-1 方形 方 形 × ○

C-1 隅九方形 円形 ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○

C-2 方形 方形 × ○

C-2 不整円形 隅丸方形 ○ ○ 下層に炭化物あり

C-1 不整円形 隅丸方形 ○ ○ 中層に焼石 底部にプロック状炭
C-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 内耳鍋破片 2点出土

C-1 円形 隅丸方形 X ○

C-2 隅丸長方形 隅丸方形 × ○ 底部凸凹

C-2 長方形 方形 × × 上層から縄文土器片出土

C-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 底部凸凹

322 C-2 方形 方 形 ○ ○

C-2 隅丸方形 長方形 ○ ○ 上層に焼けて割れた石多い 上 。中層からこね
鉢破片・縄文土器片各 1出土

C-2 方形 方 形 ○ ○

C-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 × ○ 内耳鍋破片出土

C-2 長方形 方形 × ○ 底部凸凹

C-1 不整楕円形 不整形 ○ ○ 底部凸凹

C-1 不整形 不整形 × ○

C-2 楕円形 楕円形 × 古瀬戸橋鉢破片・古瀬戸灰釉平碗破片出土

C-2 不整方形 方 形 ×

C-2 長方形 方 形 ×

C-2 楕円形 楕円形 ○ ○ 底部凸凹 縄文土器片出土
C-2 不整形 不整形 × ○ 中層に炭化物多い

335 B-2 隅丸方形 隅丸長方形 ○ ○ 底中央部はさらに円形に掘る

B-2 円形 長方形 × × 内耳鍋破片出土

B-1 方形 方形 ×

C-2 円形 円形 × ○

C-2 楕円形 隅丸方形 ○ ○ 底部に腐敗木片様のものあり

C-2 楕円形 隅丸方形 ○ ○

B-2 隅丸方形 隅丸方形 × ○
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位置 上部平面形 下部平面形
上部 (cln) 深さ

(cm)

底部 (cln) 内容物 関連掘立

柱建物NQ
摘 要

長軸 短 軸 長軸 短軸 焼土 炭

B-2 不整形 長方形 ○ ○

C-2 不整円形 不整円形 × × 九底

B-2 不整形 不整形 ○ 石 7個で柱穴上面をメ、さぐ
C-2 不整方形 隅丸方形 ○ ○

C-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

C-2 隅丸方形 円形 ○ ○

B-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

C-2 不整形 長方形 ○ ○ 2基重複 ?
B-2 楕円形 楕円形 × ○ 下層に炭化物
C-3 隅丸方形 隅丸方形 × ○

C-3 隅丸方形 隅丸方形 × ○

C-2 隅丸方形 方形 × ○

B-2 不整円形 楕円形 丸底 縄文土器片出土
B-2 方形 方形 X ○ 上層に焼割石あり 下層に炭多い
B-2 円形 隅丸方形 × ○ 下層に炭化物あり

357 B-2 隅九長方形 方形 ×

C-1 方形 方形 × ○

C-1 不整形 不整形 × ○

B-1 不整長方形 不整長方形 × ○

B-1 不整形 不整形 土坑内

B-3 隅九方形 隅丸方形 × ○ 釘状の鉄製品出土

B-3 楕円形 円形 × X

B-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-2 楕円形 楕円形 ○ ○

366 B-3 楕円形 楕円形 × ○

C-2 長方形 方形 ○ ○

C-2 円形 円形 × ○ 上層は輪郭不明

C-3 方形 円形 ○ ○

C-3 楕円形 楕円形 ○ ○

C-3 円形 楕円形 ○ ○ 九底

C-3 隅丸方形 隅丸方形 × ○

375 C-3 方形 不整方形 × ○

C-1 不整楕円形 円形 ○ ○

C-2 不整形 不整形 ○ ○

377 B-3

C-2 長方形
(2基近接)

方形 ○ ○

隅丸方形

B-3 方形 方形 × ○ 丸底

B-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 炭が多い

B-3 不整方形 不整形 ○ ○ 底部は西側が深い

382 B-2 楕円形 楕円形 ○ ○

B-2 方形 長方形 ○ ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 X ○

C-3 楕円形 楕円形 × ×

386 B-3 隅丸方形 方形 ○ ○

387 C-3 楕円形 楕円形 ○ ○

C-3 不整楕円形 楕円形 ○ ○

C-3 長方形 楕円形 ○ ○ 鉄製品破片出土

B-1 不整方形 不整方形 × ○ 1 竪穴内 竪穴上層を掘り込み竪穴床面には達さ
ない 底に石

B-1 方形 方形 × ○ 1 竪穴内

B-1 隅丸方形 隅丸方形 竪穴内

B-1 隅丸長方形 ○ ○ 竪穴内 上面焼け、割石あ り 柱穴内には
10～ 25cln大 の石が 3段 (間には土入る)

B-0 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 竪穴内

396 B-0 隅丸長方形 隅丸長方形 ○ ○ 竪穴内

B-1 ○ ○ 竪穴内

B-0 隅丸方形 楕円形 ○ ○ 1 竪 穴 内

399 B-0 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 1 竪穴内

A-1 楕円形 楕円形 ○ ○ 1

A-0 方形 方形 × × 1

A-0 円形 円形 × ○ 中層に炭

A-0 不整円形 不整円形 ○ ○

A-1 楕円形 楕円形

A-1 不整形 不整方形 ○ X

A-0 楕円形 楕円形 × ○

B-1 円形 円形 1 竪穴内

B-1 隅丸方形 隅丸方形 1 竪穴内

A-0 隅丸方形 隅丸方形 ○

A-0 円形 隅丸方形 ○ ○ 上面は焼土 中国産壷か瓶の類胴部出土
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位 置 上部平面形 下部平面形
上部 (cln) 深さ

(cln)

底部 (cln) 内容物 関連掘立

柱建物NQ
摘 要

長軸 短軸 長軸 短軸 焼土 炭

A-0 不整円形 不整円形 ○ ○

A-0 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 上層は焼土

A-0 不整形 隅丸方形 ○ ○ 上面焼土

A-0 隅丸方形 楕円形 × 底に石

A-0 不整円形 不整円形 ○ ○ 下層に3～ 10cmの礫10個

A-0 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 中層から古瀬戸灰釉平碗口縁部出土 下層に炭
A-0 隅丸方形 隅丸方形 × ○

A-0 円形 不整円形 ○ ○ 下層に平石

A-0 楕円形 楕円形 底に丸石

A-0 隅丸長方形 隅丸長方形 ○ ○ 中層に石

A-0 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 中層に焼石、黒曜石 1点出土

B-0 隅丸長方形 隅丸長方形 ○ 10～ 20cln大 の石が投げ込まれたように 3段入る
鉄釘破片出土

A-0 方形 方形 ○

A-0 不整方形 不整円形 ○

A-0 方形 不整方形

B-0 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-0 円形 隅丸方形 ○ ○

A-0 方形 方 形 ○

A-0 長方形 隅丸長方形 ○ ○

B-0 不整長方形 不整長方形 ○ ○ 上面に石

A-0 方形 方形 ○ ○ 下層に炭

A-0 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

A-0 隅九方形 隅丸方形 ○ ○ 底 に石

B-0 隅九方形 隅丸方形 ○ ○

B-0 方形 不整方形 ○ ○

B-0 方形 方形 20+ 10+ ○

B-0 不整楕円形 不整楕円形 ○ × 下層に石

B-0 隅丸方形 隅丸長方形 ○ ○ 砥石 。甕破片出土

B-0 不整方形 不整方形 ○ ○ 土器片出土 中層に石・焼剥石
A-2 方形 方形 ○ ○

A-1 不整方形 不整方形

B-3 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 5～ 12clnの焼石 5個

B-0 隅丸長方形 不整長方形 ○ ○

444 B-0 不整方形 隅丸長方形 ○ ○

C-3 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 山茶碗破片・縄文土器細片出土

C-3 隅丸方形 隅丸方形 ○

C-3 楕円形
(2基近接)

円形 ○ 丸底

楕円形

B-3 不整長方形 長方形 ○ ○ 底は礫層

C-3 不整長方形 不整長方形
C-3 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

C-3 隅丸方形 不整円形 ○ ○

B-1 楕円形 楕円形 6 ○ ○

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-1 隅九方形 隅丸方形 ○ ○

B-1 方形 方 形 ○ × 1

B-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ × 鉄製品出土 (現代 ?)

A-1 不整形 不整形 ○ × 古瀬戸祖母懐茶壺破片出土

C-2 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

C-2 方形 方形 ○ ○

C-2 不整形 長方形 ○ ○

B-2 方形 方形 ×

C-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

C-1 隅九方形 隅丸方形 ○ ○

C-1 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

B-3 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○

C-3 不整円形 円形

C-3 不整方形 不整方形

B-3 不整方形 方形 ○

C-3 不整方形 方形 ○

C-3 方形 方形 ○ 下層に石あり

C-4 隅丸方形 隅丸方形

C-4 隅丸長方形
C-3 隅丸長方形 不整円形
B-5 不整長方形 隅丸方形 × × 底音6凸凹

B-5 隅丸方形 隅丸方形 ○ ×

B-5 隅丸方形 隅丸方形 X ○ 底部凸凹

A-6 不整楕円形 隅丸方形 △ ○ 縄文土器片出土

A-6 不整楕円形 不整円形 ○ ○ 九底

B-5 隅丸方形 円形 ○ ○

B-6 円形 隅丸方形 4
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位 置 上部平面形 下部平面形
上部 (cm) 深さ

(cln)

底部 (cln) 内容物 関連掘立

柱建物NQ
摘 要

長軸 短 軸 長軸 短軸 焼土 炭

B-6 円形 隅丸方形 4

A-6 円形 円形 × ×

A-7 円形 長方形 × × 4

A-6 隅丸方形 隅丸方形 ○ ○ 4

A-2 隅丸方形 隅丸方形

B-7 不整形 円形 ○ ○

A-1 不整円形 円形 ○ ○ 1

B-5 不整方形 楕円形

C-6 不整方形 方形

B-6 不整方形 不整円形

B=6 隅丸方形 不整形

C-7 不整方形 隅丸方形

C-7 不整方形 楕円形

C-7 不整楕円形 不整楕円形
C-7 円形 円形

C-4 隅丸長方形 焼石あり

A二 3 方形 方形

A-3 隅丸方形 隅丸方形

A-3 楕円形 楕円形

B-1 隅丸方形 隅丸方形 竪穴内、西辺上

B-1 方形 方形 215。 216間 にある柱穴

C-1 長方形 不整長方形

C-1 隅丸長方形 長方形
C-1 不整形 不整形

C-1 楕円形 楕円形

C-1
B-1 長方形 楕円形

B-1 不整円形 不整円形

A-0 方形 方形 焼土下から検出した柱穴

A-0 円形 円形 上面に丸石、この付近焼けている

A-0 ○

A-0 楕円形 不整円形

グ〕リッド 上部平面形

A-0 隅丸方形

隅九方形

隅丸長方形

不整方形

隅丸長方形

隅丸方形

長方形

方形

隅丸方形

隅丸方形

不整形

不整形

長方形

長方形

255 長方形

円形

方形

258 長方形

不整方形

方形

円形

不整円形

楕円形

隅丸方形

円形

不整円形

隅丸方形

不整形

隅丸方形

不整円形

隅丸方形

隅丸方形

円形

楕円形

隅丸長方形

グリッド 上部平面形

A-0 隅丸方形

方 形

不整方形

方形

方形

長方形

方形

隅丸方形

隅丸方形

方形

円形

楕円形

A-1 楕円形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

不整形

長方形

方形

方形

円形

方形

隅丸方形

隅丸方形

不整円形

円形

隅丸方形

楕円形

不整形

不整方形

長方形

長方形

円形

方形

表 7 グリッド別柱穴一覧

グリッド 上部平面形

A-1 方形

隅丸方形

隅丸方形

長方形

方形

不整方形

方形

楕円形

長方形

方形

長方形

楕円形

方形

楕円形

楕円形

不整形

不整方形

不整形

不整円形

A-2 不整長方形

円形

方形

楕円形

不整形

不整形

円形

円形

円形

隅丸方形

円形

不整形

長方形

不整形

楕円形

円形

グlリッド 上部平面形

A-2 長方形

隅丸方形

円形

隅丸方形

方 形

隅丸方形

隅丸長方形

不整形

円形

不整形

(3基重複)

方形

楕円形

隅丸長方形

方形

隅丸方形

A-3 不整円形

不整形

隅丸方形

楕円形

隅丸方形

不整円形

方形

隅丸方形

楕円形

A-4 不整円形

菱形

円形

方形

不整方形

隅九方形

長方形

円形

隅丸方形
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グリッド 上部平面形

A-4 円形

不整形

不整円形

方形

楕円形

A-5 楕円形

方形

不整円形

隅丸方形

隅丸長方形

隅丸長方形

円形

隅丸方形

方形

楕円形

隅丸方形

楕円形

A-6 円形

円形

方形

隅丸方形

円形

方形

隅丸方形

不整形

隅丸方形

隅丸方形

不整楕円形

不整楕円形

円形

隅丸方形

A-7 隅九方形

不整円形

不整円形

不整形

不整形

隅丸長方形

円形

不整形

不整方形

隅丸方形

円形

円形

B-0 不整円形

不整方形

不整円形

隅丸方形

方形

隅丸方形

隅丸方形

楕円形

隅丸方形

隅丸長方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸長方形

隅丸方形

円形

不整長方形

隅丸方形

方形

方形

不整楕円形

隅丸方形

不整方形

隅丸長方形

不整方形

B-1 菱形

不整方形

隅丸方形

隅丸方形

203 方形

グ|リッド 上部平面形

B-1 隅丸方形

隅丸方形

方形

隅丸方形

不整方形

隅丸方形

楕円形

楕円形

円形

隅丸方形

方形

隅丸方形

隅丸長方形

不整形

楕円形

隅丸方形

方形

隅丸方形

隅丸方形

238 隅丸方形

不整形

240 楕円形

方形

円形

不整方形

245 方形

隅丸方形

円形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

不整円形

不整円形

長方形

隅丸方形

長方形

方形

隅丸方形

方形

不整方形

不整形

方形

楕円形

方形

不整長方形

不整形

不整方形

方形

隅丸方形

隅丸長方形

407 円 形

隅丸方形

楕円形

隅丸方形

隅丸方形

456 方形

隅丸方形

隅丸方形

方形

長方形

不整円形

B-2 隅丸方形

長方形

方形

楕円形

隅丸方形

不整形

隅丸方形

隅九方形

隅九方形

グリ・ソド 上部平面形

B-2 不整形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

円形

隅丸方形

不整形

不整形

隅丸方形

楕円形

不整円形

方形

円形

隅丸長方形

隅丸方形

隅丸方形

楕円形

380 隅丸方形

楕円形

方形

方形

B-3 楕円形

不整長方形

楕円形

円形

隅丸方形

楕円形

楕円形

方形

不整方形

386 隅丸方形

隅丸方形

不整長方形

隅九方形

不整方形

B-4 1 不整形

隅丸長方形

円形

円形

円形

不整楕円形

隅丸方形

不整方形

B-5 不整円形

長方形

楕円形

方形

長方形

楕円形

三角形

長方形

不整形

楕円形

隅丸方形

不整楕円形

不整円形

不整長方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

不整方形

B-6 楕円形

長方形

楕円形

不整円形

隅丸方形

不整方形

不整方形

隅丸方形

隅丸方形

不整円形

グリッド 上部平面形

B-6 不整円形

方形

不整方形

不整円形

長方形

方形

円形

長方形

円形

円形

不整方形

隅丸方形

B-7 方形

長方形

不整形

隅丸方形

不整形

方形

不整円形

円形

楕円形

不整形

C-1 楕円形

隅九方形

円形

269 円形

楕円形

方形

隅丸方形

隅丸方形

楕円形

円形

282 楕円形

不整方形

楕円形

円形

隅丸方形

隅丸方形

楕円形

隅九方形

楕円形

方形

隅丸方形

295 不整楕円形

円形

297 長方形

方形

不整方形

不整形

方形

方形

不整方形

不整方形

隅丸方形

隅丸方形

楕円形

不整形

方 形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

不整円形

隅九方形

円形

隅丸方形

隅丸方形

不整楕円形

不整形

方形

不整形
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グリ・ンド 上部平面形

C-1 不整楕円形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

長方形

隅丸長方形

不整形

楕円形

C-2 方形

不整円形

隅丸長方形

長方形

方形

隅丸方形

方形

隅丸方形

長方形

楕円形

不整方形

グリ.ンド 上部平面形

C-2 長方形

楕円形

不整形

円形

楕円形

楕円形

不整円形

不整方形

隅丸方形

隅丸方形

不整形

353 隅丸方形

長方形

円形

不整形

378 長方形

隅九方形

方形

不整形

C-3 隅丸方形

グリッド 上部平面形

C-3 隅丸方形

方形

楕円形

373 円形

隅丸方形

方形

楕円形

楕円形

不整楕円形

長方形

隅丸方形

隅丸方形

楕円形

不整長方形

隅丸方形

隅丸方形

不整円形

不整方形

不整方形

方形

グlリ ッド 上部平面形

C-3 隅丸長方形

C-4 不整形

隅九方形

隅丸長方形

隅丸長方形

C-5 不整形

方形

楕円形

C-6 円形

不整方形

方形

方形

不整方形

C-7 不整方形

不整方形

不整楕円形

円形

表 8:縄文・弥生・古代土器一覧

器 種 部 分 点数
出 土 地 点

年 代 写真NQ 厖]NQ 摘 要
グリッド 遺 構 ・ 層

1 深鉢形土器 】同
~F音
6 1 C-8 早期前半 57-1 22-1

深鉢形土器 1 A-3 中期初頭 57-2 22-2
深鉢形土器 1同」ヒ音5 1 A-4 中期後葉

深鉢形土器 胴部 A-4 柱穴 3 中期後葉 22-52

深鉢形土器 胴下部 1 A-4 中期後葉

深鉢形土器 胴下部 1 A-4 中期後葉

深鉢形土器 月同」ヒ菩

`

1 A-3 中期後葉 58-29 22-29

深鉢形土器 口縁部 1 A-4 柱穴 3 中期後葉 57-12 22-12

深鉢形土器 底部 1 A-3 中期後葉

深鉢形土器 1 A-6 柱穴106 中期後葉

深鉢 形土器 胴上部 1 A-7 柱 穴 104 中期後葉 58-27 22-27

深鉢形土器 1同 _L音 6 1 A-7 柱穴104 中期後葉

深鉢形土器 1 A-6 柱穴478 中期後葉

深鉢形土器 口縁部 1 A-5 中期後葉 57-3 22-3
深鉢形土器 1 A-5 中期後葉

深鉢形土器 1 A-5 中期後葉

深鉢形土器 胴～底部 C-7 中期後葉
22-64
23-20

深鉢形土器 口縁部 1 B-1 中期後葉 57-7 22-7
深鉢形土器 B-1 中期後葉 58-30 22-30

深鉢形土器 』同■ttЬ B-1 中期後葉 22-54

深鉢形土器 B-3 柱穴121 中期後葉 58-44 22-44

深鉢形土器 B-4 中期後葉 22-63

深鉢形土器 B-4 中期後葉 22-53

深鉢形土器 l B-4 中期後葉

深鉢形土器 胴部 1 B-4 柱穴 7 中期後葉 58--37 22-37

深鉢形土器 1同」ヒ音
`

l B-3 中期後葉 58-26 22-26

深鉢形土器 胴部 1 B-5 中期後葉 58--39 22-39

深鉢形土器 口縁部 B-5 中期後葉 57-16 22-16

深鉢形土器 胴下部 1 B-5 中期後葉 58-42 22-42

深鉢形土器 :同

~F音
6 1 B-5 中期後葉 22-50

深鉢形土器 口縁部 1 B-5 中期後葉 57-8 22-8
深鉢形土器 胴 部 1 B-6 中期後葉

深鉢形土器 ]同」L音

`

1 B-5 中期後葉 58-28

深鉢形土器 ]同T音6 1 B-1 中期後葉 58-35 22-35

深鉢形土器 口縁音Ь 1 B-2 土坑 2 中期後葉 57-11 22-H
深鉢形土器 月同」L音

`

1 B-5 中期後葉 58-34 22-34

深鉢形土器 1 B-22 中期後葉 58-33 22-33

深鉢形土器 月同F音

`

1 C-1 土坑102 中期後葉 58-38 22-38

深鉢形土器 胴下部 1 C-2 中期後葉

深鉢形土器 ]同 T音6 1 C-3 耕作土 中期後葉 58--41 22-41

深鉢形土器 1同 F音6 1 C-1 中期後葉 58-45 22-45

深鉢形土器 1 C-5 中期後葉

深鉢形土器 1 C-1 中期後葉 58-40

深鉢形土器 口縁部 1 C-2 中期後葉 22-51

深鉢 形 土器 1 C-1 中期後葉

深鉢形土器 】同T音6 1 C-1 中期後葉 22-59
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器 種 部  分 点数
出 土 地 点

年 代 写真NQ 図NQ 摘 要
グリヽッド 遺 構 。層

深鉢形土器 口縁部 1 C-1 中期後葉

深鉢形土器 口縁音6 1 C-2 配石遺構 中期後葉 57-5 22-5
深鉢形土器 胴部 1 C-2 中期後葉 58-31 22-31
深鉢形土器 胴上部 1 C-3 中期後葉 57-18 22-18

深鉢形土器 口縁部 1 C-3 中期後葉 57-14 22-14

深鉢形土器 口縁部 1 C-4 中期後葉 57-9 22-9
深鉢形土器 胴部 1 C-4 中期後葉 22-56

深鉢形土器 底 部 1 C-4 中期後葉

深鉢形土器 胴部 1 C-4 中期後葉 58-46 22-46
深鉢形土器 1 C-5 中期後葉

深鉢形土器 胴部 1 C-5 中期後葉

深鉢形土器 口縁部 1 C-5 中期後葉 57-4 22-4
深鉢形土器 胴 部 1 C-5 中期後葉 58-32 22-32

深鉢形土器 胴部 1 C-6 中期後葉 58-36 22--36
深鉢形土器 口縁音6 1 竪穴内 中期後葉 49-8 22-60
深鉢形土器 胴上部 1 竪穴内 中期後葉 49-9 22-61
深鉢形土器 竪穴内 中期後葉

深鉢形土器 1 マウンド13 中期後葉 22-49

深鉢形土器 月同」ヒ音6 1 C-7 中期後葉 22-55

深鉢形土器 口縁部 1 C-2 中期後葉

深鉢形土器 1 C-6 中期後葉 57-21 22-21

深鉢形土器 】同二L音6 1 C-6 中期後葉 58-25 22-25

深鉢形土器 口縁部 1 C-6 中期後葉 57-15 22-15

深鉢形土器 1 C-6 中期後葉 22-47

深鉢形土器 口縁部 1 C-6 中期後葉 22-62

深鉢形土器 胴上部 1 C-6 中期後葉 22-48

深鉢形土器 口縁部 1 C-6 中期後葉 57-6 22-6
深鉢形土器 月同T音6 1 C-6 中期後葉

深鉢形土器 口縁部 1 C-6 中期後葉

深鉢形土器 口縁部 1 C-6 中期後葉 57-10 22-10
深鉢形土器 月同音6 1 C-6 中期後葉 58--43 22-43

深鉢形土器 1 C-6 中期後葉

深鉢形土器 胴部 1 C-6 中期後葉 22--58

深鉢形土器 胴下部 C-7 中期末 57-24 22-24
深鉢形土器 月同」L音6 C-7 中期末 57-19 22-19
深鉢形土器 :同」ヒ音

`

1 C-7 中期末 57-17 22-17

深鉢形土器 胴部 C-7 中期末 57-20 22-20

深鉢形土器 胴部 1 C-7 中期末 57-22 22-22

深鉢形土器 胴部 1 C-7 中期末 22-57

深鉢形土器 1 C-4 瓦の下の黒土 不 明 磨減多い

土製円板 1 B-4 49-5 23-4
つる状把手 一部 1 A-5 49- 1 23-1
土偶 ? 1 B-2 49-3 23-3
土製円板 1 A-1 49-4 23-5
つる状把手 一部 1 C-2 49-2 23-2
甕 口縁部 1 A-7 弥生後期 56-6 23-6 櫛 目波状文

頚部 1 C-1 56-5 23-8
1 C-7 57--13 23-7 弥生後期か土師器

土師器壷 ? 口縁部 1 C-6 ロームマウンド 5-6C 56-7 23-11
土師器壺 頚部 1 A-3 5-6C 56-9
台付甕 B-7 9C? 56-1 23--14
台付甕 1 B-7 9C? 56-4 23-13
不 底部 1 A-3 9C? 56-8 内黒不

須恵器 底部 A-5 9C? 39-11 23-17 高台付
須恵器 :同」ヒ音6 1 9C? 34-22 内外に黒色釉

土師器壺 ? 口縁部 1 B-5 56-2 23--10
土師器壺 ? 口縁部 1 C-4 56-3 23-9
土師器壺 ? 胴部 1 C-3 23-12
土師器杯 ? 底部 1 C-2 9C 34-15 23-16 内部に緑色釉
灰釉陶器 (壺 ) 胴部 B-2 9C 30-15 猿投黒笹期

灰釉陶器 (長頚瓶 ) 口頚部 C-4 9C 31-17 23-15 猿投黒笹期

表 9 石器一覧

器 種 部  分 石  質 点数
出 土 地 点

規 模 (cln) 写真NQ 図NQ 摘要
グリッド 層

石 鏃 黒 曜石 A-5 1.8× 1.3× 0.2 50-5 24-5
石 鏃 黒曜石 A-3 2.1× 2.1× 0.6 50-6 24-6
2次加工のある剥片 黒曜石 A-5 3.7× 1.7× 0.4 50-7 24-7

剥片 黒曜石

剥 片 チャー ト
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器 種 部  分 石 質 点数
出 土 地 点

規 模 (cm) 写真NQ E]NQ 摘要
グリッド 層

磨製石斧 刃部折 粘板岩 1 C-2 耕作土 4.0× 2.1× 0.75 50-1 24-1
7 半磨製石斧 刃部折 粘板岩 1 B-1 5.6× 3.1× 1.5 50-2 24-2
定角式磨製石斧 ? 頭部1/3 粘板岩 1 B-7 4.3× 3.7× 1.4 50-3 24-3

9 打製石斧 (短冊形) 全 形 砂岩 1 C-4 11.7× 4.4× 1.8 51-17 24-17
打製石斧 (短冊形 ) 刃部折 緑色岩 B-6 7.3× 4.6× 1.5 51-13 24-13
打製石斧 (短冊形 ) 全形 粘板岩 1 耕作土 12.5× 5.1× 2.5 51-15 24--15
打製石斧 (楔形 ) 全形 砂岩 B-6 5.5× 3.6× 1.8 24-31
打製石斧 (短冊形) 胴中央 ? 緑色岩 1 C-4 8.4× 6.5× 1.8 51-14 24-14
打製石斧 全形 砂岩 B-6 10.2× 8.3× 1.6 51-23 24-23
打製石斧 破片 ? 緑色岩 1 A-8 4.0× 3.5× 1.2 24-32
打製石斧 (短冊形 ) 胴上部折 砂岩 C-4 9.3× 6.7× 2.8 51-18 24-18
打製石斧 (短冊形) 全形 砂岩 B-4 9.3× 4.7× 2.0 51-21 24-21
打製石斧 (短冊形 ) 刃部折 緑色岩 C-7 8.9× 4.2× 0.9 50-10 24-10
打製石斧 (棒状) 全 形 斑欄岩 A-1 耕作土 15.4× 5.8× 3.5 51-25
打製石斧 (短冊形) 胴上部2/3 砂岩 表採 8.8× 5.8× 1.6 51-20 24-20
打製石斧 (短冊形 ) 全 形 砂岩 表採 11.2× 6.8× 2.0 51-22 24-22
打製石斧 (大型石匙形) 全形 砂岩 耕作土 7.3× 7.4× 1.4 51-19 24-19
打製石斧 (短冊形) 全形 砂岩 A-5 耕作土 14.6× 5.6× 2.2 51-16 24-16
打製石斧 (短冊形) 基部 砂岩 集石 4 6.4× 4.5× 1.5 51-24 24-24
打製石斧 (短冊形 ) 全形 砂岩 B-2 土坑上 8.9× 3.9× 1.0 50-H 24-11
破片 ? 全形 チャー ト C-2 3.8× 2.7× 0.7 24-30
破 片 全形 砂岩 C-4 6.9× 4.1× 0.7

磨石 全形 チャー ト B-2 8.3× 5.2× 1.1 51-12 24-12
石 錘 全形 砂岩 A-1 7.3× 3.7× 0.8 50-9 24-9
石 錘 全形 砂岩 表採 4.7× 3.6× 0.9

石 錘 全 形 砂岩 表採 5.0× 4.0× 1.3

敲石 全形 砂岩 1 D-7 16.6× 6.0× 3.6 24-29
砥 石 全形 B-0 9.8× 2.9× 3.0 52-27 24-27
砥 石 柱穴439 6.6× 2.8× 7.3 52-28 24-28
磨石 全形 粘板岩 耕作土 6.3× 3.2× 1.4 50-4 24-4
砥 石 剥 片 B-5 5.7× 3.0× 1.1 52-26 24-26

表 10 中世陶磁器産地別一覧

産  地
〔̀点数〕

器     種 点数 型   式 年  代 部 分
出 土 地 点

写真 NQ D]NQ 摘 要
グリッド 遺構 層

瀬   戸
〔118(103)〕

1 灰釉端反皿か丸皿 大窯 1か 2 16C前 底部 B-5 38-10 27-62
灰釉端反皿か丸皿 大窯 1か 2 16C前 底部 A-6 礫上 39-7 27-57
灰釉端反皿 ? 大窯 ? 口縁部 27-61

4 灰釉丸皿 ? 大窯 2か 3 16C後 底部 A-1 33-6
灰釉丸皿 大窯 3 16C後 口縁～底部 B-7 礫上 39-1 27-58
灰釉丸皿 大窯 3 16C後 口縁部 B-7 礫上 39-2 27-59
7 灰釉内禿皿 大窯 3後 16C後 底部 B-5 30-21 27-60

志野鉄絵皿 第 1小期 15C末 口縁部 B-4 I 38-4
9 黄瀬戸鉢 第 1小期 15C末 口縁部 表採 写真NQな し 表採
橋鉢 後Ⅳ新 15C後 口縁部 C-5 34-7 27-53
橘鉢 後IV新 15C後 口縁部 B-1 掘立 1 32-4 27-54
橘鉢 後Ⅳ新 15C後 口縁部 C-2 34-5
橋鉢 後IV新 15C後 胴部 C-2 柱330 29-10
Im・鉢 後IV新 15C後 底部 C-2 34-27 27-56
橋鉢 後IV 15C後 胴部 B-1 I 35-4
措鉢 後IV～ 大窯 1 15C後 胴部 A-1 35-10
橋鉢 後Ⅳ～大窯 1 15C後 胴部 A-3 垣 33-13
橘 鉢 後Ⅳ ～大窯 1 15C後 胴部 B-1 オ主270 29-14
橘鉢 後Ⅳ～大窯 1 15C後 胴部 A-3 垣 33-16
橋鉢 後IV～ 大窯 1 15C後 口縁部 A-1 35-5
橋鉢 大窯 1 16C前 胴部 -ヽ6/B-1 礫上 35-3 27-55
橘鉢 ? 大窯 ? 16C? 口縁部 B-3 33-12

天 目茶碗 後 Ⅲ 15C前 口縁部 C-1 36-7 26-29
天 目茶碗 後IV古 15C中 口縁部 ヽ-0ノ C― 30-1 26-27
天 目茶碗 後IV古 15C中 口縁部 C-5 I 30-2 26-28
天 目茶碗 後Ⅳ新 ? 15C後 ? 胴部 C-2 I 30-7
天 目茶碗 後Ⅳ新 ? 15C後 ? 胴下部 C-1 31-13

天 目茶碗 後Ⅳ 15C後 胴下部 C-1 36-10
天 目茶碗 後Ⅳ 15C後 胴下部 A-0 土坑 5 33-4
天 目茶碗 後Ⅳ新か大窯 1 15C後 胴下部 A-4 34-28
天 目茶碗 後期 15C 胴下部 A-1 掘立 1 32-9
天 目茶碗 大窯 1 16C前 底部 A-6 31-26 27-66

天目茶碗 大窯 1 16C前 口縁部 C-1 36-6
天 目茶碗 大窯 2 16C中 胴～底部 37-12 27-67

天目茶碗 大窯3か 4 16C後 胴上部 37-4
天目茶碗 大窯 4前 16C後 口縁部 A-4 I 38-2 27-65

灰釉平碗 後Ⅳ古 15C中 口縁部 B-1 31-7
灰釉平碗 後IV古 15C中 口縁部 A-1 掘立 1 32-2 27-38
灰釉平碗 後IV古 15C中 口縁部 B-1 掘立 1 32-1 27-37
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産  地
〔′点数〕

器   種 点数 型   式 年  代 部 分

出 土 地 点
写真NQ 図No 摘 要

グリヽンド 遺構 層

瀬 灰釉平碗 1 後Ⅳ古 15C中 口縁部 B-1 掘立 1 32-7
灰釉平碗 後Ⅳ新 15C後 口縁～底部 B1/C

1/B0
掘立 1
ほか

31-1 27-39 高台は削 り出 し ?
B-1… 2′点、B-2
1`点、 C-2・ …2′点

灰釉平碗 1 1 後Ⅳ新 15C後 底部 C-1 I 30-23 27-4 削 り出 し高台
灰釉平碗 1 1 後IV新 15C後 口縁部 B-1 31-2 27-41
灰釉平碗 1 後IV新 15C後 口縁部 B-1 柱273 29-3
灰釉平碗 1 1 後Ⅳ新 15C後 口縁部 C-2 掘立 2 西拓 下 36-2 27-42
灰釉平碗 1 後Ⅳ新 15C後 口縁～胴下部 B-1 掘立 1 32-6
灰釉平碗 1 1 後Ⅳ新 15C後 口縁部 B-1 柱236 29-1 48と 接合
灰釉平碗 1 l 後Ⅳ新 15C後 口縁部 B-1 31-6 27-44 47と 接合
灰釉平碗 1 後Ⅳ新 15C後 口縁部 A-0 柱417 29-2 27-4
灰釉平碗 1 1 後Ⅳ新 15C後 底部 C-2 31-24 削 り出 し高台

灰釉平碗 1 1 後Ⅳ 15C後 胴下部 C-2 柱 330 29-9
灰釉平碗 1 1 後Ⅳ 15C後 胴下部 A-4 柱13 32-8
灰釉平碗 1 1 後Ⅳ 15C後 胴部 B-4 I 30-19

灰釉平碗 1 1 後Ⅳ 15C後 胴部 B-1 掘立 1 32-3
灰釉平碗 1 1 後Ⅳ 15C後 胴下部 C-1 オ主282 29-7
灰釉平碗 1 後Ⅳ 15C後 胴下部 C-1 柱 279 29-15

灰釉腰折皿 1 1 後Ⅳ新 15C後 底部 A-3 39-4 27-51 58と 接合、削 り出 し高差
灰釉腰折皿 1 1 後Ⅳ新 15C後 底部 B-7 礫上 31-21 27-51 57と 接合、削り出し高雀

灰釉縁釉小皿 1 1 後Ⅲ～Ⅳ 15C中 ～後 胴～底部 C-1 31-22 27-47

灰釉縁釉小皿 1 1 後Ⅳ古 15C中 口縁部 C-2 31-3
灰釉縁釉月ヽ皿 1 1 後Ⅳ古 15C中 口縁部 C-2 I 31-9
灰釉縁釉小皿 1 1 後IV古 15C中 口縁部 B-3 土坑21 33-2
灰釉縁釉小皿 1 1 後IV古 15C中 口縁部 C-1 31-8
灰釉ハサ ミ皿 ? 1 大窯 1? 16C前 ? 底部 C-2 42-29 27-64

灰釉縁釉小皿 1 1 後Ⅲ～Ⅳ 15C中～後 底部 A-1 I 42-26 27-4
鉄釉縁釉小皿 1 1 後IV古 15C中 口縁部 A-0 30-8 27-49

鉄釉仏供 1 後IV古 15C中 底部 B-1 39-12 26-31

鉄釉縁釉小皿 1 1 後Ⅳ 15C後 口縁部 B-2 34-3
鉄釉縁釉月ヽ皿 1 1 後Ⅳ 15C後 底部 B-1 オ主236 29-18 27-5C

錆釉内耳鍋 1 後Ⅲ～ 15C中 ～後 胴～底部 C-2 34-16 27-4
錆釉内耳鍋 1 後Ш～ 15C中 ～後 口縁部 C-3 I 46-4
錆釉内耳鍋 1 1 後 IH～ 15C中～後 口縁部 C-3 34-17 27-4
錆釉内耳鍋 1 1 後Ⅲ～ 15C中 ～後 胴下部 D-3 31-19 外面に油煙あ り

錆釉内耳鍋 1 1 後Ⅲ～ 15C中 ～後 胴下部 C-3 I 46-5
錆釉内耳鍋 1 後Ⅲ～ 15C中～後 底部 C-6 46-21

錆釉内耳鍋 1 1 後Ⅲ～ 15C中 ～後 口縁部 C-6 35-2
灰釉筒形香炉 1 1 後IV古 15C中 口縁部 C-1 36-3
鉄釉袴腰形香炉 1 1 後Ⅳ新 15C後 口縁～胴部 B-1 39-9 26-34
鉄釉祖母懐茶壺 1 1 後期 15C 胴部 A-1 柱458 29-17
鉄釉祖母懐茶壷 1 l 後期 15C :同部 A-8 34-29
鉄釉祖母懐茶壺 1 1 後期 15C 胴部 B-1 38-16
鉄釉祖母懐茶壷 1 1 後期 15C 胴部 C-2 31-20
灰釉四耳壺 2 1 一削 13C前 胴上部 -ヽ6/B‐ 礫/1 30-13
灰釉四耳壺 1 1 中 I～ H 14C前 胴上部 C-7 礫上 39-8
灰釉梅瓶 ? 1 1 中 I～ H? 14C前 ? 胴上部 C-6 46-10
灰釉梅瓶 ? l 1 中 I～ H? 14C前 ? 胴部

灰釉卸皿 1 1 後Ⅳ ? 15C後 ? 口縁部 C-1 30-12 26-35
灰釉卸皿 1 1 後期 15C 底部 B-3 I 30-18 26-36

灰釉盤類 1 後IV 15C後 底部 A-1 I 30-20 26-33
灰釉盤類 1 1 後Ⅳ 15C後 底部 C-4 I 30-22 26-32

灰釉盤類 1 後Ⅳ古 15C中 胴上部 C-1 31-15
灰釉盤類 1 1 後Ⅳ古 15C中 胴部 B-1 31-14
灰釉盤類 1 1 後IV古 15C中 胴下部 A-3 垣 33-15
灰釉盤類 1 後IV古 15C中 胴上部 B-1 33-11

灰釉直縁大皿 l 1 後 (Ⅲ ～) IVせ 15C中 口縁部 C-1 掘立 2 36-5
灰釉卸 目付大皿 1 後Ⅳ古 15C中 口縁部 B-3 I 33-1 27-52
灰釉折縁深皿 1 1 中 H 14C前 口縁部 B-3 I 30-6 98と 接合

灰釉折縁深皿 1 中 H 14C前 口縁部 C-1 36-4 97と 接合

灰釉小壺か小瓶 1 後Ⅲ ～ 15C中 ～後 胴上部 B-2 31-23 26-30
灰釉小壺か小瓶 1 後Ⅲ～ 15C中 ～後

灰釉浅碗 ? 1 1 後Ⅲ～ 15C中 ～後 胴下部 C-1 42-14

鉄釉小坪か小瓶 1 後Ⅲ～ 15C中 ～後 胴下部 B-1 31-18

鉄釉稜皿 ? 1 大窯 2? 16C中 ? 口縁部 C-6 31-10 27-63

東濃・尾張

〔131(130)〕
東濃小皿 1 1 5型式 12C後 ～ 3C前 口縁部 C-5 I 42-5
東 7in小皿 1 5型式 12C後 ～ 3C前 口縁部 B-4 I 42-11

東濃小皿 1 1 5型式 12C後 ～ 3C前 底部 C-5 42-30 28-81

東濃山茶碗 1 5型式古 12C後 胴部 B-6 30-10

東濃山茶碗 1 l 5型式古 12C後 口縁部 B-4 42-19

東濃山茶碗 1 5型式古 12C後 口縁部 B-5 43-7
東濃山茶碗 1 5型式新 13C前 胴～底部 C-3 柱 445 陸穴上月 29-11 28-79
東濃山茶碗 1 5型式新 13C前 口縁部 A-3 垣 33-10 28-77
東濃山茶碗 1 1 5型式新 13C前 口縁部 A-7 礫上 42- 1 28-74
東濃山茶碗 1 5型式新 13C前 口縁部 B-5 42-2 28-75
東濃山茶碗 1 5型式新 13C前 口縁部 B-6 42-3
東濃山茶碗 1 5型式新 13C前 胴下部 B-6 礫 42-

東濃山茶碗 1 5型式新 13C前 口縁部 A-4 42-6
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東濃 。尾張 東濃山茶碗 5型式新 13C前 口縁部 C-1 42-7
東濃山茶碗 5型式新 13C前 口縁部 C-5 I 42-8
東濃山茶碗 5型式新 13C前 口縁部 A-7 42-10 28-76

東濃山茶碗 5型式新 13C前 口縁部 C-4 I 42-12

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴下部 C-6 42-13

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴下部 C-4 42-14

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴上部 C-4 42-15

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴上部 B-4 42-16

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴部 B-6 42-17

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴部 C-7 42-18

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴部 B-6 42-20

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴部 B-7 42-21

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴部 C-7 礫上 42-22

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴部 C-4 I 42-23

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴部 A-5 I 42-24

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴下部 B-4 I 42-25

東濃山茶碗 5型式新 13C前 胴～底部 B-4 42-27 28-78

東濃山茶碗 5型式新 13C前 底部 B-5 I 42-28

東濃山茶碗 11型式古 15C前 口縁部 A-2 ホ主122 29-13

子持ち山茶碗 (東濃) 4型式 12C中 胴下部～底部 C-4 I 30-24 28-80

山茶碗 (尾張 ) 5型式古 12C後 胴下部 C-2 掘立 2 36-8

山茶碗 (中津川 ?) 4-5型 式 12C 胴下部 B-1 I 45-9

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴下部 A-1 柱163 29-6
片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴部 A-1 柱163 29-12

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴上部 A-2 柱129 29-16

片口鉢 (中津 13C後 口縁部 B-5 倒木 3 32-13

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴上部 B-2 I 33-5
片口鉢 (中津川 ) 13C後 口縁部 A-6 43-1

片口鉢 (中津川 ) 13C後 口縁部 B-4 I 43-2 29-93
片口鉢 (中津川 ) 13C後 口縁部 B-5 43-3
片口鉢 (中津川 ) 13C後 口縁部 C-7 43-4 29-89

片口鉢 (中津川 ) 13C後 口縁部 C-7 43-5 29-88
片口鉢 (中津川 ) 13C後 口縁部 B-3 I 43-8 29-91
片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴上部 B-1 43-10

片口鉢 (中津川 ) 13C後 口縁部 C-2 43-12

片口鉢 (中津川) 13C後 胴部 B-5 43-13

片口鉢 (中津川) 13C後 胴上部 A-7 耕作土 43-14

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴部 A-3 I 43-1
片 口鉢 (中津 川 13C後 胴上部 C-3 I 43-1

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴下部 B-5 43-17

片口鉢 (中津川) 13C後 胴下部～底部 A-5 耕作土 43-18 29-92

片口鉢 (中津川 ) 13C後 月同部 A-7 43-20

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴部 B-6 礫 43-21

片口鉢 (中津り:|) 13C後 底部 C-6 43-22

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴下部 A-6 43-24

片口鉢 (中津川 ) 13C後 底部 B-3 43-25 29-98

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴下部～底部 B-4 】 43-26 29-96

片口鉢 (中津川 ) 13C後 口縁部 29-90

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴上部

片白鉢 (中津川 ) 13C後 胴下部

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴下部～底部 29-97

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴下部～底部 29-94

片口鉢 (中津川 ) 13C後 用同部

片口鉢 (中津川) 13C後 胴上部

片口鉢 (中津川) 13C後 胴下部

片口鉢 (中津川) 13C後 胴部

片口鉢 (中津川) 13C後 底部

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴部

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴部 29-95

片口鉢 (中津川 ) 13C後 胴下部

こね鉢 (尾張) 12C末 口縁部 A-2 柱123 29-5
こね鉢 (尾張 ) 12C末 胴部 C-1 土坑南 36-17

こね鉢 (尾張 ) 12C末 口縁部 D-2 耕作土 43-6 29-84
こね鉢 (尾張 ) 12C末 口縁部 A-7 43-9
こね鉢 (尾張 ) 12C末 胴上部 B-5 43-19

こね鉢 (尾張 ) 12C末 胴下部 B-5 43-23 187と 接合

こね鉢 (尾張 ) 12C末 胴下部～底部 C-4 I 43-27 29-87

こね鉢 (尾張 ) 12C末 胴下部 D-2 46-11

こね鉢 (尾張 ) 12C末 胴部 B-7 46-17

こね鉢 (尾張 ) 12C末 胴下部 C-7 46-22

こね鉢 (尾張 ) 12C末 胴下部 C-4 46-23 29-86 182と 接合

こね鉢 (尾張 ) 12C末 胴部 A-4 I 46-28

こね鉢 (尾張 ) 12C末 口縁部 29-85

甕 (中津り||) 13C後 胴部 A-1 掘立 1 32-11

甕 (中津川) 13C後 胴部 C-2 掘立 2 36-12

甕 (中津川) 13C後 胴部 C-2 掘立 2 36-16

甕 (中津川) 13C後 胴部 C-1 掘立 2 36-18

甕 (中津川) 13C後 底部 A-7 里石黒土 44-25

甕 (中津川 ) 13C後 頚部 C-7 礫上 45-1

甕 (中津り!|) 13C後 胴上部 C-4 45-2
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東濃・尾張 甕 (中津川) 13C後 胴部 B-7 I 45-3
甕 (中津川 ) 13C後 胴部 A-6 45-4
甕 (中津川 ) 13C後 胴部 B-5 礫上 45-5
甕 (中津川) 13C後 胴部 C-5 I 45-6
甕 (中津りl ) 13C後 胴上部 A-1 I 45-7
甕 (中津り| ) 13C後 胴上部 B-6 45-8
甕 (中津り| ) 13C後 胴上部 B-6 礫層中 45-10
甕 (中津り| ) 13C後 胴部 B-6 黒土中 45-11
甕 (中津りl ) 13C後 胴上部 B-1 礫上 45-12
甕 (中津りl ) 1 13C後 胴部 B-5 45-13
甕 (中津り| ) 13C後 胴部 C-2 45-14
甕 (中津′! ) 13C後 胴部 A-6 45-15
甕 (中津りl ) 13C後 胴部 B-7 礫上 45-16
甕 (中津り| ) 13C後 胴部 表採 45-17
甕 (中津り| ) 13C後 胴下部～底部 B-7 礫上 45-18 28-73
甕 (中津り| 13C後 胴部 表採 45-19
甕 (中津り| ) 13C後 胴上部 A-6 45-20
甕 (中津り| ) 13C後 胴部 C-7 45-21
甕 (中津りl ) 13C後 胴部 B-5 I 45-22

甕 (中津り| ) 13C後 胴下部～底部 28-72

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

222 甕 (中津り| 13C後 I同部

甕 (中津りl ) 13C後 胴部

甕 (中津りl ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

227 甕 (中津り| ) 13C後 胴部

228 甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

甕 (中津り| ) 13C後 胴部

東濃か常滑 甕 (中津川か常滑 ) 13C後 胴部

235 甕 (中津川か常滑 ) 13C後 胴部

常   滑
〔57(51)〕

広 口壼 中野編年 3～ 4 12C後 胴上部 B-1 46-2 28-71 耳がつ く 237と 接合
広 口壷 中野編年 3～ 4 12C後 胴上部 C-1 掘立 2 36-1 28-71 236と 接合
甕 (常滑 ) 中野編年 2 12C後 口縁部 C-1 36-11 12C第 3四 半期
甕 (常滑) 中野編年 2 12C後 口縁部 C-6 44-1 28-70 12C第 3四半期  245と

接合

甕 (常滑) 1 中野編年 2 12C後 口縁部 B-6 礫層中 44-2 28-69 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 口縁部 B-6 44-3 28-68 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 口縁部 C-5 44-4 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 口縁部 B-5 44-5 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 口縁部 C-7 44-6 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 中野編年 2 12C後 頚部 B-7 44-7 12C第 3四半期 239と

接合

甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 C-4 44-8 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 C-5 I 44-9 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 C-6 44-10 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 口縁部 C-6 44-11 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 C-6 44-12 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 B-3 I 44-14 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 C-4 I 44-15 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 目同1謳 C-6 44-16 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 B-5 44-17 12C第 3四半期
甕 (常滑) 1 中野編年 2 12C後 胴部 B-7 44-18 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 B-4 I 44-19 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 A-7 44-20 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 C-7 44-21 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 C-6 44-22 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 C-6 44-23 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) l 中野編年 2 12C後 胴部 B-4 44-24 12C第 3四半期

262 甕 (常滑) 1 中野編年 2 12C後 胴部 B-5 44-26 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 44-27 12C第 3四半期
甕 (常滑 ) 1 中野編年 2 12C後 胴部 表採 44-28 12C第 3四半期

甕 (常滑) l 中野編年2-3 12C後 口縁部 46-1
甕 (常滑 ) 12C? 胴部 A-1 I 46-12 口縁部ないため詳細不

明も12Cの可能性高い

甕 (常滑 ) 12C? 胴上部 C-5 I 46-9 同上

甕 (常滑 ) 12C? 胴部 C-3 I 46-8 同上

甕 (常滑) 12C? 胴部 B-1 掘立 1 ―/H 32-5 同上

甕 (常滑 ) 12C? 胴部 C-6 46-15 同上

甕 (常滑) 12C? 胴部 B-6 46-14 同上

272 甕 (常滑 ) 12C? 胴部 A-2 I 46-19 同上

甕 (常滑) 12C? 胴部 B-2 46-24 同上

甕 (常滑 ) 12C? 胴部 C-6 44-13 同上
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常 滑 甕 (常滑 ) 12C? 胴部 C-7 46-16 同上

甕 (常滑 ) 12C? 胴部 C-3 I 46-20 同上

277 甕 (常滑 ) 1 12C? 日同部 B-3 I 46-7 同 上

甕 (常滑 ) 12C? 胴部 B-2 耕作土 36-5 同上

甕 (常滑 ) 12C? 胴部 C-2 46-25 同上

甕 (常滑 ) 12C? 胴部 C-3 I 46-13 同上

甕 (常滑 ) 1 12C? 胴部 A-6 46-27 同上

甕 (常滑 ) 12C? 胴部 C-3 掘立 2 33-8 同上

甕 (常滑) 12C 胴部 A-6 46-26 同上

甕 (常滑) 12C? 胴部 C-4 46-18 同上

甕 (常滑) 12C? 胴部 B-6 46-6 同上

広 口瓶 中野編年2～ 3 12C後 頚部 C-3 46-3
中   国
〔61(61)〕

自磁碗 4類 12C後 ～ 3C前 口縁部 C-6 40-5 26-17
白磁碗 4類 12C後 ～ 3C前 口縁部 B-7 40-6 26-14

289 白磁碗 4類 12C後 ～ 3C前 口縁部 C-7 40-7 26-18
白磁碗 1 4類 12C後 ～ 3C前 口縁部 C-6 40-12 26-12

白磁碗 l 4類 2C後 ～ 3C前 口縁部 B-4 40-13 26-1

白磁碗 1 4類 2C後 ～ 3C前 胴下部 C-6 40-17

白磁碗 1 4類 2C後 ～ 3C前 胴下部 A-5 I 40-18

白磁碗 4類 2C後 ～ 3C前 胴部 B-5 40-19

295 白磁碗 1 4類 2C後 ～ 3C前 胴下部 C-6 礫上 40-20

白磁碗 1 4類 12C後 ～ 3C前 胴下部～底部 A-4 I 40-21

白磁碗 1 4類 12C後 ～3C前 胴下部 D-0 40-22

298 白磁碗 1 4類 12C後 ～ 3C前 胴下部～底部 C-2 40-25

白磁碗 4類 12C後～3C前 底部 C-3 I 40-26 26-20

白磁碗 4類 2C後 ～ 3C前 底部 C-5 40-28 26-19

白磁碗 4類 2C後 ～ 3C前 底部 B-5 40-29 26-16

白磁碗 1 4類 12C後 ～13C前 胴下部 B-2 41-12 B-2と C-2の 境界部拐
白磁碗 1 4類以外 12C後 ～13C前 口縁部 C-6 礫 中 40-3 26-15
白磁碗 1 4類以外 12C後 ～13C前 口縁部 B-6 40-9
白磁碗 1 4類以外 12C後 ～13C前 口縁部 C-5 40-10

白磁碗 1 4類以外 12C後 ～13C前 口縁部 C-5 40-14

同安窯系青磁碗 1 12C後 -13C前 月同部 C-5 41-9
同安窯系青磁碗 1 12C後 ～13C前 胴部 C-7 41-10

同安窯系青磁碗 1 12C後 ～13C前 月同部 B-5 I 41-16

同安窯系青磁碗 1 12C後 -13C前 胴下部～底部 B-5 41-17 26-5
同安窯系青磁碗 1 12C後 ～13C前 胴部 B-5 41-18

同安窯系青磁碗 1 12C後 ～13C前 胴部 41-19

同安窯系青磁碗 1 12C後 ～13C前 胴下部 B-4 41-21

同安窯系青磁碗 12C後 ～13C前 胴下部～底部 B-8 41-23 26-4
同安窯系青磁碗 1 12C後 ～13C前 底部 C-7 41-24 26-9
同安窯系青磁碗 1 12C後 -13C前 胴部 C-7
同安窯系青磁皿 l 12C後 ～13C前 口縁部 C-5 40-2 26-3
同安窯系青磁皿 l 12C後 ～13C前 底部 C-1 40-24

同安 (器種不明 ) 1 12C後 ～13C前 口縁部 C-7 41-4

劃花文碗 1 13C前 口縁部 C-6 41-20

劃花文碗 1 13C前 底部 B-1 耕作土 41-25 26-6

白磁 口禿皿 1 13C後 ～ 4C初 口縁部 C-6 40-11 26-24

白磁 口禿皿 13C後 ～ 4C初 底部 C-3 I 40-23 26-25

竜泉窯系青磁碗 B一 群 13C後 ～ 4C初 胴部 B-3 土坑21 33-3
325 竜泉窯系青磁碗 B一 群 3C後～ 4C初 胴下部 C-6 38-15

竜泉窯系青磁碗 B― 群 3C後～ 4C初 口縁部 C-6 41-1 26-1
竜泉窯系青磁碗 B― 群 13C後 ～ 4C初 口縁部 C-4 41-2
竜泉窯系青磁碗 B― 群 13C後 ～ 4C初 口縁部 B-6 41-3
竜泉窯系青磁碗 B一 群 3C後 ～ 4C初 口縁部 B-4 I 41-7 26-2
竜泉窯系青磁碗 B一 群 3C後～ 4C初 口縁部 C-6 41-8
竜泉窯系青磁碗 B一 群 3C後 ～ 4C初 口縁部 B-6 41-11

竜泉窯系青磁碗 B一 群 3C後 ～ 4C初 胴部 C-7 41-13

竜泉窯系青磁碗 B― 群 3C後 ～ 4C初 底部 B-4 I 41-14 26-7
竜泉窯系青磁碗 B― 群 3C後 ～ 4C初 胴部 C-4 I 41-15

竜泉窯系青磁碗 B― 群 3C後 ～ 4C初 胴下部～底部 C二 7 41-22 26-8

青自磁水注 13C後 ～14C初 胴部 B-4 40-8

壺か瓶の類 14C以前 胴部 A-0 柱410 上 層 29-8
壺か瓶の類 14C以前 胴部 B-3 33-11

壺か瓶の類 14C以前 胴～底部 C-8 耕作土 40-30 26-23

竜泉窯系青磁碗 15C前 口縁部 C-1 41-6 26-10 雷文帯がつ く
竜泉窯系青磁碗 15C前 口乾慶% A-7 41-5 26-11

染付皿 B-1群 15C前 底部 C-4 耕作土 37-14 26-22

白磁端反皿 15C後 ～16C初 口縁部 A-7 耕作土 40-15

不明白磁 口縁部 B-5 40-1
不明白磁 口縁部 C-5 40-4 26-21
不明白磁 胴部 C-2 40-16

不 明 白磁 底部 B-1 40-27 26-26

産 地 不 明 鉢 (産地不明 ) 不 明 胴部 C-6 35-8 28-83 350と接合 349も 同一固働
349 鉢 (産地不明 ) 不 明 口縁部 C-6 35-9 348、 350と 同一団体

鉢 (産地不明) 不 明 底部 C-6 35-12 28-83 348と接合 349も 同一回体

瓦器 15C A-6 34-4 28-82

点数の欄には、まず接合前の点数を記し、カッコ内に接合後の点数を記した。総点数は「373(351)」 。このほか、中世には在地産と思われる内耳鍋

破片 (時期不明)が65点出土している。
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グリット 器  種 年  代
A-0 337 壺か瓶の類 14C以前

鉄釉縁釉小皿 15C中
天 目茶碗 15Cイ麦

灰釉平碗 15C後
天目茶碗 15C中

B-0 灰釉平碗 15C後
D-0 自磁碗 12C後～13C前
A-1 266 甕 (常滑) 12C?

片 口鉢 (中 津 り||) 13Cイ麦

片口鉢 (中津川) 13C後
甕 (中津川 13C後
甕 (中津川 13C後
天目茶碗 15C
鉄釉祖母懐茶壷 15C
灰釉平碗 15C中
灰釉縁釉小皿 15C中 ～後
描鉢 15C後
橋鉢 15C後
灰釉盤類 15C後
灰釉丸皿 ? 16C後

B-1 広 口 壼 12Cイ麦

山茶碗 (中津川?) 12C
甕 (常滑 ) 12C?
割花文碗 13C前
片 口鉢 (中津 りll) 13C後

205 甕 (中津川 13C後
鉄釉祖母懐茶壷 15C
灰釉平碗 15C中

灰釉平碗 15C中
灰釉平碗 15C中
鉄釉仏供 15C中

灰釉盤類 15C中
灰釉盤類 15C中
鉄釉小坪か小瓶 15C中 ～後
橘鉢 15C後
播 鉢 15C後
橘鉢 15C後
灰釉平碗 15C後
灰釉平碗 15C後
灰釉平碗 15C後
灰釉平碗 15C後
灰釉平碗 15C後
灰釉平碗 15C後

灰釉平碗 15C後
鉄釉縁釉小皿 15C後
鉄釉袴腰形香炉 15C後
不明白磁

C-1 広口壺 12C後

甕 (常滑) 12C後
こね鉢 (尾張 ) 12C末
同安 窯 系青 磁 皿 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
甕 (中津川) 13C後
灰 釉折縁 深皿 14C前
天目茶碗 15C前

竜泉窯系青磁碗 15C前
天 目茶碗 15C中

灰釉縁釉小皿 15C中

灰釉筒形香炉 15C中

灰釉盤類 15C中

灰釉直縁大皿 15C中

灰釉縁釉小皿 15C中 ～後
灰釉浅碗 ? 15C中 ～後
天目茶碗 15C後
灰釉平碗 15C後

灰釉平碗 15C後

灰釉平碗 15C後
灰釉平碗 15Cイ麦

天目茶碗 15C後 ?
灰釉卸皿 15C後 ?
天目茶碗 16C前

A-2 こね鉢 (尾張) 12C末
甕 (常滑) 12C?
片口鉢 (中津川 ) 13C後
東濃山茶碗 15C前

B-2 甕 (常滑) 12C ?

甕 (常滑 ) 12C

表‖ 中世陶磁器出土グリッド別一覧
グリット 器  種 年  代
B-2 白磁碗 12C後～13C前

片口鉢 (中津川) 13C後
灰釉/Jヽ壺か/jヽ瓶 15C中 ～後
鉄釉縁釉小皿 15C後

C-2 山茶碗 (尾張 ) 12C後
279 甕 (常滑) 12C ,

自磁碗 12C後～13C前
片口鉢 (中津川) 13Cイ麦

甕 (中津り||) 13C後
甕 (中津川) 13C後
甕 (中津川) 13C後
鉄釉祖母懐茶壺 15C
灰釉縁釉小皿 15C中
灰釉縁釉小皿 15C中
錆釉内耳鍋 15C中 ～後
信鉢 15C後
措 鉢 15C後
橋 鉢 15C後
灰釉平碗 15C後
灰釉平碗 15Cイ麦

灰釉平碗 15C後
天目茶碗 15C後 ?
灰釉ハ サ ミ皿 ? 16C前 ?
不明白磁

D-2 こね鉢 (尾張 ) 12C末
こね鉢 (尾張 ) 12C末

A-3 東濃山茶碗 13C前
片 口鉢 (中津 川 ) 13C後
灰釉盤類 15C中

指 鉢 15C後
橘鉢 15C`麦

灰釉腰折皿 15C後
B-3 甕 (常 滑 ) 12C後
277 甕 (常滑) 12C ?

片 口鉢 (中津 川 ) 13Cイ麦

片 口鉢 (中津 川 ) 13C後
竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
灰釉折縁 深 皿 14C前

338 壺か瓶の類 14C以前
灰釉 卸 皿 15C
灰釉縁釉小皿 15C中
灰釉卸 日付 大 皿 15C中
信鉢 ? 16C

C-3 広口瓶 12C後
甕 (常滑) 12C
甕 (常滑) 12C ?

甕 (常滑 ) 12C
甕 (常滑) 12C ?

自磁碗 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
片口鉢 (中津川) 13C後
白磁口禿皿 13C後～14C初
錆釉内耳鍋 15C中 ～後
錆釉内耳鍋 15C中 ～後
錆釉内耳鍋 15C中 ～後

D-3 錆釉内耳鍋 15C中 ～後
A-4 こね鉢 (尾張 ) 12C末

白磁碗 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
天目茶碗 15C後
灰釉平碗 15C後
天目茶碗 16C後

B-4 東濃山茶碗 12C後

甕 (常滑) 12C後

甕 (常滑) 12C後
東濃小皿 12C後～13C前
白磁碗 12C後～13C前
同安 窯系青磁 碗 12C後～13C前
灰釉四耳壺 13C前
東濃山茶碗 13C前
東濃山茶碗 13C前
東濃 山茶碗 13C前
片口鉢 (中津川) 13C後
片口鉢 (中津川) 13C後

329 竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
青白磁水注 13C後～14C初

グリット 器  種 年  代
B-4 灰釉平碗 15C後

志野鉄絵皿 15C末
C-4 子持ち山茶碗(東濃) 12C中

甕 (常滑) 12C後
252 甕 (常滑) 12C後
こね鉢 (尾張) 12C末
こね鉢 (尾張 ) 12C末
甕 (常滑 ) 12C
東濃山茶碗 13C前
東濃山茶碗 13C前
東濃山茶碗 13C前
東濃山茶碗 13C前
甕 (中津り!|) 13C後
竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
染 付 皿 15C前
灰釉盤類 15C後

A-5 白磁碗 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
片口鉢 (中津川 13C後

B-5 東濃山茶碗 12C後
甕 (常滑) 12C後
甕 (常滑 ) 12C後
甕 (常滑) 12C後
こね鉢 (尾張 ) 12C末
こね鉢 (尾張 ) 12C末

294 白磁碗 12C後～13C前
白磁碗 12C後～13C前
同安窯系青磁碗 12C後～13C前
同安窯系青磁碗 12C後～13C前
同安窯系青磁碗 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
東濃山茶碗 13C前
片口鉢 (中津川) 13C`麦

片口鉢 (中津川) 13C後
片口鉢 (中津川) 13C後
甕 (中津 り||) 13C後
甕 (中津川) 13C後
甕 (中津 りll) 13C後
片口鉢 (中津川) 13C後

1 灰釉端反皿か丸皿 16C前
灰釉内禿皿 16C後
不明白磁

C-5 甕 (常滑) 12C後
甕 (常滑) 12C後
甕 (常滑) 12C
東濃小 皿 12C後～13C前
東濃小皿 12C後～13C前
白磁碗 12C後～13C前
自磁碗 12C後～13C前
自磁碗 12C後～13C前
同安窯系青磁碗 12C後～13C前

317 同安 窯 系青磁 皿 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
甕 (中津川) 13C後
天目茶碗 15C中
橋 鉢 15C後
不明白磁

A-6 281 甕 (常滑) 12C ,

甕 (常滑) 12C
灰釉四耳壺 13C前
片口鉢 (中津川) 13C後
片口鉢 (中津川 ) 13C後
甕 (中津川) 13C後
甕 (中津り!|) 13C後
甕 (中津り!|) 13C後
瓦器 15C
灰釉端反皿か丸皿 16C前
播鉢 16C前
天目茶碗 16C前

B-6 東濃山茶碗 12C後
240 甕 (常滑 ) 12C後
甕 (常滑) 12C後
甕 (常滑) 12C

285 甕 (常滑) 12C
白磁碗 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
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グリット 器   種 年  代
B-6 東濃山茶碗 13C前
125 東濃山茶碗 13C前
東濃山茶碗 13C前
片口鉢 (中津川 ) 13C後
甕 (中津 川 ) 13C後

甕 (中津川) 13C後
甕 (中津川) 13C後
竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
竜泉窯系青磁碗 13C後 ～14C初
揺鉢 16C前

C-6 甕 (常滑) 12C後

甕 (常滑) 12C後

甕 (常滑) 12Cイ麦

甕 (常滑) 12C後
253 甕 (常滑) 12C後
甕 (常滑 ) 12C後

甕 (常滑) 12C後

甕 (常滑 ) 12C
甕 (常滑 ) 12C ?

287 白磁 碗 12C後 ～13C前
290 白磁碗 12C後～13C前
白磁碗 12C後～13C前

295 自磁碗 12C後～13C前
自磁碗 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
花文碗 13C前
片口鉢 (中津川) 13C後
白磁 口禿皿 13C後～14C初
竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
竜泉窯系青磁碗 13C後～14Cれ
灰釉梅瓶 ? 14C前 ?
錆釉内耳鍋 15C中 ～後
錆lTB内耳鍋 15C中 ～後
鉄 釉稜 皿 ? 16C中 ?

鉢 (産地不明) 不 明

鉢 (産地不明) 不 明

鉢 (産地不明) 不 明

A-7 257 甕 (常滑 ) 12C後
こね鉢 (尾張 ) 12C末
東濃山茶碗 13C前
東濃山茶碗 13C前

グリット 器  種 年  代
A-7 片口鉢 (中津川) 13C後

片口鉢 (中津川) 13C後
甕 (中津 川 ) 13C後
竜泉窯系青磁碗 15C前
白磁端反皿 15C後～16C初

B-7 甕 (常滑 ) 12C後
255 甕 (常滑) 12C後
こね鉢 (尾張 ) 12C末
白磁碗 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
甕 (中津川) 13C後
甕 (中津り!|) 13C後
甕 (中津川) 13C後
灰釉腰折皿 15C後
灰釉丸皿 16C後
灰釉九皿 16C後

C -7 甕 (常滑 ) 12C後
甕 (常滑) 12C後
こね鉢 (尾張 ) 12C末

275 甕 (常滑) 12C ,

白蔵節魔 12C後～13C前
同安窯系青磁碗 12C後～13C前
同安窯系青磁碗 12C後～13C前
同安窯系青磁碗 12C後～13C前
同安 (器種 不 明 ) 12C後～13C前
東濃山茶碗 13C前
東濃山茶碗 13C前
片口鉢 (中津川) 13Cイ麦

片口鉢 (中津川) 13C後
甕 (中津川) 13C後
甕 (中津川) 13C後

332 竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
竜泉窯系青磁碗 13C後～14C初
灰釉四耳壷 14C前

A-8 鉄釉祖母懐茶壷 15C
B-8 同安窯系青磁碗 12C後～13C前
C-8 壺か瓶の類 14C以前
不 明 263 甕 (常滑) 12C後

甕 (常滑) 12C後
265 甕 (常滑) 12C後
こね鉢 (尾張 ) 12C末
同安窯系青磁弓 12Cイ麦～13C膚

グリット 器  種 年  代

不明 片口鉢 (中津川 13C後
片 口鉢 (中津 り|| 13C後
片口鉢 (中津川) 13C後
片口鉢 (中津川 13C後
片口鉢 (中津川 13C後
片口鉢 (中津川) 13C後
片口鉢 (中津川 13C後
片口鉢 (中津川) 13C後
片 口鉢 (中津 川 ) 13C4麦

片口鉢 (中津川) 13C後
片口鉢 (中津川 13C後
片口鉢 (中津川) 13C後
片口鉢 (中津川) 13C後
甕 (中津 川 ) 13C後
甕 (中津川) 13C後
甕 (中津川 ) 13C後
甕 (中津り!|) 13C後
甕 (中津 川 ) 13C後
甕 (中津り:|) 13C後
甕 (中津り!|) 13C後
甕 (中津りll 13C後
甕 (中津川 13C後

223 甕 (中津川) 13C後
甕 (中津リ 13C後

225 甕 (中津リ 13C後
甕 (中津川) 13C後

227 甕 (中津リ) 13C後
甕 (中津川 ) 13C後

甕 (中津リ) 13C後
230 甕 (中津り| ) 13C後

甕 (中津り| ) 13C後
甕 (中津り| ) 13C後

甕 (中津りl ) 13C後

甕 (中津川か常滑) 13C後

甕(中津川か常滑) 13C後
灰釉梅 瓶 ? 14C前 ?

灰釉小壺か小瓶 15C中 ～後
黄瀬戸鉢 15C末
天目茶碗 16C中
天 目茶碗 16C後
灰釉端反皿 ?

グ|リット 年  代 器  種

C-4 12C中 子持ち山茶碗 (東濃

B-1 12C後 広 口

C-1 12C後 広 口壼

C-1 12C後 甕 常滑 )

C-2 12C後 山茶碗 (尾張)
B― 12C後 甕 常滑 )

C-3 12C後 広口瓶

B-4 12C後 東 濃 山茶碗

B-4 12C後 甕 (常滑)
B-4 12Cイ麦 甕 常滑

C-4 12C後 警 常 滑

C-4 12C後 常 滑

B-5 12Cイ麦 濃 山獅

B-5 12C`麦 常滑 )

B-5 12C後 甕 常 滑 )

B-5 12C後 甕 常滑)

C-5 12C後 審 ,f})

C-5 12C後 甕 ツf})

B-6 12C後 東濃山茶碗
R-6 12C後 甕 常 滑 )

B-6 12C 甕 常滑 )

C-6 12C 甕 常滑)
C-6 12Cイ 甕 常滑)
C-6 12C 甕 常滑)
C-6 12C` 甕 常滑)

12Cイ 甕 常滑)
C-6 12C` 甕 (常滑)
C-6 12C`麦 甕 常滑)

A-7 12Cイ麦 甕 (常滑)

B-7 12C後 245 甕 (常滑 )

B-7 12Cイ愛 255 甕 (常滑)

C-7 12C後 甕 (常滑 )

C-7 12C後 甕 (常滑)
12Cイ麦 甕 (常滑)

表 12 中世陶磁器年代別一覧

グリッ 年  代 器  種

12C後 甕 (常滑)
12C後 甕 常滑)

C-1 12C末 こね鉢 (尾張 )

A-2 12C末 こね鉢 (尾張 )

D-2 12C末 こね鉢 (尾張)
D-2 12C末 こね鉢 (尾張)
A-4 12C末 こね鉢 (尾張 )

C-4 12C末 こね鉢 (尾張 )

C-4 12C末 こね鉢 (尾張)
B-5 12C末 こね鉢 (尾張)

B-5 12C末 こね鉢 (尾張 )

A-7 12C末 こね鉢 (尾張 )

B-7 12C末 こね鉢 (尾張

C-7 12C末 こね鉢

12C末 こね鉢 (尾張 )

B-1 12C 山茶碗 (中津川 ?

A-1 12C 甕 常滑

B-1 12C 269 甕 常 滑

A-2 12C ? ,嘔})

B-2 12C 滑 )

B-2 12C 常滑)

C-2 12C ? 常滑)
B-3 12C 常滑)
C-3 12C 常滑)
12C? 常滑)

C-3 12C? 常滑)
C-3 12C 282 常滑)

C-4 12C? 甕 常滑)

C-5 12C? 甕 常滑 )

A-6 12C? 甕 常滑 )

A-6 12C? 甕 (常滑)

B-6 12C? 甕 (常滑)
B-6 12C? 甕 (常滑)

C-6 12C? 甕 (常滑)

グリット 年  代 器   種

C-6 12C (常 滑 )

C-7 12C ? (常 滑 )

D-0 12C後～13 C l 白磁碗

C-1 12C後～13C 同安 窯 系青磁 皿

B-2 12C後～13C 白職畑

C-2 12C後～13C前 白覇畑

C-3 12C後～13C南 白磁 碗

A-4 12C後～13C 白磁碗

B-4 12C後～13C 東 濃小 皿

B-4 12C後～13C' 白磁 碗

B-4 12C後～13C' 同安 窯系青磁 碗

A-5 12C後～13C下 白磁碗

B-5 12C後 ～13C前 白磁碗

B-5 12C後 ～13C雨 自磁碗

B-5 12C後 ～13C前 同安窯系青磁碗

B― 12C後 ～13C前 同安 窯 系青磁 碗

B-5 12C後～13C前 同安 窯 系青磁碗

C-5 12C後～13C前 東濃 月 Iヽlll

C-5 12C後～13C前 東濃小皿

C-5 12C後～13C前 白磁碗

C-5 12C後～13Cコ 白磁碗

C-5 12C後～13C 白磁 碗

C-5 12C後～13C 同安 窯 系青磁 碗

― S 12C後～13C 同安 窯 系青磁 皿

B-6 12C後～13C前 白磁碗

C-6 12C後～13C前 白磁碗
C-6 12C後～13C前 290 白磁碗
C-6 12C後～13C前 292 自磁碗
C-6 12C後～13C前 295 白磁碗
C-6 12C後～13C前 白磁碗

B-7 12C後～13C前 白磁碗

C-7 12C後～13C前 白磁碗

C-7 12C後～13C前 同安窯系青磁碗

C-7 12C後～13C前 同安窯系青磁碗
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グリヽパ 年 代 器 種

C-7 12C後～13C前 同安窯系青磁碗
C-7 12C後～13 C l 同安 (器種 不 I

-8 12C`麦 ～ 3C前 同安 窯 系青磁碗

12C後～13Cl 同字 窯 系青磁移

13C前 到花文碗

C-1 13C前 濃 山茶碗

A-3 13C前 1 濃 山茶碗

C-3 13C前 濃 山茶碗

A-4 13C前 東 溝 山本補

-4 13C前 東 7in山茶碗

B-4 13C前 東 濃 山本碗

-4 13C前 東 7in山茶碗

B-4
A-6 13C前 灰釉四耳壷

じ-4 13C前 濃 山 揃

C-4 13C前 濃 山茶碗

C-4 13C前 123 東濃 山 碗
C-4 13C前 濃 山 職

A― 13C 濃 山茶碗

B-5 13C 濃 山 勁

-5 13C前 東 濃 山茶碗

C-5 13C前 東 濃 山茶碗

-6 13C前 東 濃 山茶碗

B-6 13 C I 濃 山茶碗

B― 13C 濃 山 勁

B-6 13C前 東 濃 山 勁

C-6 13C前 東 濃 山茶碗

じ ― 13C前 劃花文碗

A-7 13C l 東 濃 山茶碗

A-7 13C l 東 濃 山 碗

B-7 13C 東 濃 山 職

C― 13C前 東 濃 山 勁

C-7 13 C l 東濃山茶碗
A-1 13Cイ 片 口鉢 中津 川

A-1 13Cイ麦 片 口鉢 中

A-1 13C後 覆 中i君り|

A-1 13Cイ麦 甕 中津りl

B-1 13C後 片 口鉢 (中津 り:|

B-1 13Cイ麦 中津り||

C-1 13C後 奪 中津J‖
A― 13Cイ麦 片 口鉢 中

B-2 13C後 片 口鉢 (中津 川

13C後 片 口鉢 中津 り||

C-2 13C後 甕 中津 り|

C-2 13C後 1921

C-2 13C後 2071

A-3 13Cそ髪 口 鉢

B-3 13C後 片 口鉢 中津 川

B-3 13C後 片 口鉢 中津 川

C-3 13C後 片 口鉢 中津川
B-4 13C後 片口鉢 中津川
B-4 13C後 片口鉢 中津川
C-4 13C後 甕 中津川)
A-5 13C後 片 口鉢

B-5 13C後 片 口鉢

B-5 13Cイ麦 片 口鉢 中津川
B-5 13Cイ麦 片 口鉢 中津川
B-5 13Cイ麦 片 口鉢 中津 川

B-5 13Cイ麦 甕 中津川 )

B-5 13Cイ麦 206 甕 中津 りll)

B-5 13C`麦 甕 中津 り!|)

C-5 13C`麦 甕 中津川 )

A-6 13Cイ麦 片 口鉢 中津 川

A-6 13Cイ麦 片 口鉢 中津川
A-6 13Cイ麦 甕 中津り||)

A-6 13Cイ麦 208 甕 中津りll)

A-6 13Cイ麦 中津り||)

B-6 13Cイ麦 片 口鉢 中津 川

B-6 13C後 中津 り|

B-6 13Cイ麦 中津り|

B-6 13C後 甕 中津川

C-6 13C後 片 口 鉢 中津 りll

A-7 13C後 片 口 鉢 中津 りll

A-7 13Cイ麦 片口鉢 中津川
A-7 13C`麦 甕 中津川
B-7 13C後 甕 中津川
B-7 13C`麦 209 甕 中津り:|

B-7 13Cイ麦 甕 中津川

C-7 13C後 片口鉢 中津川
C-7 13C`羞 片口鉢 中津川
C-7 13Cイ麦 中注 ‖1

C-7 13Cイ麦 中注り‖

13Cイ麦 片 口鉢 中津 りll

13Cイ麦 片口鉢 中津川
13Cイ麦 片 口鉢 中津 川

グリット 年 代 器 種

13C後 片 口鉢 中注 川

13C後 片 口鉢 中津 川

13C後 片 口鉢 中津 川

13C後 片 口 鉢 中津 川

13C後 片 口鉢 中津 りll

13C後 片 口鉢 中津 りll

13C後 片 ロ鉢 中津 り!|

13C後 片 口 鉢 中 週EIl

13C 片 口 鉢 中津 川

13C後 片 口鉢 中津′‖

13C後 2101 中津 り||

13C後 2121

13C後
13C後 217

13C後 審 中注 り|

13C後 甕 中津 りl

13C後 四 甕 中津 りl

13C後 審 津り‖

13C後 222 津りll

13C後 型 甕 中津 り| )
13C後 甕 津りll

13C後
13C後
13C後 甕 ( 津りll

13C後 2281 津り||

13C後 津り‖
13C後 整 津り‖

13C後 津り‖
13C後 232 獲 津り‖
13C後 津り!|

13C後 2341 津川カ常 ‖

13C後 (中 注 川か常 滑

R― 13C後～14C初 可 :泉窯 系肩 磁 碗

C-3 13Cイ麦～ 4C初 白磁 口禿皿

B-4 13C後～14C初 竜泉窯 系青磁 碗

B― 泉 窯 系肩 磁 碗

B-4 13Cイ麦～ 4C初 青 自磁水 注

竜 泉 窯 糸 清 概 悦

C-4 13Cイ麦～ 4C初 竜 泉 窯 糸 青 磁 碗

B― 電 泉 窯 糸 清 概 碗

B-6 13Cイ麦～ 4C初 Ш 竜 泉 窯 糸 青 磁 碗

RC彿 ～ C771 ヨ磁 口禿皿

C-6 13Cイ麦～ 4C初 325 i泉窯 系青磁 碗
C-6 13C後～14C初 R,6

3301 :磁碗

C-7 13Cイ麦～ 4C初 332 :磁碗

13C後～14C初 矛 罫磁 碗

C-1 14C前 【釉折縁深皿

B-3 14C前 【釉折縁深皿

C-7 14C前 【釉四耳壺

C-6 14C ? 【釉梅瓶 ?

14C前 ? 灰釉梅瓶 ?
A-0 14C以前 壺か瓶の類
B― 14C以前 壺か瓶の類

C-8 14C以前 壺か瓶の類
C-1 15C前 天 目 獅

C-1 15C前 l泉窯系青磁 碗

A-2 15C前 濃 山茶碗

C-4 15C前 染 付 皿

A-7 15C前 竜泉 窯 系青磁 碗

A-0
C-1 15C中 天目茶碗

A-0 15C中 鉄 釉縁 釉ガ 皿

A-1 15C中 灰 釉平碗

B-1 15C中 灰釉平碗
B-1 15C中 灰釉平碗
B-1 15C中 灰釉平碗
B-1 15C中 鉄 釉 仏供

B-1 15C 灰釉盤類
B-1 15C 灰 釉盤類

C-1 15C 灰釉縁 釉 ノ 皿

C-1 15C 灰釉 筒 形 香炉

C-1 15C中 灰釉盤 類

C-1 15C中 灰釉直縁大皿

C-2 15C中 灰釉縁 釉ィ 皿

C-2 15C中 灰釉縁 釉ノ 皿

A-3 15C中 火釉 撃 如

B-3 15C中 灰釉縁 釉小 皿

B-3 15C中 灰釉卸日付大皿
C-5 15C中 天 目 勒

A-1 15C中 ～後 灰釉縁釉小皿

B-1 15C中 ～後 鉄釉小坪か月ヽ瓶
C-1 15C中 ～後 灰釉縁 釉 小皿

C-1 15C中 ～後 灰釉浅碗 ?
B-2 15C中 ～後 灰釉 /Jヽ壷か/」ヽ

グリッド 年 代 器 種

C-2 15C中 ～後 錆釉内耳鍋
C-3 15C中 ～後 錆釉内耳鍋
15C中 ～後 錆釉 内 鍋

C-3 15C中 ～後 錆釉内耳鍋
D― 15C中 ～ 錆釉 内耳鍋

C-6 15C中 ～ 錆釉 内耳鍋

C-6 15C中 ～後 錆釉 内耳鍋

Lbじ 甲 ～後 灰釉 /Jヽ壺か/jヽ瓶
A-0 15C後 天目茶碗

15C後 灰 釉平碗

A-1 15C後 指鉢

A― 15C後 播 鉢

A-1 15C後 火釉盤類

B-1 15C後 橘鉢

B-1 15C後 橘 鉢

B-1 15C後 信 鉢

B-1 15C後 :釉平碗

B― 15C後
B-1 15C後
B-1 15C後 1釉平 3
B-1 15C後
B-1 15C`麦 灰 釉平 3
B-1 15C後 ′1ヽ lllL

B-1 15C後 鉄 釉袴 腰 形香炉

B-0
B-1
C-1

15C後 灰釉平碗

15C後 天 目茶碗

C-1 15C後 灰 釉 平碗

15C後 灰 釉平碗

C-1 15Cイ麦 灰釉平碗
B-2 15Cイ麦 鉄 釉 縁釉小 皿

15C後 l 播 鉢

C-2 15Cイ麦 橋鉢

C-2 15Cイ愛 信鉢

C-2 15Cイ麦 灰 釉平碗

C-2 15Cイ麦 灰 釉平碗

C-2 15Cイ髪 灰釉平碗
A-3 15C後 播 鉢

A-3 15Cイ麦 播 鉢

A-3 15Cイ麦 灰 釉 腰折 皿

A-4 15C後 大 日効

A-4 15C後 灰 釉平碗

B-4 15C後 灰釉平碗
15C後 灰 釉盤類

C-5 15C後 橋鉢

B-7 15C後 灰釉腰折皿

C-1 15C後 ? 天目茶碗
C-1 15C後 ? 灰釉卸皿

C-2 15C後 ? 天目茶碗
B-4 15C末 志野鉄絵皿

15C末 貢 瀬 戸鉢

A-1 15C 天 目茶碗

A-1 15C 鉄釉祖母懐茶壷
B-1 15C 鉄釉祖母懐茶壷
C-2 15C 鉄釉祖母懐茶壺
B-3 15C 灰釉卸皿
A-6 15C 瓦器

A-8 15C 鉄釉祖母懐茶壺
A-7 15C後～16C初 白磁端反皿
C-1 16C前 天目茶碗
B-5 16C前 灰釉端反皿か丸皿

A― 16C前 灰釉端反皿か丸皿

A― 16C前 天目茶碗
A-6
B-6 16C前 描鉢

C-2 16C前 ? 灰釉ハ サ ミ皿 ?

16C中 天 目茶碗

C-6 16C中 ? 鉄釉稜 皿 ?

A-1 16Cイ髪 灰釉 丸 皿 ?

A-4 16C後 天目茶碗
B-5 16C後 灰釉 内禿皿

B-7 16C後 灰釉 力1皿

B-7 16C` 灰釉 力1皿

16Cイ 天 目茶碗

B― 16C? 橘鉢 ?
B-1 不 明 347 不 明 白磁

C-2 不 明 346 不 明 白磁

B-5 不 明 不 明 白磁

C-5 不 明 不 明 白磁

C-6 不 明 鉢 (産地不 明

C-6 不 明 鉢 (産地不 明
C-6 不 明 350 鉢 (産地不 明

不明 灰釉端反皿 ?
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上部

0

、ヽ、、_′メく黒褐色土の範囲

下部

Eコ は30cm程下の石

545.500

1灰黄褐色土 粘りのある砂が多く混じる。
2灰黒褐色土
3黒褐色土
4灰褐色土  粘りのある砂が多く混じる灰

褐色土に茶色い鉄分が点々と
混じる。

10)図 7 埋甕状遺構実測図
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02″
O③四3

B   B′ 545.400

35

4

1茶褐色±  1～ 3 cln大 のロームプロックを多く含む。炭粒、焼土プロックをわずかに含む。
2暗黄褐色上 ローム粒を多く含む。所によっては大きな塊で入っている。炭粒、焼土粒をわ

ずかに含む。
3灰褐色灰層 1～ 3 cm大の焼土プロックを含む。灰層の境には炭が薄く堆積する。炭は中央

にもヽ専く堆積し、この層を2分する。
4明茶褐色土 灰層の下に堆積するが、焼け絞まった感しはない。粒子細かく、しまりはない。
5暗茶褐色土 境はあまりはっきりしない。 1～ 2 cm大のロームプロック、炭をわずかに含む。
6暗灰褐色砂質土 粒子は粗い。しまりがある。
7淡黄褐色± 3～ 10cm大 のロームプロックにより構成される。ロームプロックはボロボロと

剥がれやすい。
8暗茶褐色± 1と の境があまりはっきりしない。ローム粒、炭粒、焼土粒をわずかに含む。

しまりはない。
9黒褐色土  ローム粒、炭粒をわずかに含む。粒子が細かく、水分が多い。
10暗茶褐色土 ローム粒、炭粒、焼土粒をわずかに含む。固くしまっている。
11暗黄褐色± 1～ 2 cln大 のロームプロックがまばらに入る。しまりはない。
12暗灰褐色土 地山の上が混じる。しまりはない。
13暗黄灰褐色土 地山。やや砂質。

C

竪穴上層

灰釉平 Bii

鉄津・縄文土器

カメ

●天 目茶碗

縄文土器

545.700C′

545,7001D′

Eコ は焼けた部分・石
● は遺物分布

o                      3m

:60)

1淡茶褐色土

2暗黄灰褐色土

3明黄褐色土

4暗黄灰褐色土

l cm大のロームプロックを
わずかに含む。
地山とほとんど同じだが、
黒褐色土や 3が所々に混じ
る。あまりしまっていない。
ロームプロックのようだが、
しまりはない。
地山。砂質。

■ザ0ヂ可
黒T

図 8 掘立柱建物 |・ 竪穴実測図 (|
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浅 くくぼんだ遺構配石図 (|:60)

Elは 焼けた部分・石
● は遺物分布
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土坑 1

Ａ

一

A′

432

1黒褐色土
2明茶褐色土

3明茶褐色土

4淡黄褐色土

4 I 54s. zoo A'

ローム粒、炭粒、焼土粒を含む。
焼けしまった感しはしないが、この
層が焼けた面として広がっている。
0.5cm角の礫を多く含み、しまってい
る。礫層。
地山。

数字 は柱 穴NQ

0                      2m

図 13 土坑実測図 (|:40)

-61-



ヽ 鳴 ≧ 要 ズ
2

1黒褐色土 炭を含む。
2焼土層

1黒褐色土  ローム粒を含む。
2暗黄褐色± 0.5～ 2 cm大のロームプロックを含む。
3明黄褐色土 地山。

1黒褐色±  1～ 2 cm大のロームプロック、
ローム粒を多く含む。酸化した
砂粒が混じる。

2暗黒褐色± 1よ りやや暗い。ローム粒が多
く混じる。ポソポソした感じが
する。

3黒色土   しまりはないが、水分が多い。
4黄灰褐色土 砂質で礫を多く含む。地山。

3

1黒褐色± l cm大のロームプロックを多く含む。 2
～ 5 cln大 のロームプロックをわずかに含む。

2黒褐色± 2～ 5 cm大 のロームプロックを多く含む
(1と 2はほとんど変わらない)。

3黄白色土 地山。

0                      2m

Ｂ

一

Ｂ

一

土坑 4

土坑 6

土坑 5

ヽ

Ｐ
・

土坑 7

Ｅ

一

Ｅ

一

1黒褐色土  ややしまりあり。炭とローム粒をごくわずか含む。
2暗茶褐色土 焼けた面。炭を含む。
3黒褐色±  2～ 3 cm大のロームプロックを含む。炭、焼土粒を

ごくわずか含む。
4黄灰褐色土 地山。砂質。

2

i]][[圭 をi:I:::;II:lζ[ilili
土 坑 9

上 部

E

:40)標高はすべて 545。 700m
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土
レ

Eコ は焼けた部分
数字は柱穴NQ

2

:][[:土  ::イIIIIを lζill[F戻

を警:3手京

  1部
3明黄褐色土 酸化したプロック状の点々を含む。地山。

図 14 土坑実測図 (|
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図20 礫の盛 り上がり実測図

1～ 10cm大の礫を多く含む。
礫をほとんど含まない。
ローム粒を含む。 2-20cm大 の礫を多く含む。
1-20cm大 の礫を多く含む。
やや砂質。風化した花同岩を含む礫が多く混じる。地山の下の礫層。
しまりがあり、酸化した粒を多く含む。上部は礫層の盛り上がりの検出面。
1～ 10cm大の礫を多く含む。
ローム粒、炭粒、焼土粒、酸化した粒をわずかに含む。粘質。
ローム粒、酸化した粒を含む。粘質。
酸化した粒をわずかに含む。粘質。
1-10cm大 の礫を多く含む。
0.5～ 6 cm大の礫を非常に多く含む。風化した花同岩を含む。
11と 似ているが、礫をほとんど含まず、色調もやや暗い。
地 山。

o                      2m

(|:40)標高はすべて545。 700m

1淡黒褐色土
2黒褐色土
3淡茶褐色土
4茶褐色土
5暗青灰色土
6黒褐色土
7暗黄灰色土
8黒褐色土
9灰褐色土
10暗 灰褐色土

11暗黄褐色土

12黄灰褐色土

13暗黄褐色土

14黄 白色土
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序
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A-3

+
B-3
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り 1

数字は柱穴No

● は遺物分布

土―縄文土器

山一山茶碗

片口鉢

′
カメ(中津川)

@uz

◎ 5

+
C-4

1黒褐色土  ローム粒を含む。赤褐色に酸化した粒を含む。
2黄 白色土  地山。
3暗黄褐色土 礫層。風化した花同岩を地山に混入した感じに含む。しまりなし。
4黒褐色土  ローム粒、 1-2 cm大 のロームプロックを多く含む。
5黒褐色±  1と ほとんど同じだが、酸化した粒を多く含む。
6淡黄褐色土 ロームプロックが多く混じる。
7淡黒褐色土 ローム粒、0.5～ l cm大のロームプロックを多く含む。やわらかい。
8黒褐色±  5と ほとんど同じだが、酸化物を含まない。
9黒褐色土  ローム粒をまばらに含む。
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図 19 垣状遺構実測図 (|:60)標高はすべて545,700m
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土坑16

1黒褐色土

2暗黄褐色土

3黄白色土

土坑15

土坑11

2明黄褐色土

Ｂ

一

c  545.9oo C′

´
``[こ こEE二

=:F「
=三

二三二5ミ
で

1「

~

ローム粒、05～ l cm大の
ロームプロックを含む。
しまりはあまりなく、粒
子は粗い。     '
地山。

545.700B′

3

良くしまっている。0.5～ 2

cm大のロームプロックを多

く含む。炭、焼土を含む。

0.5cm大のロームプロック

をわずかに含む。炭粒をわ

ずかに含む。

地山。

545.90o  D′

3

ローム粒、茶褐色に酸化した
粒を含む。しまりあり。
05～ l cm大のロームプロッ
クを多く含む。茶褐色に酸化
した粒をわずかに含む。しま
りはない。
地山。

1暗茶褐色土

2黒褐色土

3淡黄褐色土

D

土坑17

土坑 13

1黒褐色土
2暗茶褐色土

3黒褐色土

4暗茶褐色土

5黄白色土

ローム粒、炭、焼土 を含む。
赤褐色に酸化 した粒 を多 く

含む。砂質。
しまりがな く、ポロボロ崩
れる。
ローム粒、酸化 した粒 をわ
ずかに含む。砂質。
地山。

1黒褐色土
2暗黄褐色土
3暗黄褐色土
4淡黄褐色土
5暗茶褐色土
6明黄褐色土
7茶褐色土

545.900 E′

ローム粒、焼土粒をごくわずかに含む。
ローム粒を多く含む。炭粒、焼土粒をごくわずかに含む。
粘質。ローム粒、炭粒をごくわずかに含む。しまりあり。
ローム粒を非常に多く含む。
粘質。炭粒、焼土粒をごくわずかに含む。しまりあり。
地山。
4、  6と 境がはっきりしない。オ占質。 しまリカfあ る。

土坑18

土坑12

1黒褐色土  ローム粒を多く含む。 1～ 2 cm大
のロームプロックを含む。

2黒褐色土  ローム粒をわずかに含む
(1と 2はほとんど変わらない)。

3明黄褐色土 地山。

Eコ は焼けた部分
数字は柱穴NQ

1黒褐色土  ローム粒をわずかに含む。しまりあり。
2暗茶褐色± 05～ 2 cm大のロームプロックを多く

含む。しまりあり
(1と 2はほとんど変わらない)。

3明黄褐色土 地山。

メ

A-3

0.5～ 3 cm大のロームプロック
を多く含む。
ローム粒をわずかに含む。
0.5～ 2 cln大 のロームプロック
を含む。
地山。

2m

F    545.700F′

図 15 土坑実測図 (|:40)

545.900

声

1:LЧ

くここ::=ニラ===ミ==S=i「 ミ〔:三二EE:::サ i::|;::…

:] 

′

1黒褐色土

2黒褐色土
3黒褐色土

4明黄褐色土

0
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545.700

土坑19

1黒褐色土 ローム粒、炭粒、酸化した粒ををわずかに含む。
粒子細かく、粘質。

2黄白色土 地山。

＼

1黒褐色土
2黄褐色土
3黄白色土

B   545.900B′

2  1

ローム粒、炭粒、焼土粒 をわずかに含む。
ローム粒、0.5～ l cm大のロームプロックが多 く混 じる。

地山。

α

1黒褐色土 ローム粒、0.5～ l cm大のロームプロック、
炭粒をまばらに含む。酸化した粒をごくわ
ずかに含む。

2黄白色土 地山。

545.700 D′

4

ローム粒、炭粒、酸化した粒を

含む。

0.5～ 1.5cm大のロームプロック

を多く含む。炭粒、酸化した粒

を含む。
ローム粒、炭粒、酸化した粒を

わずかに含む。 1と 内容は似て
いるが、 1よ り粒子が細かく、

しまっている。

地山。

Ｄ

一

1黒褐色土

2暗黄褐色土

3黒褐色土

4

ゥ要優雹皇
土
培言押
かくやや粘質。馴ヒした粒袷む。

E  545.600E′

2

1黒褐色土 ローム粒をわずかに含む。
酸化した粒を多く含む。

2黄白色土 地山。酸化物が混じる。

545.600 F′

数字は柱穴NQ

2m´
076

図 16 土坑・ (| :40)風倒木痕実測図
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∂
ロ

ローム粒、炭粒、焼土粒をごくわずかに含
む。酸化した粒を多く含む。しまりなし。
しまりあり。酸化した粒をわずかに含む。
2と 4の漸移層。
しまりなし。 1と 6の漸移層。
ローム粒が集まった層。
地山。
地山の下の層。

図 17 風倒木痕実測図 (|:40)

″
一

風倒木痕 2

風倒 木痕 1・

1暗茶褐色土

2黒褐色土

3淡茶褐色土

4黄白色土
5黄 白色土

2

酸化した粒を多く含む。ローム粒、炭粒
をごくわずかに含む。しまりあり。
ローム粒、炭粒、焼土、酸化した粒を含
む。粒子が細かい。
ローム粒を多く含む。炭粒をわずかに含
む。やわらかい。
地山。
地山。粒子の細かい砂質±。

風倒木痕 3

1黒褐色土

2黄灰褐色砂質土
3灰茶褐色砂質土
4暗灰褐色土
5暗黄灰褐色土
6黄灰褐色土
7暗青灰色砂質土

∩ヽ

∩ |

1黒褐色土 ローム粒、炭粒、焼土粒 をごくわずかに含む。
酸化 した粒 を含む。

2黒褐色土 炭粒、焼土粒 をわずかに含む。酸化 した粒 を
含む。 l cm大のロームプロックを含む。 しま
りあ り。

3黄白色土 地山。
4黄自色土 地山。粒子の細かい砂質土。

数字は柱穴No

o                      2m

標高はすべて545。 700m
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暗茶褐色土

暗黄灰褐色土

黒灰褐色土

黄自色土

545.600A′

酸化した粒を多く含む。ローム粒を
まばらに含む。炭粒、焼土粒をわず
かに含む。粒子細かい。
酸化した粒を多く含む。炭粒をごく
わずかに含む。粒子細かく粘質。
ローム粒をわずかに含む。粒子細か
く粘質。
酸化物を含む。地山。

1黒褐色土

2灰褐色土

3黄白色土

545.700

ローム粒、炭粒、焼土粒、酸化
した粒をわずかに含む。粘質。
ローム粒、酸化 した粒 を含む。

2

3

4

礫の盛り上がり下層

/

545.700C′

1黒褐色土 ローム粒、炭粒、焼土粒、酸化した粒をわずかに含む。粘質。
2黄自色土 地山。

0                      2m
数字は柱穴NQ トーーーーーーーーートーーーーーーーーJ

図 18 風倒木痕実測図 (|:40)
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□ は炭の範囲

545.700 C′

1黒褐色土    しまりあ り。 ローム粒、焼土粒、酸化 した粒 を含む。
2茶褐色砂質土  粒子細かい。金色の雲母が多 く混 しり、キラキラする。
3淡灰 白色砂質土 粒子粗い。0.5～ 2.5cm大の礫 を含む。
4白灰褐色砂質土 粒子がやや粗い。
5黒褐色シル ト質土
6黄灰褐色土   地山。

〓
＼

0                      3m

図21 瓦捨て遺構実測図 (|:60)

瓦が炭の下に続
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図22 縄文土器実測図および拓影 (|:3)
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図23 縄文土器・弥生土器・古代の土器実測図および拓影 (|:3)
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数
）

ABC-0 ABC-2

図31:グ リ

ABC-3     ABC-4     ABC-5

ッド列ごとの世紀別陶磁器点数

ABC-6     ABC-7
(グ リッ ド列 )

12世紀  13世紀  14世紀  15世紀  16世紀

図33:世紀別陶磁器総点数
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図32:グ リッド列ごとの 2時期別陶磁器点数

図34:2時期の陶磁器産地別組成 (2時期別)

※図31・ 33の グラフでは、例えば「12C後～13C前」のように判断された遺物について、便宜上、12Cと 13C

に各0。 5点 として数値化している。
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図35:各世紀のグリッド別陶磁器出土状況

※遺物 1点につき10ポイントを与え、指数として示している。ただし、例えば「12C後～13C前」のように判

断される遺物は、12Cと 13Cに各5ポイントを与えている。

０

　

一　

〇

０

　

一　

〇

一一一̈一一５

一̈”一̈一̈一

０

　

一　

〇

由剛一椰一〇

０

　

一　

〇

::轟豪:輩 :諄 :妻 I墨雄:

:11:111

＝
ｍ
＝

一１〇

一 I:轟轟護
＝
１０
＝

:10:11 lα‖

-80-



図  版



図版 1

写真 6 埋甕状遺構上部

写真 7 埋甕状遺構下部

写真 8

掘立柱建物 1内竪穴上部
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写真 10 掘立柱建物 2内浅くくばんだ遺構上部



図版 3

写真 11 掘立柱建物 2

写真 12 土坑 3・ 4

写真 13 土坑 4・ 5
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図版 6
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写真20 垣状遺構、
土坑19・ 20・ 21
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図版 7

写真23 垣状遺構、土坑22 写真24 瓦捨て遺構

写真25 瓦捨て遺構
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写真 29 陶磁器 (1)

中世瀬戸産 1・ 2・ 3・

7・ 9・ 10・ 14・ 15・ 17・

18

東 濃・尾 張 産 5・ 6・

11・ 12・ 13・ 16

中国産8

写真 30 陶磁器 (2)

中世瀬戸産 1・ 2・ 6・

7・ 8・ 12・ 13・ 18・ 19・

20・ 21・ 22・ 23

東濃産 10・ 24

写真31 陶磁器 (3)

中世瀬戸産 1・ 2・ 3・

6・ 7・ 8・ 9・ 10・ 13・
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22・ 23・ 24・ 26

■ 4
Ｑ
●勁 6



嘱

ら
７

一ノ

２

図版10

‐

・

フ

8

可 ゝ
12

`ノ12

わ

´

写真32 陶磁器 (4)
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東濃産1113

常滑産 5

写真33 陶磁器 (5)

中世瀬戸産 1 2 4 6
11 12 13 15 16

東濃産 5 10

常滑産 8

中国産 3 11

写真 34 陶磁器 (6)

中世瀬戸産 3 5 7 16
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図版11

写真 35 陶磁器 (7)

中世瀬戸産 2・ 3・ 4・

5・ 10

不明 8・ 9・ 12

写真36 陶磁器 (8)

中世瀬戸産 2・ 3・ 4・

5・ 6・ 7・ 10

尾 張・東 濃 産 812
16・ 17・ 18

常滑産 1。 11・ 15

写真37 陶磁器 (9)

中世瀬戸産 4・ 12

中国産 14
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図版12
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写真 38 陶磁器 (10)

中世瀬戸産 2・ 4・ 10・ 16

中国産 15

写真 39 陶磁器 (11)

中世瀬戸産 1・ 2・ 4・ 7・

8・ 9・ 12

写真40 陶磁器 (12)
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図版13

写真41 陶磁器 (13)

すべて中国産磁器

写真42 陶磁器 (14)

中世瀬戸産1426・ 29

東濃産 1・ 234・
5・ 6 7・ 8・ 10・ 12・

13・ 14・ 15・ 16・ 17・ 18・

20・ 21・ 22・ 23・ 24・ 25・
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写真43 陶磁器 (15)

11以外東濃・尾張産
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図版 14

写真44 陶磁器 (16)

25は 中津川産甕

ほかは常滑産甕

写真45 陶磁器 (17)

9は中津川産 ?山茶碗

ほかは中津川産甕

写真46 陶磁器 (18)

中世瀬戸産 4 51021
尾張産 11・ 17222328
ほかは常滑産



図版 15

写真47 銭貨・青銅
製品

写真48 埋甕状遺構
出土縄文土器

写真49

縄文時代土製品と竪

穴内出土の土器
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写真53 中世土器 (1)

写真54 中世土器 (2)

写真55 21柱穴内出

土の中世土器・陶

器
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写真57 縄文土器 (1)

写真58 縄文土器 (2)

,` 
守

、 ノ́
′
  i

尚 l彎 3

翻 」電「

く 日`ll「金上

「Ⅲ 6れ」鶴」`ぬ



図版19

ヽ

ｒ

． 電

Ｉ

Ｂ

写真59 鉄製品 (1)

写真60 鉄製品 (2)

写真61 鉄製品 (3)
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写真64 宝暦10年、調査地に隣接する地域の絵図
(左図は現在の地図に比定)
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